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この物語はフィクションです。
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　母さん、久しぶり。

　ボクがこの街に来てもう二年が経たちます。

　この街にはいろんな人がいます。

　サラリーマンも居ればフリーターもいる。

　貧びん乏ぼう人にんもいれば大金持ちもいる。

　天才もいれば、バカもいる。

　日本人も居れば外国人も居る。

　騙だます者もいれば、騙される者もいる。

　家を持たない者も居れば、地上50階建ての豪ごう奢しやなマンションに住まう者もいる。

　つまりこの街は、どんな人間でも居ていいのです。

　それってすごい事じゃないですか？

　つまり、何もできないこのボクがいてもいい――そういう街なんです。

　誰だれがいても許される街――それが新宿なんです。







第一話　都市伝説







　新宿―――

　いわゆるみながそう呼んでいる場所は、東京都新宿区の外れにあるんだ。

　渋しぶ谷や区くと隣りん接せつしたＪＲ新宿駅周辺の事を人はそう呼んでいる。

　新しい潮流と共に、昔から変わらぬ姿。そしてあらゆる物が消えて、また生まれてくる街。

　この街には幾いくつかの都市伝説がある。

　――ピンクのタイガーマスク。

　――大根を散歩させる人。

　――元地主のホームレス。

　――駅を最短で横断できる秘密の地下道。

　――全すべての病気を治す闇やみ医い者しや。

　――政財界に口くち出だしできるキャバ嬢じよう。

　そういう都市伝説の中に、『掃そう除じ屋や』と呼ばれるものがあるんだ。

　それがいわゆる清せい掃そうをする稼か業ぎようなら、別に都市伝説にはならないし誰も見向きもしない。

　どうしてみんなそんな風に呼んでいるのか、正直ボクはよくわからない。

　だって直ちよく喩ゆでも隠いん喩ゆでも、どっちにしてもあんま良いイメージじゃないよね？

　人がこの掃除屋を都市伝説と言うのには実は理由がある。

　掃除屋に依い頼らいした事は１００％遂すい行こう。

　それがどんな依頼でもあっても必ず遂行する――とか言われちゃってる。

　決してそんな事はないんだけどなぁ……。

　さて、掃除屋への依頼にはまず歌か舞ぶ伎き町ちように来なくてはならない。ドン・キホーテの通りをゴジラの顔を見上げながらＴＯＨＯシネマズ側に歩いていく。

　ラーメン屋の天下一品と喫きつ茶さ室しつルノアールを通り過ぎた先に古びた建物がある。

　外からの見た目は、今はテナントが何も入っていないようにも見える。

　このビルのエレベーターに乗り、三階まで上ると、そこには小さな個人カジノのバカラテーブルがある。

　依い頼らい人にんは必ず一番右みぎ端はしの席に座すわる。

　これは決まり事なんだ。

　そこで二万円を差し出してチップを２００ドル分買うこと。

　ドルと言っても、ドル紙し幣へいが出てくるわけではない。

　チップの数え方の方式だ。

　裏カジノやインターネットカジノでのお金の数え方は一律ドル換かん算さんなんだ。

　１ドル１００円という暗あん黙もくのルールがある。

　この店にあるゲームはバカラのみ。

　トランプを引いて、プレイヤー側、バンカー側のどちらかに賭かける。

　順番にトランプを引いて、数字が大きい方が勝ちという単純なゲーム。

　そして一回目の勝負で、１６０ドル分、バンカーに賭ける事。

　二回目の勝負で30ドル分、プレイヤーに賭ける事。

　そして最後の勝負で10ドル分、バンカーに賭ける事。

　この三回の勝負は絶対に勝てない。

　カードを切るディーラーが、イカサマをするからだ。

　だがこれはあくまで、この『掃除屋』に会うための面通し料。

　つまり依頼があるという意思表示なのだ。

　ボクはそれを確かく認にんすると、奥おくの部屋への扉とびらを開ける。

「ようこそ、新宿コネクティブへ――」





※※※※






　やってきたお客さんは二十代前半の女性。名前を矢や崎ざき友ゆ里り恵えさんというらしい。

　ボク――佐ささ蛹なぎ慶けい介すけはお茶を出し終わると、早々に部屋の隅すみの椅い子すに腰こしを掛かける。

　矢崎さんは周りをチラチラと窺うかがいながら心配そうに眉まゆをひそめた。

　まあ、心配になるよね。だって胡う散さん臭くさいとしか思えないもの。

　この事務所が都市伝説として有名なのは、ここに住んでいるボクは当然知っている。

　依頼は１００％遂行とか、どこぞの殺し屋もかくやと言わんばかりの噂うわさは流石さすがに誇こ張ちようされ過ぎだと思う。

　けど、実際、依頼のほとんどをちゃんとこなしているのは事実。

　まあ、それもこれも、周りの人たちに助けてもらってどうにか、ってところなんだけどね。

　と、そうこうしているうちに、別の部屋のドアがバタンッと蹴け破やぶる勢いで開く。

「ギャハハハハッ！　依頼人はどこだっ！」

　現れたのは、先ほどまでディーラーを務めていた男――蔵くら祭まつり平へい三ざぶ郎ろうさんである。

「目の前ですよ。ってか、お客さんの前でそのテンションやめてくれます？」

「うるさいことを言うな、ゴミクズが！　ゴミはゴミらしく分を弁わきまえ、静かにしているのが道理であろう！」

　この言いぐさである。

　そうじゃなくても身長が高くて威い圧あつ的てきなんだから自重して下さい。

　ほら、矢崎さんがソファの端はしっこで縮み上がって震ふるえてるじゃないですか。

「ほう……貴様が依頼人か？　ククク……」

　酒と煙草たばこでしゃがれたハスキー声の平三郎さんに低く笑われると誰でも、

「……は、はい、すみません！」

　と、縮み上がってしまう。この人はお客さんを何だと思ってるのだろうか……。

「面おも白しろそうな依頼ならば引き受ける。そうでないのなら、金は返してやるからとっとと失うせるがいい。それから………ん？」

　迫せまり寄った平三郎さんは事もあろうに、なんと矢崎さんの匂においをクンクン嗅かぎ出す。

　当然ながら矢崎さんは、何が何だかわからず震え上がっている。

　思わずボクは平三郎さんを引ひき離はなす。

「なにしてんですか！　失礼の前にセクハラで訴うつたえられますよ！　ちゃんと話を聞いてあげてくださいよ！」

　噛かみつかんばかりの勢いの平三郎さんを引きはがし、ボクは依頼人の矢崎さんに、

「どうぞ。お伺うかがいします」

　と話を促うながす。

「は、はい。矢崎友里恵と申します……」

「貴様の名前などどうでもいい！　さあ、依頼内容を―――！」

「だから話聞けって言ってんでしょうが！　段取りがあるんですよ、段取りが！　どうしてそれすっとばすような事言うんですか！」

「うるさい！　世の中結論があれば、それ以上は何もいらないんだ！　余計な事ベラベラしゃべられたら俺おれの大切な時間が無む駄だになるだろう！」

「知りませんよ平三郎さんの大切な時間なんて！」

「なにをっ！　俺は１３０年の人生の一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんを大切に生きているのだ！　余計な口出しはしないでもらおう！」

「あんた、長ちよう寿じゆ記録更こう新しんする気か！」

　いけない、いけない。

　こんな所でいちいち平三郎さんの言葉に突っ込んでいたら矢崎さんが帰ってしまう。

「すみません矢崎さん。依頼内容をうかがいます。今日はどういったご用件ですか？」

「え、あ、はい。えっと………」

　完全にテンパってしまっている。全部平三郎さんのせいである。

　とりあえずボクが間に入るしかないのか。

「この狂きよう犬けんみたいな人は無視してもらって大だい丈じよう夫ぶですから」

「おい、貴様、それは俺に向かって言っているのか？」

　はいはい、ムシムシ。

「もしボクらに可能な事であればお引き受けいたしますので」

　すると矢崎さんはキョトンとした顔をする。

　たぶん、依頼は１００％遂行、だと思っていたからだろう。

　ちゃんとここはことわっておかねばならない。

「えっと……まあ、平三郎さんがこういう人なので、結局のところ面白そうな事にしか食いつかないダメ人間なんです。なのでその辺ご了りよう承しよう下さい」

「アハハハハハハッ！　ゴミ虫め、この俺に向かってダメ人間と言ったか!?」

「言いましたよ。事実でしょうが。入ってこないでください」
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「貴様のような低能童どう貞ていのクソガキがこの俺に楯たて突つこうとは片腹痛いっ！」

「はいはい、そうですね。で、矢崎さん、依頼を聞いていいですか？」

「この俺を……無視だと！」

　ボクらの侃かん々かん諤がく々がくっぷりに矢崎さんはキョトンとした。

「ごめんなさい、気にせずなにかあったら言って下さいね」

　すると矢崎さんはおずおずと質問した。

「えっと……一応確認させてもらっていいですか？」

「はい、どうぞどうぞ」

「料金は……その……」

　すぐにボクがフォローを入れる。

「先ほどの面通し料以外は受け取っていません」

「でも、それじゃあ」

「いいんです。平三郎さんの趣しゆ味みでやってるだけなんで」

「趣味……ですか？」

「はい」

　実際、平三郎さんはどういう経いき緯さつで手に入れたのかよくわからない資産をかなり持ち合わせている。かくいうこのビルも平三郎さんの持ち物だし、年の離れた妹さんの私立大学の授業料も全部この人ひとりで出している……らしい。また聞き情報だ。

　さらに言えばこのカジノに関しても、ぶっちゃけ一円も儲もうかっていない。

　お客さんにほどよく勝たせて、ほどよく負けさせて、収支プラマイ０にして帰している。

　だがその代り、ボクも含ふくめた従業員に給料を払はらったらマイナス。

　つまりはこのカジノすらも彼かれの趣味なのだ。

「そういう訳なんで、料金の心配はありません。ただ依頼内容次し第だいで、平三郎さんが断るかもしれない、というだけなんで」

　すると矢崎さんは急に心配そうな顔をしうつむいてしまう。

　う～ん、このパターンは、やっぱり依頼内容が……。

「あの、お願いしたいことは、人捜しなんです」

　途と端たんに平三郎さんが不ふ機き嫌げんそうな顔になりマルボロを取り出して火をつけた。

　うん、まあこの人ならそういう反応になるよなあ……。

「つまらん。そんなつまらん依頼をわざわざうちに持って来る理由が見えん！　そんなもの探たん偵ていなりの低てい俗ぞくな生き物に任せて置けばいいだろう」

　突つきかえすような平三郎さんの言い分に、矢崎さんは更さらに萎い縮しゆくしてしまう。

「………頼たのみました」

　その言葉にボクは、

「え？」

　と問い返した。

「探偵さんにも頼みましたけど……」

「えっと……探偵さんにお願いして、それでも見つからなかったんですか？」

　問い返すと彼かの女じよはコクリと頷うなずいた。

「周りに決してバレないように潜ひそんでいるらしく、噂の域を出ていなくて……実質、都市伝説とまで言われているくらいで……」

　その言葉が出た途端に、むっくりと平三郎さんが起き上がる。

　ああ、こりゃちょっと興味が出てきたかなぁ……。

「その方は世界的に不可能だと言われるような外げ科か手術もこなし、そして日本では使用不可能な投薬も処方する事が出来るという……天才医師らしいんです」

　くるりと振ふり返かえる平三郎さん。

「面白い！　いいじゃないか！　そういうのを待っていた！」

「えっ!?　えっ!?」

　急に笑え顔がおで迫ってきた平三郎さんに大いに狼ろう狽ばいする矢崎さん。

「落ち着いて下さい平三郎さん。ちゃんと話を聞いて下さいよ」

「ああ、いいだろう。全部聞かせろ。知っている事、すべてだ！」

　……楽しそうになっちゃってるなあ。とりあえず平三郎さんを席に着かせて、ボクが真ん中に入って、矢崎さんに続きを話す事を促す。

「じゃあ詳くわしく聞かせてください」

「あの……父が病気で、それに必要な薬が日本ではまだ法的認にん可かが下りていなくて。なのでその都市伝説となっている医師を何とか捜そうと思いまして……」

　薬に関してはよくそういう話は聞く。副作用などの結果が出ていない物を投とう与よするのに、海外では当たり前でも日本ではまだ許可が下りていない薬品は結構ある。

　薬事法に関しては許可が下りるまで十年以上待たねばならない患かん者じやさんがいたりするケースも珍めずらしくないそうだ。

　すると平三郎さんは彼女の話に疑問でも持ったかのように目を細める。

「そりゃおかしいな……」

「え、なんですか？」

「薬でどうにかなるというのなら、そのまま海外に連れて行き投薬すればいいではないか。探偵などを雇やとうより、よっぽど安上がりだろう？」

　たしかにそう言われればそうだ。

　海外にあるのなら、直接そこへ行った方がずっと早いし、料金もリーズナブルだ。

　だが矢崎さんは首を横に振る。

「いいえ。もう父は海外に渡と航こうする事もできない状態になってしまって……だから」

　なるほど。そうなると、国内で違い法ほうとはいえ特効薬を処方してもらうしかない。

　とすれば、裏社会にいる闇医者、と呼ばれる存在の力を借りるしかないのだろう。

　さて、平三郎さんはこの依頼、どうするつもりなのだろうか？

「いいだろう。受けよう。その闇医者を捜せばいいんだな」

「は、はい！」

　やっぱりね。こういう意味不明な依頼ばっかり引き受けるから都市伝説扱あつかいされちゃうんですよ、うち！

「聞こうか、その闇医者の名前」

「――ルドルフという通り名の闇医者です」




　そんな訳で次の日の事。

　ボクは高校生なので通常通り学校に行くわけだけど、そんな間も昨日の依頼の事が頭にあった。矢崎さんからの情報を整理すると、その闇医者はルドルフと呼ばれているらしい。ボクもちょっとはその都市伝説を聞いた事があった。新宿の雑居ビルに個人の医い療りよう施し設せつを持ち込んで、そこで闇医者をしているという人間の話だ。

　当然、ルドルフという名前は偽ぎ名めい。

　だから簡単には見つからないのはわかっている。

　さて何をきっかけに捜し出せばいいのかなあ、なんて考えながら学校から帰ろうとしていると、

「慶介くん」

　呼び止められて振り向くとそこには満面の笑みのクラスメイト、畠はた瀬せ清きよ子こちゃんがいた。

「あれ、どうしたの？」

「慶介くんが急いで帰ろうとなさいますので、いかがしたのかと清子心配になりまして」

　清子ちゃんは頬ほおに両手をあて細い身体からだをくねらせる。

「ああ、ちょっと野や暮ぼ用ようで」

「………ということは、いつものあのごく潰つぶしの厄やつ介かい事ごとですの？　……チッ」

「今舌打ちした？」

「してません♥　してません♥」

　ごく潰しは他ほかでもなく平三郎さんの事である。

「まあいつもの平三郎さんのバイトで行かなくちゃいけなくってね」

「そうですか……でもどうせあのごく潰しの気まぐれでしょう？　でしたらあのゴミ人間一人に任せておいて、清子と新しいマンションの物件巡めぐりでもしましょうよ！」

　かくいう清子ちゃんの家は不動産関係らしく、彼女自身けっこうソッチ方面に詳しい。

　以前、清子ちゃんの家業の情報で助けられた事があり、それからずいぶん仲良くなった。

　彼女も高校在学中に宅建を取ろうとしているくらいだ。

「ごめん、平三郎さんにすぐ帰るって連れん絡らく入れちゃって」

「そうですの？　残念です。慶介君と清子のスイートルーム探しをするのもたまには良いかと思ったのですが」

「あはは」

　清子ちゃんの冗じよう談だんは高校生男子には結構毒だよ。

　そんな訳で清子ちゃんとはそのまま校門で別れて、甲こう州しゆう街かい道どうの横断歩道を渡わたる。

　そこからムサシノ通りに入ってゲームセンターのタイトーの前で、

「やあ、けいちゃん！」

　とぼんやり眼まなこの青年に声をかけられる。

「あれ、天てん童どう君？」

　天童君が太たい鼓このバチを持ちながら声を掛けてきた。

　いやいやバチを持ちながらじゃなくて、ずっとバチを振ってるけど……もしかしてゲーム中ですか？？

「けいちゃん、学校の帰りかい？」

「うん、そうだけど……」

「あのさ、四階のアーケードコーナー行ってみなよ」

「どうしたの？」

「今、行くとすごいよ～。新しいやつに長ちよう蛇だの列になっちゃってさ。僕もやろうと思ってたんだけど５時間待ちはさすがにきついから静観してる」

「……え、何それ……最近のゲームってそんな待つの？」

「んな事はないと思うけど、今度出たやつがすごい人気みたい」

「じゃあ……今度やってみようかな……あんまりうまくないけど……」

「けいちゃん、ゲーム苦手だもんな」

　そうなのです。あんまりボクはゲームが得意じゃないのです。

　画面を飛とび交かうもののスピードが速すぎてボクの動体視力ではついて行けないんだよね。

「けいちゃんはさ、クレーンゲームとか、じっくり系の方が得意だよね」

「……まあどっちかっていうと。でもゲームは全ぜん般ぱんドングリの背比べ状態で……」

「クレーンゲームはコツがあるから、今度教えたげるよ」

　って笑いながら話してるけど、太鼓のゲームはずーっとパーフェクトなんですけど！

　事実、天童君はものすごいゲーマーなのだ。

　ゲームセンターのものはもちろん、家庭用ゲーム機、ボードゲーム、カードゲームと、あらゆるゲームに精通しているんだよね。

　そんな事もあって、うちのバカラテーブルにも時々ついてもらってる。

　でも天童君は強すぎてお客さんが全然勝てないんだよね……。

「天童君、この前うちに出てもらった時のお給料なんだけど」

「ああ、そういえば、そんなことあったね」

「平三郎さんが振り込みめんどくさがってて……ボクが今度持って来るんで」

「ああ、いつでもいいよ。それより、けいちゃんはバイト？」

「うん、これから」

「お～、そっかぁ。あれね」

「はい、あれです」

「んじゃまあ……」

　天童君はゲームを強制終しゆう了りようして、

「僕も歌舞伎のゲームプラザに行くとこだったから一いつ緒しよに行こう」

　と太鼓のバチを置いた。

　でも天童君、いつもゲーセンにいるけど、仕事とかいいの？　前から気になっていたけど、こんど聞いてみよう。

　そんなわけでムサシノ通りを抜ぬけて新宿通りの横断歩道を渡る。そこからモア５番街を天童君と歩いていると何やら言い合いのような声が聞こえてきて思わず足を止めた。

「はぁ？　なに言ってくれてんの？　こちとら明治時代からここで炭焼き小屋やってんですけど？」

「あははは！　古参ならエライとか思っちゃって、何勘かん違ちがいしてんですかねぇ」

　うわぁ……またやってるよ……。

　ボクが足を止めると、大型書店とアニメショップの前の道で睨にらみ合あっている人たちがいる。

　カジュアルなシャツの上に、紺こん色いろのエプロンを付けた人は、新宿の大型書店で働く店員の渡わた会らいさん。

「うるせぇよ！　書しよ籍せきの数ならうちが圧あつ倒とう的てきに上だろうが！」

　元々、身長も高いしスポーツをやってたのかなっていう感じの雰ふん囲い気きの渡会さんは、立っているだけでもかなり目立つ。

　対して赤いサンバイザーにグリーンのシャツ、そしてこれまたエプロン姿の店員さんは斜ななめ向かいのアニメショップの店主児こ玉だまさんだ。

「あはは、そういうことはうちみたいに全国展開してから言ってもらえます？」

　渡会さんと比べると、児玉さんの方が細身だし身長もわずかに低い。

　だけど腕うでを組んで大おお股またで立つその姿は、まるで巨きよ大だいロボットが発進するかのような迫はく力りよくを持っているのである。

　さてこの大型書店員の渡会さんと、アニメショップ店長の児玉さん。

　おわかりの通り、ケンカの真っ最中である。

　ジャンルは違ちがえど両店、どちらも書籍を多く扱っている関係で、こうして道を挟はさんでしょっちゅうケンカをするのである。

　かくいう、他の書店員さんたちが止めないのかと言うと――……。

「渡会君、自じ販はん機きこわさないでね～」

「児玉店長、検品作業あるんで早めに終わらせてくださいね～」

　もういつもの事過ぎて店員さんたち慣れちゃってる。

　かくいう渡会さんも児玉さんもそんな周りの声は耳に入っていらっしゃらない様子。

　渡会さんがギリリと奥おく歯ばを噛みしめ、

「はぁ？　全国展開がなんだってんだ？　こちとら台たい湾わん支店出してんだよ！」

　と言えば、児玉さんが背後に炎ほのおを滾たぎらせ、

「あはははっ！　うちの支店は台湾だけじゃなくて北米、中国にも出してますけどねぇ！」

　と返す。

「え？　なに？　北米なの？　俺んとこはニューヨークもニュージャージーもシカゴもありますけど？　他も言ってやろうか？　全部言ってやろうか、ん？」

「全部言ってみればいいんじゃないですかぁ？」

　ライバル店なのは分かるけれども、よくも毎日飽あきずにケンカするなあ……仕方ない。

「あ、あのぉ……」

「「なんだっ!!」」

　こういう時だけ息が合うのだから皮肉ですね。

　もう仲いいんじゃないの？

　そんな二人はボクの顔を見ると、

「なんだ、慶介か！　よし慶介、言ってやれ！　俺の書店の方がいい店だと！」

「佐蛹君、君は当然、私の味方だと知ってますよ！」

　ちょっと！

　ボクに判断を仰あおぐのやめてくださいよ！

「さあ、どうだ!?」

「佐蛹君!?」

　もう放って逃にげちゃいたいよ……。

　でもほら……通行の邪じや魔まにもなるからさ――って思ってたけど、周りには野や次じ馬うま見物客がけっこうやってきていたりする。

　毎日の事だから、名物になっちゃっていたりしているのだ。

　ともすれば海外観光客のツアーの列までできていて……。

　このままストリートファイトが始まっちゃいそうなので、さすがにそれは止めたい。

　……のだけれども、ボクでは力不足過ぎる。

　この段でボクはあわわとテンパるしかできないのだ。

　情けない……。

　するとそれまで静観していた天童君がボクの肩かたをポンと叩たたく。

「え？」

「まあ、任せといてよ」

「でも……」

「大丈夫。穏おん便びんにどちらにも遺い恨こんが残らないようにまとめるから」

　ぼんやり眼で天童君は渡会さんと児玉さんのとこまで行くと、

「やあやあ、お二人。ならばカードゲームで勝負つけるのはどう？」

　すると渡会さんも児玉さんも「なに？？」と言ってギロリと天童君を睨む。

「カードゲームだと？」

「私たちのこの戦いをカードで白黒つける気ですか!?」

　なかなかの威い圧あつ感ですよ！

　ところがどっこい、天童君は全く動じる様子もない。

　うちのテーブルについてもらう時もそうだけど、ホント肝きもが据すわってる。

「ね、面白そうでしょ？　この勝負で勝った人が一番。わかりやすいじゃないですか？　それともお二人はカードゲームが苦手ですか？」

　むしろ煽あおっていくスタイル!?

　天童君！　煽るのはやめようよ！

　すると天童君は、こちらをチラリと向いて目配せしてくる。

　こっちへ来いという事だろうか？

　ボクは恐おそる恐る天童君のところまで行くと彼が説明を始める。

「ルールはシンプルに行きましょ」

　そう言って胸ポケットから新品のトランプを取り出す。

　職業病かもしれないけどギャンブルの時のトランプは、手品と一緒でイカサマがない事を示すように新品を使う。

　彼はそのトランプをさっと開いて見せると見事な手さばきでシャッフルし始める。

「一発大貧民……大貧民のルールは知ってる？」

「あれだろ、２が一番強くて、３が一番弱いって奴やつだろ？」

「そうそう。それの一発で終わらせるやつ――要するに強いカードを引いた人が勝ち。弱いカードを引いた人が負け。一いつ瞬しゆんで勝負がつくでしょ？」

　すると二人は顔を見合わせ天童君に向き直る。

「いいだろう」

「それでいきましょう」

「オッケー。その代り、けいちゃんにも引いてもらうよ」

「え、ボクも？」

「そうそう。一応大貧民だから。革命がないと面白くないでしょ」

　そっか、大貧民ってゲームは確か、同じカードを四枚出すと革命が起きて強弱が逆転しちゃうんだ。

「この場合は、けいちゃんがジョーカーを引いたら、そこで革命とするよ。いいです？」

「おうよ」

「それでどうぞ」

「じゃあ、最初はけいちゃんに引いてもらうよ。シャッフルしてるからストップをかけて、カードを引いてね」

「わかった……じゃあ、ストップ」

「はい、どうぞ」

　というわけでボクは一枚カードを引く。何のカードかはまだ見ない方がいいだろうね。

　更に次に渡会さんが前へ出る。

「よし、俺の番だな。ストップ！」

「はい、どうぞ」

　と言って彼にカードを引かせる。それを見た瞬しゆん間かん、渡会さんはにんまりと笑みが浮うかんだ。

　明らかに良い手が回ってきた様子。わかりやすい。

「今度は私のばんですね。はい、ストップ」

「はい、どうぞ」

　と引いた児玉さんはカードを見て浮かない顔。

　こちらも結構わかりやすい。どうやらあまり良い手ではない様子。

　ボクがジョーカーを持ってなかったら、渡会さんの勝ちになってしまうんだろうか？

　ってかそもそも、簡単にジョーカーなんか引けるわけないし……。

　何よりどっちかが勝ってどっちかが負けたら角が立つよね？

　天童君、これまずいんじゃないのかなあ？

「ほいじゃまあ、カード出してもらいましょうか」

「よし、これでどうだ！」

「……うぬぬ」

　渡会さんはクラブのキング。

　対して児玉さんはハートの５。

「フハハハ！　天運に見放されたな！」

「まだだ！　まだこんなところで俺が終わるわけがない！」

　あとはボクのカードがジョーカーなのか、それともそれ以外なのか……。

　ジョーカーの可能性は限りなく低いわけなんだけど……。

　ってか、これでジョーカー引いちゃっても、それはそれで遺恨が残る。

　さっきの天童君の言葉を信じるしかない！

　ボクはもう泣きそうな気持になりながら手持ちのカードを見せる。

　ダイヤのＡ。

　途端に渡会さんが高らかに笑う。

「ひゃっほう！　逆転など出来るもんか！」

「くっ……殺せ……！」

　その場に崩くずれ落おちる児玉さん。

　あーあ……やっぱこういう感じになってしまったか……。

「天童君、遺恨は残らないようにするって言ったじゃん！」

「うん？　残らないっしょ」

「ええ、でも……」

「あの二人はどっちが勝っても負けても、どうせ明日にはケロリとしてまたケンカするだけじゃん。んで、巻き込まれたけいちゃんには何の遺恨も残らない。万ばん事じ解決！」

　遺恨が残らないって、ボクの方の事なの!?

　……いやまあ、たしかにあの二人はどうせ明日も同じようにこの不毛な戦いを続けるのは明白なんですけど……いいのかな？？

「ほら、けいちゃん、バイトっしょ？　行かなくていいの？」

「あ、そうだった」

　そんな訳で、すぐに靖やす国くに通りを渡って、さくら通りに入り、そこから、

「ヘルスどう？　ヘルス？　ソープもあるよ」

「ＤＶＤ！　ＤＶＤ！」

「昼キャバいかがっすか？」

　という高校生に気にせず勧かん誘ゆうしまくる客引きのみなさんをすり抜け、ようやく歌舞伎町のビルに帰って来る。

「んじゃ、バイトがんばってねえ」

　ビルの前で天童君とは別れて、エレベーターに乗って三階へ。

　中に入って静まり返った店内にボクは首を傾かしげた。

「あれ？　平三郎さん？」

　声を掛けてみるものの、返答もなければ奥に誰だれかいる気配もない。

　もしかしてボクを置いて自分だけで捜しに行ってしまったんだろうか？

　いや、まあ、それならそれでボクは構わない訳なのだれど、まさか平三郎さんに限ってそんな殊しゆ勝しような事をするとは思えない。

　ボクは階段を上って上の階に行くと、ドアの向こうに声を掛けた。

「平三郎さーん、いますか？」

　―――…………。

　返答はない。ドアに耳を当てると、中から何かが動いている気配がする。

　と、突とつ然ぜん――。

「やめろっ！　やめてくれ、ルドルフ！　来るなッ！」

　中から平三郎さんの叫さけび声ごえ。

　ボクは焦あせってドアを開けると、がらんどうのカラッポな部屋。

　観葉植物は勿もち論ろん、本ほん棚だな、机に至るまでなんにもない部屋。あるのはベッドが一つ。

　そのベッドの上では平三郎さんが丸くなってブルブル震えていた。そしてその上には一匹ぴきの黒くろ猫ねこがちょこんと座すわっている。

　野の良ら猫ねこかな？　いやでもなんでこれがルドルフ？

　ボクは掛かけ布ぶ団とんの上でお座りをする黒猫を捕つかまえる。

「どっから入ってきたんだい？」

　そう問いかけると黒猫はにゃあと一鳴きしてベランダのガラス戸の隙すき間まから外へ飛び出していってしまった。

　さて、黒猫はよしとして、問題はこの布ふ団とんにくるまって震えているここの家主である。

「平三郎さん、ほら依い頼らいのルドルフさんを捜しに行きましょう」

　布団をひっぺがすと、猫ねこの毛だらけになった平三郎さんが丸くなっていた。

　そうとう猫と健けん闘とうしたのであろう。

「ヤダっ！　ルドルフが、ルドルフが攻せめて来た！」

「………いや、さっき平三郎さんの上に乗っかってたのはただの黒猫ですって」

「黒猫と言ったらルドルフだろう！　もうヤダ、今日は表に出たくない。消えてしまいたい」

　それって子供向けの絵本に出てくるやつでしょ？

　それにしても……この状態になってしまったか……。

　平三郎さんは時折、気持ちが沈しずみ込むことがある。

　周期的な場合もあるけれど、突とつ発ぱつ的てきにこの状態になってしまう事もあって予測が出来ない。

　病気と思われがちだが、ひとえにそうとも言い切れない。

　むしろボクが幼いころに知っていた平三郎さんは、どっちかっていうとこっちなんだから。

　あの滅め茶ちや苦く茶ちや、支し離り滅めつ裂れつハイテンションの平三郎さんがニセモノって事はないだろうし、この弱々しい平三郎さんが病気って事もない。

　どっちも平三郎さんなのであって、ボクはその両方と生きているわけなのだ。

　……とはいえ、このままの平三郎さんでは、矢崎さんからの依頼は遂すい行こうできないのも事実。

　なのでここはこいつを使わせてもらおう。

「ほら平三郎さん、ラムネですよ」

「嘘うそを吐つけ！　貴様またラムネとか言って薬を飲ませる気だろう！　その薬は嫌きらいだ！　頭がボーッとするんだ！」

「薬じゃないですよぉ、ラムネですよぉ」

「……うるさい！　なにしたり顔をしているのだ！　来るな！　そんなもの飲むくらいなら死ぬ……」

「どうせ今の状態じゃ死ぬ気力もないくせに」

　とにかく布団を引っぺがして、暴れる平三郎さんにむりやりこれを飲ませる。この状態の平三郎さんは暴れる気力もかなり削そがれているので、どうにかなるわけ。

　それにしても厄介なものである。

「落ち着きました？」

「……………」

　無言でふらりと部屋を出ていく平三郎さん。着き替がえるんだろう。まあ、自分の脚あしで立てる状態なら大丈夫かな……。

　三十分後、さんざん時間をかけて着替えてきた平三郎さん。だが、ボタンも掛かけ違えてるし髪かみの毛けもぼさぼさだし、どうしようもない姿なのである。

　ボクはこれ見よがしに溜ため息いきを吐くしかないのだ。

「はい、そこに座ってください、直しますから……はい、これでヒゲ剃そって下さい」

「……なあこの電気シェーバー……録音できそうじゃない？」

　どうでもいい！　そりゃちょっと録音機に似てますけど！

　一連全部お色直ししてようやく出発である。もはやこれは介かい護ごなのではと最近は思えてきた次第……。




　さて、そんなわけでようやく闇やみ医い者しや捜しとなったわけだけど……。

　どうやって捜すのかなぁ、と不安なボクをさておき、平三郎さんは愛車のダイハツフェローＭＡＸデラックスで街へと飛び出した。

　ぼんやりする平三郎さんは驚おどろきの安全運転。過か剰じように左右の安全確かく認にんをしながら法定速度ぴったりを維い持じしての進行――つまりはノロノロ運転である。

　明らかに後方の車両から苛いら立だちのオーラが伝わってきちゃったりしている。

　車は明治通りを下り、伊い勢せ丹たんを右折して靖国通りへと安全運転で入る。

　そこから区役所通りの路地へと入って行く。

「どこに向かってるんですか？　こういう時はやっぱ胤たね正まさ君とかに頼たよった方が……」

　言いかけると、平三郎さんは物もの凄すごいローなテンションで首を横に振る。

「やだ……俺おれ、あいつ嫌い」

　う～ん、知ってるけど……。でも胤正君はすごく頼りになるのだ。歳としはボクより下だけど、すでに外国の大学で博士号まで取っている。直感的な平三郎さんに対して、『物事を論理立てて考える』という事が出来る人間だ。

　なによりこのぼんやりしている平三郎さんよりは明らかに頭の回転がすごいはず。

　でも平三郎さんは、それが嫌いやらしい。知ってたけど困った。

　そんな平三郎さんはぼんやりとした表情で何かを考えているような顔をする。

「何か気になる事でもあるんですか？」

　そう問いかけると平三郎さんはしばし間を置いて、

「……あの女だが」

　と口を開いた。

「矢崎さんですか？」

「ああそうだ……あの女、嘘をついているぞ」

「え？　ウソって？」

「……さあな。だが親の投薬のためにルドルフを捜せというのは少し引っかかる」

「そうかなあ。親孝行でいい人のような気がしますけど」

「貴様の目は節穴だな」

　まだテンションは低いながらも、いつもの平三郎さんの切れが戻もどりつつあるのをボクは直感した。どうやら彼女の事で、平三郎さんは何か気付いたようである。

「あの女からは化け粧しようと煙草たばこの匂においしかしなかった。ファンデはナチュラグラッセ、香こう水すいはオードパルファム、煙草はケントのメンソールの一ミリだ」

「よくあのセクハラでそこまでわかりましたね。でもそれのどこが嘘なんです？」

「ノネナールの臭においがしなかった」

「ノネナール？　なんですそれ？」

「加か齢れい臭しゆうだ。老人や中年の介護をしていれば、少なからずその臭いがするはずだ」

「それであの時、矢崎さんの匂いを嗅かいでたんですか……タダのセクハラだと思った」

「ふん」

「でもほら、介護は施し設せつとか病院にお願いしてるとか？」

「それでも一いつ切さいしないというのはおかしい。においというのは洗えば消えると思うな」

「じゃあ、本当は介護しているお父さんがいないって事ですか？」

「さぁな」

　どうやら平三郎さんは頭が働いていないのか、それ以上の事は口にしなかった。

　彼が今口にしたのは、昨日矢崎友里恵さんに会った時の印象だけなのだ。

　ボクも頭を捻ひねって考えてみるけど、それがどういう事なのかさっぱり見当がつかない。

　そんなボクはさておき、平三郎さんはフンと元気なく鼻息を吐いて、

「とりあえず、ヤスんとこ行くぞ」

　と言った。

「ああ、安やす二じさんですか……う～ん……そうですか……」

　正直なところ、ボクは安二さんが苦手である。

　だって安二さんの所は……。

「おうっ、平三郎！　なんじゃいわりゃあ！」

　そう、彼かれの事務所はいわゆるヤクザと呼ばれる種類の事務所なわけで。

「うるせぇゴミ虫……」

　普ふ段だんから言葉をえらばない平三郎さんだが、今日はいつもに増して不ふ機き嫌げんな返しである。

　当然ながらゴミ虫……いや、事務所の所員さんは怒いかり心頭される訳でして……。

「なんじゃおどりゃあ！　喧けん嘩かでも売りに来たんか、ああん？」

　いやん、怖こわい！　早く謝あやまった方がいいですって。

　ところがどっこい、平三郎さんはぼんやりとしたまま、

「……貴様みたいな小こわ童つぱに用はないんだ。ヤスは居るだろう。呼んで来い」

　謝るどころか命令口調である。バカじゃないの？

「平三郎さん、謝ってくださいよ、ほら、ものすごく怒おこってますよ、この下したっ端ぱの人」

「誰が下っ端じゃ、このガキャあ！」

「ご、ごめんなさい！」

　小声で言ったつもりが聞こえていた……。

　すると平三郎さんが珍しく間に割って入る。

「おい、うちのゴミに手出すんじゃあない」

「てめぇから吹ふっ掛けてきたんだろうが！　それを……」

「それからおまえ」

　目の据わった平三郎さんは所員をジッと見ながら小首をかしげる。

「腹の出方が不自然だ。下げ痢りを起こしているだろう」

　所員の方も、虚きよを衝つかれたのか先ほどの勢いが削がれたように目をぱちぱちさせた。

「……そ、それがどうした？」

「腹ふく膜まく炎えんの初期症しよう状じようか何かだ。胃に穴が開いてるかもしれんぞ。顔の黒さから見ると酒の飲み過ぎだろう。さっさと医者に行っておけ」

「……お………おう」

　呆あつ気けにとられたような反応をする下っ端の人を差し置き、平三郎さんはズンズン事務所内に入っていく。

　よく見てるなあ、平三郎さんは……全然気づかないよ……。

　奥おくの間まにはズラッと揃そろったパンチパーマな人や目つきが鋭するどすぎる人たちの中に、件くだんの安二さんが白のスーツをビシッと決めて、柔やわらかそうな椅い子すに深々と腰こしを掛けていた。

「誰が来たかと思えば、てめぇか」

　安二さんは、年で言うと二十代中ちゆう盤ばん。まだまだ若手かと思いきや、かなり頭が切れる人らしく既すでにこの事務所を任され、さらには自分より年上の部下たちを顎あごで使う辣らつ腕わんぶり。

　高校生のボクとしては、怖すぎて縁えん遠どおい事務所にも、平三郎さんはまったく気にする素そ振ぶりも見せずに、来客ソファにけだるそうに腰を掛ける。

「子分の健康管理くらいしっかりやるがいい！　まったく！」

　健康とか口にしながらポケットから出したマルボロに火を付けてプカリと白い煙けむりを吐き出す。

「おい平三郎。ここの事務所は禁きん煙えんだ」

「じゃあなんで来客テーブルにガラスの灰皿があるのだ？　人殺し用か？」

「それなら証しよう拠こが残らねぇように段取りよくやってやるよ。てめぇも私有地の庭に埋うめてやろうか？」

　睨みを利きかす安二さんに、平三郎さんはギロリと視線を向ける。

「今日はおまえらとじゃれ合ってる気分ではない。用件だけ聞くぞ。おまえら、ルドルフって医者知ってるか？」

　その名前が出た途と端たんに事務所内が水を打ったように静まり返った。

　ひぇえぇ！　なにこの空気！

「なんだ？　誰も知らないのか？」

　すると安二さんが徐おもむろに立ち上がり、平三郎さんを見み据すえる。

「知ってる知らねえって話なら、当然知っている。この業界じゃ有名な闇医者だ」

「なんだ、つまらんな。もう見つかってしまったか」

　すると安二さんはチッと舌打ちをする。

「知ってるってのは名前だけだ。ルドルフの名前は新宿じゃ有名だが、それを抱かかえている事務所はねえ」

「ほう、貴様らの業界のどこも？」

「ああ」

　彼らのような職業は、普ふ通つうのお医者さんに掛かる事が出来ないような場合が多々あるらしい。

　まあ、その……いわゆる鉄てつ砲ぽうの弾たまを取り出したり、刀で斬られたりした場合、やっぱそれってどうしてそうなったのかお医者さんに言わなければいけないわけで。

　そうなると最終的に警察が絡からんでしまう。

　っていうような事情をふくめて、それぞれ皆みんな、闇医者を抱えているらしいのだ。

　で、そんな闇医者の事に詳くわしい彼も、

「残念ながらこの業界でもルドルフを抱えているってとこの情報は入って来てねえ」

　そうかぁ……安二さんでも知らないのか。

　でも新宿の裏の世界って結構広いわけだし……。

「そっとバレないように抱えてるとことかないんですか？」

　すると安二さんは表情を緩ゆるめ軽く首を横に振ふる。

「ボーズ、なんだかんだ言ってここは狭せまい業界だ」

　そう言って安二さんは一息ついて、

「どんなに隠かくし立だてしても、少なからず情報は入って来る。完全に隠し立てが出来るようなもんじゃねえ。ルドルフみてぇな有名人なら余計にな……」

「そういうもんなんですか」

「そういうもんだ。ただ……ルドルフの案件と関係あるかは知らねぇが……」

　一瞬の含ふくみを持たせた安二さんはニッと笑えみを浮かべる。

「最近、サツが大学病院を嗅かぎまわっているらしい」

「大学病院ですか？」

「ああ、そうだ。何の案件なのかは知らねえ。だが、医い療りよう事件である事は確かだ。しかも隠おん密みつ裏りに動かなきゃならない事情があるらしい」

　暗にそれがもしかしたらルドルフさんなのでは、と言っているかの様だった。

　ボクはペコリと頭を下げる。

「ありがとうございます」

「礼には及およばん。そこの口の悪いバカへの返礼だ」

　そう言って安二さんが親指をさした向こうで、平三郎さんが二本目の煙草に火をつけた。




　ボクらが次に向かったのは警視庁西新宿署だ。

　複数の電車の路線が頭上を走る大ガードを潜くぐり、青梅街かい道どうを少し下ると、そこに巨大な警視庁の建物が見えてくる。

　そこまで来ると、平三郎さんが、

「おい」

　とボクをうながす。

「はいはい」

　携けい帯たい電話を取り出して画面を操作する。

「ってか平三郎さんも携帯くらい買って下さい」

「ヤダっ！　いらないっ！」

　この時代に持ってない方が珍めずらしいと思うけど……。

　とりあえずボクは電話を操作して目的の人物の名前を見つける。するとワンコールで、

『おう、佐蛹のボーズ、なんだ？』

　としゃがれた声の相手が電話に出た。

「あ、すいません。ちょっとお聞きしたい事があって」

『おう、そうか。んじゃ、ちょっと外で待っててくれ』

　と言うとそのまま電話を切る。

　５分ほど建物の前で待っていると、40絡がらみの中年男性と、その後ろに二十代の青年がスーツ姿で現れる。

　前者、中年のこの方は札ふだ沼ぬま次じ郎ろうさん。後者の若い人は禅ぜん定じよう秦はた春はるさん。

　札沼次郎さんは警視庁総務課預あずかり・補助捜そう査さ係に所属する刑けい事じさんだ。

　新宿で起こる事件は窃せつ盗とうや傷害、麻ま薬やく密売、不法滞たい在ざい、知的犯罪、暴力団絡みと、とにかくいろんな事件が渦うず巻まいている。各それぞれの捜査ユニットが専門的に捜査をするのだが、各事件が絡み合ったりした場合に総合で情報を共有して円えん滑かつに回す課が必要になった。

　その責任者が札沼さんなのである。

　前にちょっとした事件に関かかわってから、何かと仲良く付き合ってくれる人だ。

　禅定さんはそんな札沼さんの部下。

「やあ、ひさしぶり」

　気さくな笑え顔がおで手を振る禅定さんに、いつも厳いかめしい面つら構がまえの札沼さん。

「おうボーズ、久しぶりだな。とりあえず、喫さ茶て店んでいいか？」

「はい、すいません」

　と、札沼さんはチラリと平三郎さんを一いち瞥べつするものの、無視してそのまま歩き出した。

　ようやく喫茶店に入ると、二百円の珈琲コーヒーを買い求めて席に着く。

　そこで禅定さんが先に口を開いた。

「で、聞きたい事ってなんだい？」

　彼は本当に人当たりが良くて、周りにも気を遣えて、ボクみたいな高校生にもやさしい。

　ボクはありがたくそのお言葉に甘あまえて、ことの成り行きを順序立てて話していった。

　こういった方々への説明はボクの仕事。

　かくいう平三郎さんは、完全に聞きき飽きているのか、ナプキンで折り紙をしながらカブトムシを作っていた。

　って、それどうやったんです!?

　横目で目を剥むいているボクだったが、説明の大半を終えた段階で、札沼さんが大きく息を吐いた。

「なるほど……その闇医者のルドルフってのを捜していると」

「はい。でも、今まで聞いた情報だと、どうしても見つける事が出来なくって」

　すると札沼さんは珈琲をズズッと啜すすり、

「こんな話がある……」

　と口を開いた。

「どんな病院でも、どうしても手に余あまる患かん者じやってのはいるらしい」

「それは問題を起こすという意味ではなくて……？」

「ああ。つまり、医者の力量じゃどうする事もできねえような患者ってやつだ。病気によってまちまちだが、末期の病や、現代医学の外げ科か手術では取とり除けないモノ、それに日本じゃまだ認にん可かが下りてねえ薬の投薬だ」

　最後の言葉には、さすがのボクもピンときた。

　今回の依い頼らい人にんのオーダーとぴったり一いつ致ちする。
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「そ、それをどうにかする人が？」

「病院で出来る事はそりゃ最善を尽つくすだろうが、それでも手に負えないと解わかると別の病院へ移す。今よりも設備が整ってる所へ、って事だな。そういった患者の受け入れ先の一つに、設備が充じゆう実じつした大学病院がある訳だ」

　たしかにあらゆる専門分野を統合する大学病院は、そういった他ほかの病院からの受け入れ先としては的確だ。

「じゃあ、その大学病院でもあぶれちまった患者はどこへ行く？」

「えっと………海外とか？」

「いい答えだ。だが、それは決してリーズナブルとは言えねえ。海外のほとんどは医療保険制度が日本ほど優ゆう遇ぐうされてねえからな」

「じゃあ……」

「その場合、終末医療を経へて患者は自らの死と向き合う。これが日本の医療の現状だ。絶望するほどの事じゃねえが、まあ、医療にだって限界はあるって話だ」

　しかし札沼さんが言いたいのはそんな現代医療についてではない事はわかっている。

「さて、普通の総合病院や大学病院はそういう患者に対して終末医療を施ほどこしていくわけなんだが、そうすると患者の死を以もつて病びよう床しようが空あくわけだ。または、患者の意思で退院して自宅で最さい期ごを迎むかえるって場合もある――が、意外とこれは数が少ない」

　そうなのか、とボクは目を丸くした。

　最期は畳たたみの上で、と思う人は結構いるんだと思っていたからだ。まあ、そう思っていても、実際には近くにお医者さんがいて、医療機器が整った場所に落ち着く、ということなのかもしれない。

「ただ、この自主退院をする患者の数が、妙みように多い病院があるんだな」

　核かく心しんに入った。ボクはそう直感した。

「それって……？」

　身を乗り出したボクに割り込むように突然、平三郎さんが立ち上がる。

「そこがルドルフに患者を流しているって事だな？」

「そう焦あせるんじゃねえ。おい、禅定」

「はい」

「説明してやれ」

「は、はい！」

　禅定さんは急いで手帳をペラペラとめくると、深呼吸をしながらそれを口にした。

「三年程ほど前から、東新宿大学病院に於おいて、自主退院の数が急激に増えているんです。退院した患者の殆ほとんどは、その後病状を回復させています。基本的に末期の病床であった患者さんたちがです。大学病院が匙さじを投げた患者さんのほとんどが完治しているんですね」

「なるほど、警視庁で探さぐってる大学病院の件って、その事なんですね」

　言ってからボクは、しまったと思った。だって捜査の事を赤の他人が知っているのはあまりよくない。だがそんなボクの意に反して札沼さんは冷静だった。

「いいや。それは今調べている件とは別だ。俺らが抱えている事件は薬物盗とう難なんだ。テトラサイクリン系の薬を盗難している輩やからがいるらしい。外部犯か内部犯かもわかっていないようだ」

「薬物の盗難？　あれ、じゃあルドルフさんは？」

「それは調べてく中でわかったってだけだ。患者の不自然な動きがあっただけで被ひ害がいもでちゃいねえ。におう話だが、だからって被害者が出ていない以上、俺たちでもどうこうできるもんじゃあねえ」

　すると禅定さんがニコニコしながらボクに耳打ちした。

「札沼さんお得意のお目こぼし」

「コラッ、禅定！　余計な事言うんじゃねえ！」

「は、はい！」

　禅定さんを軽く小こ突づいて札沼さんは溜息交じりにこちらに向き直る。

「まっ、そういう訳だ。俺らが力になれるのはそれくらいだな。それと、これだけは言っておく。おまえらがあまりでかい動きをして、こっちの捜査の邪じや魔まをするとなると、付き合い方も考えにゃあならねえ」

　睨にらみをきかす札沼さんに、おもわず背筋をピンとする。

「は、はい！　もちろんです」

　そうだよね。薬物の盗難はしっかり被害が出ている事で、優先されるべき事だ。

　ボクらはそうっとその大学病院の事件を調べ……。

「おい、オッサン！」

　突とつ如じよ喫きつ茶さ店てん内に轟とどろく声に、全員の視線が集中する。

「ああ？　なんだ蔵祭？」

「薬はテトラサイクリン系と言ったな？」

「ああ、そうだが……」

「ならばその薬物窃盗のやつを捕まえよう！」

「はぁ？」

　札沼さんも禅定さんも同時に目を丸くした。

　いやいやいや！　ちょっと！　平三郎さんなに言ってんですか！

「ってか、いつもの調子に戻ったんですか？」

「フハハハハッ！　あのうざい薬がようやく抜ぬけてきたようだ！　まったく、これだから医者の出すものはっ！」

　そんなこと言ったって、薬ないと起き上がる事も出来ないくせに。

「よしっ、行くぞ慶介！」

「待って待って平三郎さん！　目的忘れてないですよね!?　ボクらの目的はルドルフさんを捜すことですよ」

「当たり前だ。忘れてはいない……だが、まあ、面おも白しろいものが見られるだろう」

「面白いもの？」

「おい、オッサン、外で警官を待機させ、逮たい捕ほの時は徹てつ底てい的てきにハデにしろ」

「なんでだよ」

「いいから言う通りにしろ。そうすれば、俺が犯人を見つけてやる。これは交こう換かん条件だ」

　しばし黙もつ考こうした札沼さんは頭をがりがり掻かいて舌打ちを一つ。

「わーったよ！」

　と、了りよう承しようしたのだった。




　ボクと平三郎さん、そして警視庁から札沼さんと禅定さんが東新宿大学病院へとおもむく。

　外には私服警官が二十人待機している状態。

　札沼さんの合図で踏ふみ込む流れとなっている。

　札沼さん以下ボクらは入館許可書を胸に下げて、院内をぶらぶらと歩く。

　もちろん先頭は平三郎さん。しっかり見てんだかどうだかわからない様子で口笛を吹きながら、ぐるりとあちこちを見て回る。

　そうしてロビーに戻ってきた所で、長なが椅い子すにドカッと腰かけてしまう。

　札沼さんが怪け訝げんな顔で小声を問う。

「おい、てめぇ、本当にいるんだろうな」

「ああ、もう見つけたよ」

「おい！　なんでそれを早く言わねえ！」

「そりゃ、捕まえるんならロビーで捕まえたい。だってその方がハデだ」

　札沼さんが呆あきれたように眉まゆを捻る。

「なに言ってやがる？　もしこれで取り逃にがしたら……」

「取り逃がすわけがなかろうに？　なぜならここの従業員だからな。クハハハハ」

「待て……じゃあ……」

　言いかけた札沼さんを遮さえぎるように平三郎さんが言葉を重ねた。

「来た、あいつだ」

　そこには医師の格好をした三十代くらいの男性が通りかかった。

　一見、普通の格好だ。見るからに清潔感があるし、どこもおかしなところがない。

「あいつのどこが窃せつ盗とう犯はんなんだよ？」

「ククク……間ま違ちがいない。盗ぬすまれてる薬品は、テトラサイクリン系の抗こう生せい物ぶつ質しつなのだろう？」

　すると札沼さんと禅定さんは同時に頷うなずき返す。

「そうです。でもなんで……」

「じゃあ、あいつだ間違いない。見ろ、テトラサイクリン系の抗生物質が抑おさえられる細さい菌きんは範はん囲いが限られている。使いすぎると微び弱じやくな細菌や真しん菌きんが繁はん殖しよくしてしまう。奴やつの顔にはアトピーのような症状と一いつ緒しよに白い粉が吹いたような跡あとがある。あれはカビの一種の真菌だ。大方、金を儲もうけてるから風ふう俗ぞく通いでもして性病をうつされたんだろう。クラミジアとかにはテトラサイクリンは効くからな。その線で揺ゆさぶればすぐに白状する。気が弱そうだ」

　一いつ瞬しゆん、札沼さんと禅定さんは顔を見合わせ、胸むな元もとの無線機に、

「職務質問をする。全員、出動できる態勢で待機」

　命令を出すと同時に二人も、その歩いてきた医師の行く手を阻はばんだ。

　札沼さんが恐おそろしい顔で彼を尋じん問もんすると、急に慌あわてた表情でうろたえる。

　更さらに札沼さんが二、三言、小声で何かを言っている。

　どう見ても脅おどしとゆさぶりをかける時の顔だ。

　瞬しゆん間かん、彼は涙なみだを流しながら、周りに聞こえるように「ごめんなさい、ごめんなさい」と謝りだした。

　すぐさま禅定さんが無線に指示を飛ばす。

　後からどやどやと入って来る私服警官の物々しい様子に、待っていた患者さんも、さらには看護師や医師たちも飛び出してくる。

「ねえ平三郎さん、なんか大変な事になっちゃってる感じなんですけど……こんな風にする必要があったんですか？」

　だが平三郎さんは身じろぎもせず、ジッと周りの様子に目を見はり笑みを浮うかべている。

「クックッ……黙だまってろ。もうすぐルドルフに患者を流している奴が来る」

「え？　なんでですか？」

「患者を闇医者に斡あつ旋せんしてたんだ。後ろ暗いやつは、この事態に黙って静かにしていられるわけがない、そうだろう？」

　たしかにそうだ。警察が踏み込んで来たら、もしかして自分なのではないかと思うのは当然。だとしたら逃げる？　いや、この場合は群衆の中に身を潜ひそませるだろう。

　すると平三郎さんは、ポツリと呟つぶやくように言った。

「見ろ、あの医者」

　その視線の先には四十代中盤くらいの男の医師が立っていた。

「冷静な顔をしている。周りは何事だとやじうま根こん性じようを出している中で、一人だけ息を潜ひそめるようにしている。そのくせ、状じよう況きようを知りたいのか眼球は行ったり来たりだ」

「じゃあ、あの人がルドルフって闇医師に患者を斡旋している人って事ですか？」

「さてね」

　さてねって、ちょっと、そこはハッキリして下さいよ！

　そんなボクらの横を、薬物盗難の容疑者を連れた札沼さんがやって来る。

「借りだな」

「知らん」

　通り過ぎて行く札沼さん、禅定さんを見送り、ボクは平三郎さんに視線を戻す。

「で、どうするんですか？」

「接せつ触しよくするしかないだろう、あの工く藤どう東とう吾ごに」

「接触って……ってか、ネームプレートこの距きよ離りで見えるんですか!?　視力いいですね！」

　平三郎さんはすぐさま受付を済ませて帰ってきて、しばし待つと、

『内科で受じゆ診しんをお待ちの佐蛹慶介様、佐蛹慶介様――』

　とボクの名前が呼ばれる。

「ボクが診しん察さつ受けるんですか？」

「俺が診察受けておまえが付つき添そいではおかしいだろう？　俺が付き添いなら、頼りなくて頭も悪く出で来き損そこないを絵にかいたような弟に付いてきた優ゆう秀しゆうな兄貴みたいでしっくりくるじゃないか！」

「めちゃくちゃ言ってくれますね……それにいくら頼りない弟設定だからって、高校生にもなって恥はずかしいですよ、そんなの……」

「うるさい！　つべこべ言うんじゃない。行くぞ！」

　ボクは首根っこを掴つかまれてそのまま病室まで引っ張られて行く。

　もうこの絵面すら恥ずかしい！　ちょっと泣きたいよ。

　しかも診しん察さつ室しつに入ると温おん厚こうそうな中年の内科医――工藤東吾先生が待ち構えていて、ボクはテンパってしまった。だってなんの病気なのか考えていなかったんだから。

　彼は温厚そうな笑顔を向けてやわらかな口調で話す。

「緊きん張ちようしなくてだいじょうぶだからね。今日はどういった症状で？」

　そんなボクはといえば「ああ」とか「うう」とか意味不明な単語を発するしか出来なかった。だって何も考えてなかったんだもん。

　すると平三郎さんが平然とした様子で、

「この弟、ちょっと言葉が不自由で、アハハハハッ！」

　とか病室である事も憚はばからずに大声で笑う。

　もう、情けないんだか恥ずかしいんだかで泣きそうになった。

　そんなボクを差し置いて平三郎さんはかってに症状を羅ら列れつしていく。

「朝から嘔おう吐とと下痢を繰くり返かえして、頭痛、眩暈めまい、心臓の痛み、幻げん聴ちよう、幻げん覚かく、心の病を訴うつたえている」

　ハチャメチャ言いますね！

　ちょっと熱っぽいでいいじゃないですか！　そこまで言ったら怪あやしまれますよ！

　すると内科医の先生――工藤東吾さんはにこにこと笑みを浮かべて、

「熱は平熱みたいですね。口を開けてもらっていいですか？」

　と一通りの診察をしながら困ったような顔をする。

「風か邪ぜではなさそうですが……念のため精密検査をしますか？」

　ボクは首をブンブンに横に振る。至って健康なのに、これ以上何かされちゃたまんない。

　とそこへ、平三郎さんが、

「ふん、どうやら貴様はヤブ医者のようだな」

　と明らかに見下したかのような言葉を吐はくのである。

　さすがに先生もカチンと来たのだろう、顔が引きつった。

「今の診察だけではわかりませんよ。併へい発はつしたいくつかの症状の場合、様々なケースが考えられますから、もしご心配なら精密検査をお勧すすめします」

　やや投げやりにそう言った先生に平三郎さんも負けていない。

「なんだ……だったら最初からルドルフに頼たのめばよかったな！　アハハハハハハハ！」

　確信的な平三郎さんの探りの一手。

　だが先生の顔はピクリとも動かない。何も知らないって事だろう。平三郎さん、ホント行きあたりばったりで動くのやめてくれません？

　彼は明らかに不快そうな態度で、

「誰だれだかは知りませんが、かかりつけの医師がいるなら、そういう人に頼んでください」

　と言った。だがこの時、突とつ然ぜん平三郎さんは席を立ち上がると、先生の目の前まで行って悪あつ鬼きのように睨み付ける。

「――おまえ、嘘うそ吐ついてるじゃないか！」

　えっ!?　何がどう嘘だったの？

　ボクはなにもわからず右往左往していると、工藤先生はやれやれと溜ため息いきを吐きながらマスクを外した。

「あのねえ。僕ぼくらも遊びでやっている訳じゃないんだ。からかっているなら………ヘックシ！」

　と、突とつ然ぜんくしゃみをしだすお医者さん。更に、

「ヘックシ！　フェックシ！　いっくし！」

　と立て続けにくしゃみを連発。どうしたのかと思ってボクも平三郎さんも目を丸くした。

「し、失礼。僕は動物アレルギーでね……何か動物を飼ってらっしゃるので？」

　マスクをつけなおした内科医はそう言って目を潤うるませた。

　そう言えばさっきまで平三郎さんが野の良ら猫ねこにやり籠こめられていたんだっけ……。

「とにかく、かかりつけがいるならそこに行ってください」

　そう言ってボクらは大学病院を追い出されてしまった。




　さてボクらはその病院ではなんの情報も得られず退散する事となり、車の中でも平三郎さんはぼんやりしていた。

　だがボクは納なつ得とくが行かない。

「平三郎さん、さっきのはなんですか!?」

「なんですかってなんですかぁ？」

　こいつボクまで煽あおってきやがる。

「いろいろ言いたいことはありますよ。でも、あのお医者さんに嘘吐いてるって言い掛がかり付けて、そりゃ怒られますって。うまく聞きだせば、なにがしか教えてくれたかもしれないのに、勿もつ体たいない」

「はぁぁぁああ？　教えてくれるわけなぁぁいじゃぁぁん！　バカなのぉぉ？」

　煽ってきますねえ……なんですその腹立たしい顔は？　前見て運転してくれます？

　完全にいつもの調子に戻った平三郎さんは自信満々にこう言った。

「工藤はクロだ。だが絶対に口を割るつもりはない」

「どうしてそう言い切れるんですか？」

「いいかゴミ虫。あいつは端はなから俺おれたちにルドルフの事を教える気はないのだ」

「ってか、そもそも知らないんじゃないですか？　平三郎さんがルドルフさんの名前出した時だって、まったく反応しなかったし」

「ほう、見てたのか？」

「そりゃ見てましたよ。まったく無反応だったじゃないですか」

　ボクがそう言うと平三郎さんはこれ見よがしに溜息を吐いた。

「貴様というゴミ虫は頭の中までゴミしか詰つまっていないのか？　まさか核心を衝つく事を言えば、相手は驚きよう愕がくの表情でも浮かべると思ったのか？　ドラマじゃないんだぞ！」

　うっ……まあ、そう言われれば確かに……。

「いいか？　普通、知らん奴の名が出てきたら、訝いぶかしがるなり、変に思うなりなにがしか反応をするだろうが」

「あ、そうか」

「だがあいつは……」

「無反応でした」

「そうだ。知らない人間が無反応などは決してしない。あえて無反応を装よそおったのだ。何しろ今さっき大学病院に警察が踏み込んできて、警けい戒かいしているのだから！」

「そうか、じゃあ、あの先生はルドルフってお医者さんを知ってるって事ですか？」

「それしかあるまい！　ふははははは！」

「でも……だったらなんでもっと探りを入れなかったんですか？」

「今はその段階じゃない。奴をハメるならもっと武器が必要だ」

　そう言って笑った平三郎さんの顔はどう考えてもドラマに出てくる悪役然として舌なめずりをする勢いであった。

　というか、たぶん平三郎さんの中で目的が、闇やみ医い者しやルドルフを捜すから、工藤東吾医師をハメる方向にシフトチェンジする音を聞いた気がした。




　そして数日後の事である。

「遅おそかったな、クズめ」

「仕方ないじゃないですか、学校なんですから」

　ボクらは交代で東新宿大学病院に見張りに就つくことになったのである。

　日中は平三郎さんが見張り、ボクは学校が引けた後に合流している。

　さてここで何を見張っているかと言えば、ルドルフさんの来訪である。

　平三郎さん曰いわく、

「怪しまれずに工藤とルドルフが密会する方法はただ一つだ。ルドルフ本人が工藤のところへ患者として現れる。これしかないだろう！」

「どうしてですか？　他にも方法がありそうですけど」

　すると平三郎さんは眉をハの字にして、

「はぁぁぁ？　バカなのぉ？」

　といつも通りに煽って来る。

「あのなぁ、病院以外での密会は、人目に触ふれるリスクがあるだろう。少なくとも札沼のオッサンたちが知らなかったという事は、病院の外での接触はなかったということだ」

「あ、そっか……でも電話とかじゃダメなんですか？」

「電話でのやり取りや、メールでのやり取りも盗とう聴ちようやハッキングの可能性があるだろう。やつは裏社会では誰もが欲ほしがる逸いつ材ざいなんだぞ」

「そう言われれば確かに……」

　しかも警察から闇医者である事を言げん及きゆうされた時に、通話記録やメールは証拠を残し過ぎる。それを考えれば電子機器での通信手段は控ひかえたいところ。

「じゃあ病院内で直接会う訳ですよね……でもボクらが見張ってない時の可能性もあるじゃないですか」

「それはない」

「なんでですか？　だってそうすればボクらみたいな人間に見られずに済むじゃないですか」

「勤務時間外に病院で会うという事は、他の職員から『あいつ誰だ』という話になる。こういった場合が一番外部に漏もれやすい。閉館時間後に定期的に来る部外者を内部の者は必ず怪しむ。同業者が一番危険なのだ」

　そう考えれば、患者として診察に訪おとずれるのが誰から見ても不自然ではないのは確かだ。

　そんな大学病院のロビーは老ろう若にやく男なん女によとわず人でごった返している。ボクらが座すわっていても、それほど目立つ事はなさそうだ。

「で、どうですか？　それらしい人は来ましたか？」

「いや、まだだ」

「……あの、気になってたんですけど」

「なんだノータリン」

「もし仮にルドルフさんが診察に来たとしてですよ」

「うむ」

「どうやってそれがルドルフさんだと判断するんですか？」

　すると平三郎さんは憐みにも似た目をして溜息を吐いた。

「おまえという人間のアホさ加減にはもう言葉がないな。そんな事もわからないのか？」

「いやいや、普通わかりませんって！」

「いいか。ルドルフと工藤が話すとなれば秘密の話に決まってるだろう」

「そうですね」

「それを話す時に、中にいる看護師はどうなる？」

「あっ！　追い出さなきゃいけないって事ですか？」

「そうだ。まさにあのように」

　と指さした先で、看護師のお姉さんが工藤先生の診察室から出てきた。

「ちょ、もしかして、今!?」

「そのようだ。慶介、おまえは出てきた男を尾び行こうしろ」

「平三郎さんは？」

「俺は工藤にアタックをかける」

「どうやって？」

　ボクの問いになど答える気のない平三郎さんは受付の方に行ってしまう。

　仕方なくルドルフさんであろう人が、中から出てくるのを待った。

　そうして数分もしないうちに、中から長身で背筋の丸まった男が出てくる。顔は見えないがおそらく外国の人だろう。本当にルドルフって本名だったりして？

　とにかくボクは彼かれの後を追う。

　彼は受付で会計を済ませるとそのまま駐ちゆう車しや場じようの方へ出て行ってしまう。

　ボクもすぐにその後を追って外へ出るのだが………。

「あれ？」

　右を見ても左を見てもルドルフさんらしき人はどこにもいない。

　ボクが尾行していた事に気付かれていたのかもしれない。

　または元々慎しん重ちようなタイプだったか……どちらにしても、ボクはルドルフさんを見失った事実は変わらない。

　ああ、もう……平三郎さんに何言われるかわかったもんじゃない……気が重い。

　肩かたを落としながら院内に入っていくと、受付の方で場にそぐわない喧けん噪そうが聞こえた。

「なにぃ？　聞いていないだとぉ？」

　平三郎さんである。

　彼は受うけ付つけ嬢じように食ってかかっているのである。

　当然受付嬢は平素変わらぬ表情だが慎重な言葉選びをして、

「申し訳ございません。工藤のどういったお知り合いで？」

　と対応をしている。ところが平三郎さんは完全な脅しの体で詰め寄っている。

「ん？　なにそれも知らないの？　あのバカ、ちゃんと伝えておけって言ったのに」

「本当に申し訳ございません。すぐに確かく認にんさせますので」

「ああ、もういい。そういう雑な仕事をする奴とは、もう今後、知人を紹しよう介かいしてやる事はできん。そう伝えておいてくれ」

　と、さも何かあり気な事を言って踵きびすを返す。

　当然のことながら受付嬢は真っ青になって平三郎さんを止めに入った。

「あのっ！　少々お待ちくださいませ。今、工藤に連れん絡らくを取りますので」

　だが平三郎さんは断固として首を縦に振ふろうとはしない。

「いーや、結構。もし仮に奴がうっかりしていたのだとしても、根本的にそういった人間を信用するつもりはないんでね。ビジネスってのは努力や才能を十全に発揮できる人間が成功するんじゃない。運すらも味方につけられる人間だけが成功できるんだ。そう考えれば彼は、運以前の場所で失敗した事になる。そういう人間ではこの世界は当然生きていけるわけはない。いい勉強になったろうが、授業料としては高くついた、それだけの事だ」

　そう言って、外まで出てくると受付嬢が全力で追って来る。よくまあいけしゃあしゃあとここまで言えるなあ、とボクは感心しきりである。

　受付嬢はもう泣きださんばかりの顔で、平三郎さんに追いすがる。もはや貫かん一いちお宮みやも真っ青の飛びつきぶりだ。

　そして受付嬢はそのままたいへん豪ごう華かな応接室にボクらを通し、たいへんおいしいお茶を出して、ケーキも出して、お好みならばと和わ菓が子しまで出てくる。

　かくいう平三郎さんはマルボロを吹ふかしながら、

「んで、工藤は今何をしているのだ？」

　と大企業の重役かのように煙けむりを吐き出しながら目を細める。

　受付嬢はビクッと肩を揺らした。

「あ、あの、まだ午前の診察の方が押おしていまして……でももう終わるはずなので！」

　……完全に泣きだす寸前だよ。可か哀わい想そうすぎて見てられない。

「あ、あの、あれでしたらボクらが工藤先生の所に伺うかがいます」

　とボクが咄とつ嗟さにフォローを入れる。すると受付嬢はとんでもないとばかりに、首を横に激しく振った。

　ボクなんかはどう見ても高校生のガキんちょにしか見えないはずなんだけど、もう受付嬢には絶対粗そ相そうをしてはならない相手――という先入観にとらわれてしまっているのだろう。

　すると平三郎さんは、ケーキと和菓子を纏まとめて口に突っ込むとそれを熱いお茶で一気に飲み下し、

「おい、工藤を早く呼んで来てくれないか？　まだ待たせるつもりか？」

　と余よ裕ゆうの笑えみ。受付嬢は抗あらがうことが出来ずコクコクとうなずき返すと応接室を飛び出していってしまった。

　それを見計らい、突然平三郎さんはソファを立ち上がる。

「どうしたんですか、急に？」

「慶介。行くぞ」

「行くって、でもまだボクケーキ食べてないんですけど……」

「あっちが準備整える時間を与あたえてどうする。相手のボロを出させたいなら、徹底的に準備が整わないところを攻せめる――だろう」

　今日の平三郎さんは本当に楽しそうでなにより。

　獲え物ものにされてしまった工藤先生が不ふ憫びんでならない。

　そうして勝手知ってる我わが家やの如く平三郎さんは、工藤先生の診察室までやって来る。

　中では先ほどの受付嬢と、他にも別の人の声が聞こえてくる。

「誰なんだ？　せめて名前くらい……」

　工藤先生の声だ。受付嬢に必死で説得されているらしい。

「聞けるわけないじゃないですか！」

「じゃあ、君は名前も知らない相手を応接間に通して、私に早く来いと言うのか？」

「でも、なんかこれで工藤先生の未来がどうのって……」

　どうやら何かを言い争っている。

　ちらりと平三郎さんを見ると、

「………ククク」

　とほくそ笑む。ああ、完全に状況を楽しんでいる。

　中のやり取りが面白くて仕方がないといった顔だ。

「とにかく工藤先生、一度来てください。私には判断が付きかねます」

「―――しかたない」

　どうやら工藤先生が動き出したようだ。椅い子すから立ち上がるような音がする。

　途と端たんに平三郎さんは物もの陰かげへ隠かくれるので、ボクも急いでそれに続いた。

「いいかクズ。貴様にいいことを教えてやろう。こういった最さい先せん端たん医い療りよう施し設せつというものはオートロックなのだ」

「知ってますよ。で、それがどうしたんです？」

「オートロックである事に慣れきった人間には隙すきが出来る。最先端技術の穴はいつだって人間が作るものなのだ」

　平三郎さんは、ポケットの中からゴルフボールをとりだす。

　なんでそんなもん持って来てんですか？

　そして平三郎さんはドアが開く瞬間を見計らい、ゴルフボールを壁かべに沿って転がした。

　ドアが開き、工藤先生と受付嬢が急ぎ足で飛び出してくると、そのまま応接室の方へと走っていく。

　当然ドアはそのまま閉まり、オートロックの鍵かぎが掛かるか――と思いきや、平三郎さんのゴルフボールがタイミングよくストッパーとなり、ドアは半開き状態。

「よし、中に入ろうじゃないか」

　すごい笑え顔がお！

　平三郎さん、こういう事している時は本当に生き生きしてますね。

　工藤先生不在の診察室に入ると、机の上にはパソコン、そして診察のセットが置いてある。また棚たなには重要な書類なのかどうかはわからないけれど、ぎっしりいろいろなファイルが詰まっていた。

　かたわらにはカーテン付きのベッドがあり、ここまではよくあるお医者さんの診察室という印象だ。前に来た時と変わらない。

「おい、慶介。奥おくに行くぞ」

　行くぞと言った時には、すでに平三郎さんは奥へと消えていってしまっていた。

「こういうのって不法侵しん入にゆうとかになるんじゃないですか？」

　急いでボクも平三郎さんの後を追って奥に行くと、応接用の簡易なテーブルとソファがあった。ソファにはジャケットが架かけられている。工藤先生の物だろうか。

「診察に来た患かん者じやに至いたれり尽つくせりではないか？」

　平三郎さんの言う通り、テーブルにはティーカップが二つ並んでいる。

　どちらもほとんど呑のみ終おわっている様子だ。

「やっぱりルドルフさんだったんですかね？」

「ああ、間違いないぞ」

　と、そこへ廊ろう下かの方から人が駆かけるような足音が聞こえてくる。

　静かであるべき大学病院の廊下を駆けてくるって事は、もう十中八九、急いでいる人間であって、たとえ走ったとしても周りに咎とがめられない立場の人であって、つまり……この部屋の主である工藤東吾先生が帰ってきた事に間違いはないわけで！

「へ、平三郎さん！　どうしましょう！」

「どうしましょうって、どうもしないが？」

「どうもしなかったら、まずいですって！　隠れるかここから脱出するかしないと」

「しないとどうなる？」

「ですから警察沙ざ汰たですよ！　ボクら不法侵入なんですから！」

「ククク……警察沙汰は工藤東吾だろう。患者を闇医者に流してるのだから」

「そんな事言って通じるわけないでしょ。ボクらの方が不利なんですから」

「不利なわけないだろう。不利なのは工藤東吾の方だ。俺たちは逃げ隠れする理由なんかない」

「いやいやいや、もう、逃げ隠れする理由ありすぎてテンパイですよ！」

　そんなボクらのやり取りをしている内に、診察室のドアを引く音がして中へと工藤先生が駆け込んでくる。

「おまえら、何をしている!?」

　すると平三郎さんは身を翻ひるがえし満面の笑みを浮かべる。

「貴様こそ、今まで何をしていたんだ？　俺たちを待たせすぎだ。客をもてなす事も出来ないのか!?　このヤブ医者め！」

「煽ってどうすんですか!?」

「おまえらは先日の……そのままにしていろ。今、警察を……」

　そう言って内線の受話器を取る工藤先生。

　ボクは完全にあわあわして、声も出せない。

　すると平三郎さんが、つとめて冷静な様子で、

「警察を呼ぶのか？　ククク……おまえにそれが出来るとでもいうのか？」

　と問いかける。

　全然大だい丈じよう夫ぶじゃないですって――と、思ったら、急に工藤先生の手が止まった。

「……どういうことだ？」

「貴様、患者を闇医者に横流ししている主犯格なのだろう。それが今、ここに警察が来たら証しよう拠こを押おう収しゆうされてしまうではないか？　いいのか？　それで」

　すると工藤先生と平三郎さんがしばしにらみ合うように沈ちん黙もくした。

　そして工藤先生の方が先に動いた。受話器を置いたのである。

　ボクはこの時、平三郎さんの目がキラリンと輝かがやく音を聞いたような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「キラリンッ！」

　錯覚じゃなかった。この人、口で言った！

「ヌフアハハハハッ！　おまえ！　やはり闇医者のルドルフを隠かくし立だてしているな！」

　すると工藤先生は臆おくする様子を見せず、平三郎さんと真っ向から向き合う。

「ふん、何を言っているのかわからんな。ルドルフ？　誰の事だ？」

「しらばっくれるのか？　まあ、いい。証拠だって別にあってもなくても構わないが、とりあえずこのティーカップはどうしてくれようか!?」

　そう言っていつの間にか透とう明めいなビニール袋ぶくろに入れたティーカップを工藤先生に突つきつける。

「警察はどうやらこの病院内に内ない偵ていを入れて何かを探さぐっているようだ。先日の薬物窃盗犯はおそらくはルドルフに患者を流している者への揺さぶりなのだろう」

「内偵だと？　そんなこと……」

「ないといえるか？　先日の薬物窃盗犯の逮たい捕ほは、内偵なしに出来るとでも思うか？　警察は既すでにかなりの所まで調べ上げている。ルドルフとの決定的なつながりをな。この前のこれ見よがしの大おお掛がかりでやりすぎな逮捕劇は、ルドルフ関係者への揺さぶりだとは思わないのか？」

　全部平三郎さんの指示の内容だけど――でも追おい詰められた人間にはそう思えてしまうに違ちがいない。だってこの前のは本当にやりすぎなくらいだったんだもの。

「でだ、そんな彼らに、このティーカップを進しん呈ていしたいと思うのだが、先生はいかがだろうか？」

「ふん、警察はルドルフ本人の指し紋もんを持っていないだろう。ならば検証のしようがない！」

「ほう……貴様、やはりルドルフを知っているのではないか！」

「だったらなんだ！　仮におまえらがそれを警察に報告しても、私にはルドルフとの繋つながりを示す証拠など一つもない！」

「今の自供があるじゃないか？」

「そんなもの、録音でもしない限り……」

　その言葉を待っていたかのように、平三郎さんは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべると、胸ポケットから簡易マイクとスイッチの姿が顔を覗のぞかせた。

　それは録音機。

　瞬間、工藤先生はその場に尻しり餅もちをついて目を見開いた。

　でもね、工藤先生……それ実は録音機じゃなくて電気シェイバーですよ……。

「さあ、どうする？　ここでルドルフの居場所を言えばこのデータは消してやるぞ！」

　工藤先生は平三郎さんの詐さ欺ぎまがいの脅しに、脂あぶら汗あせを滴したたらせた。

　緊張と沈黙が――。

「おいー、まだ粘ねばるのか？？」

　そう長続きはしなかった。さすが平三郎さんである。

「もう結果はわかっているのだから早く言うがいい！、もはや、だるい！」

　早々にしびれを切らしたのである。

「あ～、もう、いい！　既にアタリはついているのだからな！」

　アタリがついてるってどういうことです？

「要するにこういう事だろう」

　そう言った平三郎さんは、ソファに掛けてあったジャケットを手に取ると、工藤先生に向かって投げつけた。

　そしてその瞬間―――。

「へーいっくし！　いっくし！」

　突然、工藤先生がくしゃみをしだす。

　ボクは驚おどろきのあまり目を丸くして口を開けた。

　だが、平三郎さんの方は、まったく気にする様子もなく、ヘラヘラと笑って、

「これは来客者の忘れ物のようだ。焦あせっていたらしいな、どちらも！　さもありなん。先日の大捕り物の後の密会だ。早々に打ち切って、しばらくは静かにしておらねばと考えたのだろう！」

「へーいっくし！」

「さて、このジャケットに付いていたのはどうやら動物の毛のようだな。最前から動物を飼っている人間か……それとも、獣じゆう医いか？」

　その問いに、工藤先生の顔が僅わずかに緊張する。それを平三郎さんは見過ごさなかった。

「なるほど、獣医なのか？　で、どこで開業している奴やつなんだ？」

　すると工藤先生は身体からだを震ふるわせながらおずおずと話し出した。

「……知らん」

「なんだ貴様、まだシラを切るのか？　つまらん男だな」

「本当に知らないんだ！　新宿で動物病院をやっている事は知っている。だが何かあった時のために、お互たがい多くを知らないようにしようと決めた。だから俺はあいつの住所はおろか電話番号すら知らん！　定期的に訪ねてくるだけで、その時に患者の情報を流していた」

「患者の受うけ渡わたしはどうしていたのだ？」

「ルドルフ本人が迎むかえに来る。全すべてレンタカーのワゴン車だ。尾行しなければ、奴の住んでいる場所はわからない」

「尾行しなかったのか？」

「しないさ。多くを知るとデメリットがある。マフィアたちがかぎつけてきたら何をされるかわかったもんじゃない。事実、おまえのような輩やからが来たのだからな……知らないのが一番だ」

　そんな工藤先生の顔を平三郎さんはジッと見つめ、そして、

「嘘ではなさそうだ。信じてやろう」

　工藤先生は苦笑いに溜息を漏らし、自じ嘲ちよう気味な口調でこう言った。

「それはありがたい事だ」




　さてそんな帰りの車中での事。

「って事は獣医を探せばいいんですよね……でも獣医って言っても新宿だけでもかなりいますよ。それに新宿じゃない可能性だって……」

「なにを言っているのだ？　闇医者ルドルフの都市伝説は新宿発はつ祥しようじゃないか」

　ああそうか。火のない所に煙は立たない。だとすれば、新宿にいると考えてもいいのか。

「でも、どうやって探すんです？　けっこうたくさんありますよ獣医」

　ボクは携けい帯たい電話で『新宿』『獣医』で検けん索さくしたが、かなりたくさん出てきた。

「おまえ、学校の友達で不動産に詳くわしいやついなかったか？」

「清子ちゃんですか？」

「そいつに連れん絡らくしろ。今すぐだ！　条件はこうだ……」

　平三郎さんの言う物件の条件を頭に入れると、ボクはすぐに電話を取り出す。

　そしてクラスメイトの彼かの女じよの連絡先をクリックする。

『はい、清子です！　慶介君の清子です！　なんですか！　プロポーズですか？』

　電話をかけてワンコール待たずに電話口から元気な声が聞こえてくる。

「ああ、清子ちゃん。清子ちゃん家ちって不動産関係に詳しかったよね？」

『はい、土地不動産の情報なら何でもござれです。ところで慶介君、昨日も今日も病院へ行ってらしたみたいですけど、お身体ご不調ですか？』

「なんでそんな事まで知ってるの？」

『それは女の子の秘密です。ところで何か御ご用よう事じですか？』

「ああ、ボクじゃなくって平三郎さんが、ね……」

『……ああ、あのキ印ですか……脳のう外げ科かか精神科にでも通院させているんですか？　慶介君、介かい護ごが辛つらかったらいつでも清子に相談して下さいまし。ちゃんと清子が処理しますので』

　とかく清子ちゃんは平三郎さんに冷たい。なんで？

「ところで不動産の件なんだけど」

『はいはい！　なんでしょう？』

「新宿近辺で、獣医をするためにテナントを借りている所で、一いつ緒しよに二階のテナントとかを纏まとめて借りている所ってわかるかなあ？」

　これは平三郎さんと話して出た結論だった。

　おそらく闇医者のルドルフは、表向き獣医をして生活をしている。

　ここまではわかった。

　でも動物を診しん療りようする所で、大学病院から回された患者を診みるなんて事は絶対にない。

　だとすれば人を診るために、同じ建物内でもう１フロア借りているはずなのだ。

　２フロア借りている獣医となると、一気に数は激減する――いや、これといった理由なく２フロア借りる人なんて普ふ通つうはいないはずだ。

『わかりました。清子の全精力を挙あげて捜そう索さくいたしますね！』

「うん、ありがとう」

『――――――くぅ……その一言の為ために、清子は火の中にも果か敢かんに飛び込めます』

「女の子がそんな危険なことしなくていいよ」

『じゃあクソ溜だめにでも喜んで落ちます！』

「いや、それは女の子以前に、人として飛び込まない方がいいよ」

『慶介君がそう言うなら飛び込みません！　清子はクソ溜めには飛び込みません！』

「うん、それがいいと思う」

『では、20分ほどお時間を下さい。調べてまいりますので！』

　すごいなあ、さすがにそんなに早く見つかるとは思ってなかった。

　そして清子ちゃんの宣言通り、きっかり20分後に電話が折り返しかかって来る。

『ありました！　新宿三丁目、末広通りの路地に入った所の一階に小さな動物病院があります。そして何に使われているのかわかりませんが、そこの二階も貸テナントとして出されていたのですが、一階を借りている人が二階のテナントとも契けい約やくしてます』

「ありがとう。住所とかわかる？」

『はい、今言いますね………』

　ボクは清子ちゃんが言った住所をメモすると、すぐに平三郎さんに伝える。

「よし、末広通りだな」

　すぐさま平三郎さんの車が、進行方向を変えた。

　演芸場である末すえ廣ひろ亭ていを中心に、飲み屋や飲食店が軒のきを連ねる中に、その動物病院はひっそり佇たたずんでいた。

「へぇ……ここが……」

　そう言って中に入ると、受付には白衣を着た男がボクらを出で迎むかえる。

　背が異様に高く、なんていうか細長い印象。

　なにより特とく徴ちよう的てきなのは、ドイツかフランス系のヨーロッパ特有の顔立ちだったことだ。

　彼はメガネをずり上げると、

「なにか御用で？」

　と、笑うでもなく不ふ機き嫌げんというでもなく、今一つ掴つかみづらい表情でこちらを見た。

　すると平三郎さんは彼の前に出るや、

「あんたがルドルフだ。間ま違ちがいないな」

　と単刀直入にもほどがあるくらいにバッサリ断定。

　すると彼はしばし眉まゆを捻ひねり尋たずねる。

「どうしてそう思うの？」

「黒くろ猫ねこを抱だいている」

「この子が何か？」

「黒猫の名前がルドルフだ」

　彼はしばし平三郎さんを見定めるように止まっていたが、ようやく動き出したかと思うと近くの椅子に座りにっこり笑う。

「ご明察。よくおわかりだ。でもどうしてルドルフだとおわかりで？」

「絵本にそう書いてあった」

　すると動物医師はクックッと笑い。

「なるほど。僕ぼくもそれを見てこの子にルドルフと名付けました」

「では貴様の本名はなんなんだ？」

「別に名にこだわりはないのでね。こういう仕事だ。他ほかにも名前はイッパイアッテナ」

　彼は薄うすく笑みを浮うかべると、交こう互ごに僕らを見回し、

「君たちが嗅かぎまわっている事は知っていた。見つかって困る事はないが、でもできれば吹ふい聴ちようして欲しくもない、というのが本音だ」

「ああ、それは構わん。だが依い頼らい主ぬしには教えるがな」

「―――まあそれも構わないよ。ただ、ごたごたに巻き込まれるのはごめんだ。その辺はわかってくれるとありがたい」

「よかろう！　まあ、あんたがごたごたに巻き込まれそうになったら、その時は俺おれを頼たよるんだな！　おまえのゴタゴタなら多少面おも白しろそうだ！」

　胸を張った平三郎さんの言葉に、ルドルフさんはキョトンとして尋たずねた。
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「ほう、何者なんだね、君たちは？」

「俺たちは新宿の掃そう除じ屋やだ」

　すると都市伝説的闇医者は少し目を丸くして、

「ほう、あの都市伝説の……」

　と、笑みを浮かべた。




　後日、矢崎友里恵さんに結果の報告をすると、彼女からこれでもかというほどの感謝の言葉をいただき、更さらにお礼を受け取って欲しいとしつこく嘆たん願がんされたが、平三郎さんが徹てつ底てい的てきに突き返してしまった。終わった事件には興味がないのだ。

　彼女はこうしてルドルフさんを頼る事となったわけである。

　さて――ボクにはまだ気になっている事がある。

　平三郎さんが、『矢崎さんは嘘うそをついている』と言っていた事だ。

「あれどういう事だったんですか？」

　と聞いてみるも、平三郎さんは布ふ団とんに丸まって出てこようとしない。気が滅め入いってしまういつものアレだ。

　なのでどれだけ聞いてみても、

「うるさい……もう消えたい……」

　と言うばかりで一向に教えてはくれなかった。

　今日は夜のカジノしかないので、あのラムネはやめておこう。

　平三郎さんはラムネが嫌きらいだから……。







第二話　心象の冤罪







　高校の制服を着た男たちの人数は、ざっと数えて八人。

　対して少年はたったの一人。

　彼らの目的は、至ってよくある理由で、都会に不慣れな者から金銭を巻き上げようという、つまりはカツアゲだ。

「俺たちやさしいからさぁ、帰りの電車賃は取らないでおいてやるよ」

「だからさぁ、とりあえず財さい布ふ出そうか」

　少年は恐きよう怖ふのあまり声も出せずに、震える事しかできなかった。

　すると高校生たちはそんなまどろっこしい少年の態度に苛いら立だった顔を浮かべる。

「おい、さっさとしろよ！」

「震えてねえで、財布出せよ！」

「こっちもさあ、時間を割さいておまえに付き合ってんだからよぉ！」

「ただじゃねえんだぞ！　時は金なりって言うんだよ、学校で習わなかった？」

　むちゃくちゃで一方的な論理を押し付けてくる高校生に、少年は何もできず、とにかくこの場を何とかやり過ごそうと、ポケットに手をつっこむ。

　それを見て高校生たちはようやく、怒いかりを押し戻もどして笑みを浮かべる。

　少年はとにかく早くこの場から離はなれたくて、急いで財布を取り出し、そして彼らの前に差し出そうとする。

　人が争あらそう姿が嫌いだった。侮ぶ蔑べつしたり、嘲あざける姿を見ると、とても耐たえられなかった。

　だから一いつ瞬しゆんでも早くこの場から逃にげたい。

　そう思いカバンから財布を出す。

　財布に括くくり付けられたお守りが左右に揺ゆれた。

　母からもらったものだ。

　それを見ると少年は急に情けなくて切なくて泣きそうになってしまった。

「あんじゃねぇか。ほらよこせよ！」

　少年の手から財布が取り上げられる。

「待って！　それはボクの――」

　財布に括り付けられたお守りだけは――そう思った。あれだけでも取り返さなくては。

「っるせぇ！」

　だが無情にも少年は高校生からの蹴けりで転てん倒とうし、路上に崩くずれ落おちた。

　財布はいい。でもあのお守りだけは……母さんのお守りだけは――。

　少年は這はい上あがるように手を伸のばす。

　だが高校生たちは笑いながら背を向け遠のいて行く。

　と、その時だった。

　前方からやってきた何者かが高校生の手を捻り上げる。

「おい、おめぇら。こんな街中で楽しそうな事やってんじゃねえか」

　その声を聞いた途端に、高校生たちの顔が一いつ斉せいに青くなる。

「お、おまえ――」

「まさか、大おお木き主水もんどか!?」

　大木主水と呼ばれた少年は――どう見ても八人の高校生と比べても圧あつ倒とう的てきに年下。

　まだ中学生くらいの年ねん齢れいにしか見えない。

　それでも彼には高校生を威い圧あつするだけの風格があった。

　そこからはまるであっという間の出来事――息を呑むような間に、八人いた高校生を大木という青年の拳こぶしが、肘ひじが、踵が、膝ひざが、次々に地に沈しずめていく。

　そしてそれら高校生を熨のした彼は、軽く手を払はらうと少年に向かって言った。

「この街はあぶねえんだ。気を付けろよ……」

「あの………えっと……」

　彼はふと少年の財布に括り付けられたお守りを見ると、

「花園神社のやつか。これ俺も持ってるよ。母ちゃんが買ってきてさ……」

　言いかけて彼は急に素に戻って、余計なことを言ったとでもいうように頭をかく。

　そして財布を投げ渡し軽く手をふる。

「忘れてくれ。ただの通りがかりだ」

　そう言うと彼はそのまま、どこかへ去って行ってしまった。





※※※※






　最悪だった。

　朝、学校に来ると同時に職員室への呼び出し。そして教師は完全に苦り切った顔をして、

「大木、おまえやってくれたな……」

　と言った。大木主水は眉を顰しかめて、

「はあ？」

　と返すことしか出来なかった。続けて出てきた教師の言葉に、大木は更に困こん惑わくする。

「西日につ暮ぽ里り学園の生徒から被ひ害がい届とどけが出ている。おまえが一方的に他校の生徒に対して暴力を振るい、怪け我がをさせたって事で、西新宿署の少年課の刑けい事じさんからも話を聞いている」

「やってねえよ」

　教師の方も見ずに不機嫌な顔をする主水。だが教師の方は眉み間けんに皺しわを寄せると、机からあるモノを取り出した。

「だがな、現場にこいつが落ちてたってよ」

　それは大木主水の生徒手帳だった。一週間前に無くしてしまい、生徒会に対して再発行を申しん請せいしていた。

「いや、これは、違う！」

「何が違うんだ……」

「それは紛ふん失しつしていたやつだし……」

　だが教師の目はその言葉を信じてくれているとは思えない。

　仕方ない事だ。普ふ段だんの素行が悪いのは自分。

　無断で遅ち刻こくはするし、学校に内ない緒しよでバイクの免めん許きよも取った。当然バレたが……。

　それに図書館の本にコーヒーを零こぼしてしまった事もある。一応買って返したが、やはり怒おこられた。それに学校の帰りに買い食いもしたし、ゲームセンターによっていたのを教師に発見された。他のみんなだって学校の帰りにそれくらいはしている。だが、主水は少しばかり運が悪かった。ちょっとした事の積み重ねが、たまりにたまって、今の評価だ。

　信用できない、と思っている相手に信しん頼らいしてもらう事は難しい。出来上がってしまった心象を覆くつがえすのは不可能と言っても過言ではない。

「とりあえず、おまえしばらく停学処分だから」

　そう言い渡されても、もう大木主水は言い返そうという気はなかった。

　そうして停学三日目。

　本来的には家の中で謹きん慎しんしているべきところだが、とても耐えきれず外へと出て来てしまった。新宿駅南口を出て、階段を降り広場を抜ぬけて、そのままムサシノ通りに入った。

　ゲームセンターの前まで来て足を止める。

　よく見かける常連の顔もあったが、なんだか声をかける気分にもなれず結局中に入る事は諦あきらめてぶらぶらし始める。

　だからといって行く宛あてもない。

　どうするべきか、と思いながらどこへ向かうでもなく歩き続ける。

　と、その時、背中から声を掛かけられた。

「やあ主水君」

　振ふり向むくと見た事があるようなないような顔の生徒が立っていた。

　さてどこで……と考えた所で彼かれがクラスメイトの佐ささ蛹なぎ慶けい介すけである事を思い出した。

「佐蛹か……なんだよ」

「主水君、停学ってホント？」

　面めん倒どうな気持ちになって、すぐさま歩き出しながらぞんざいに返答する。

「ホントだよ」

「じゃあ、西日暮里学園の生徒を怪我させたのって」

「ちげぇ」

　立ち止まっていた。自分に掛けられた冤罪に、腹が立っていたからだ。

「俺はやってねえ！」

　沈黙が訪おとずれた。

　どうせこの佐蛹も、自分の言葉を信じてくれるとは思えない。

　クラスでだって、誰だれともつるまないでいた。

　結果として誰からも相手にされない存在になってしまった。

　自じ業ごう自じ得とく。仕方がない。

　そう思っている自分に反へ吐どが出た。

　舌打した自分に余計に苛立ち、そのまま歩き出していた。

　そんな主水の真後ろで、靴くつ音おとが追ってくる。

　佐蛹慶介だった。

　もう話は終わっただろう。なんでついてきやがるんだ。

　口にこそ出さなかったが主水は苛立ちを隠せなかった。佐蛹が悪い訳ではない。この不条理な扱あつかいにこそ苛立っているのだ。彼に八つ当たりをするのは見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい。そう思えるくらいには大木主水は常識的であり、そして理性的であった。

　だがこのまま誰かと話していたら、その憤ふん懣まんが噴ふき出してしまうかもしれない。

　それくらいに彼は若く、情熱的な性格である。

　だから何も言わず立ち去ろうと思っていた。

　だが佐蛹慶介はまるで子犬のように後についてくる。

「ねえ、主水君」

　それを無視して足を速める。

「その冤罪、晴らそうよ」

　言葉の意味が解わからず、主水は足を止め振り返ってしまっていた。

　そんな佐蛹慶介はただにっこりと笑うだけだった。





※※※※






　ボクは主水君と別れると、すぐに事件のあった日の事を調べる事にした。

　まずはおこった事をちゃんと知らなきゃ。

　一度、歌か舞ぶ伎き町ちようの平へい三ざぶ郎ろうさんの事務所に戻って制服から普ふ段だん着ぎに着き替がえる。

　平三郎さんの姿が見えないので、上の階に上ってノックをするが、返事はない。

「ありゃあ………また気が落ち込んでるのかなぁ……」

　中に入ると案の定、平三郎さんはベッドの上で丸くなっていた。

「平三郎さん、ボクちょっと出かけますけど……」

　すると彼はこの世の終わりのような顔をする。

「出かけるのか！　もう戻ってこないのか！」

「いや、戻ってきますって。ちょっと用事があるんで……ってか、いつからその状態なんですか？」

「知るか！　酔よっぱらって寝ねたらこのざまだ！　クソッ……もうやだ……小麦粉になりたい……」

　小麦粉になって何する気なんですか、この人は……。

「薄はく力りき粉こですか？　強力粉ですか？」

「………強力粉」

「じゃあ、行く行くはパンとかになるんですね」

「パンか………どうせならクロワッサンにしてもらいたいな……」

「なにこの不条理な会話!?」

　でもまあ、少し落ち着いたみたいだし、大丈夫かな？

「平三郎さん、ここにおにぎり置いておくんで食べてください。足りなかったら下の冷蔵庫にも色々ありますから」

「……………パンじゃないのか……」

「それじゃ共食いでしょ。好すき嫌きらい言わずにちゃんと食べてくださいね」

「…………ああ……わかった」

「食べないとダメですよ」

「わかってる！　うるさい奴だ。それならいっそ今食べてやる」

　そう言っておにぎりを食べだす平三郎さん。

　よしよし、お腹なかに何か詰つめ込めば少しは落ち着くんじゃないかな。

　さて、実のところ主水君の件を平三郎さんに相談したかったのだけど、今はこの状態みたいだし、ちょっと難しいかなぁ。

　薬は出来る限り飲みたくないみたいだし。

　仕方がないので、他の人を頼るしかない。

「じゃあ、ボク出かけますね」

「……どこへ行くのだ？」

「とりあえず西新宿署に。その後胤たね正まさ君の家に」

　途と端たんに平三郎さんの眉間に皺が寄る。

「あいつの所か………あのクソガキは好かん」

　まあそう言えるのなら余よ裕ゆうが出てきたって事だろう。

「じゃあどちらにしてもボク一人ですね。それでは行ってきます」

　平三郎さんは返答もせず小動物のように黙もく々もくとおにぎりを食べ続けていた。

　事務所を出て歌舞伎町一番街のネオンを潜くぐり、西武新宿線の方角に道を折れる。

　そこから西口大ガードを潜って、警視庁西新宿署へと向かった。

　そう、札ふだ沼ぬまさんなら少なからずこの事件の事も把は握あくしていると思ったからだ。

　――と、ちょうど大ガードを潜り抜けた所で、知っている顔を見つけた。

　思い出横丁の入り口の所で、白いブラウスに日ひ傘がさをさした女性に遭そう遇ぐうした。

　彼女は何かを探すようにキョロキョロとしている。

「カナエさん」

「あらぁ、慶介君」

　彼女は僕を見止めると、やわらかな笑えみを浮かべた。

「どうしたんですか？　もしかして……」

「はい、迷いました」

　カナエさんはいつもどこか目的の場所があるらしく、新宿をうろついている――のだけど、極度の方向音おん痴ちらしく、いまだに辿たどり着つけてないらしい。

　だいたい途と中ちゆうであきらめて帰宅するんだって……。

　う～ん、しっかりしてそうなんだけどなぁ。

　ボクより年上の大学生くらいだと思うんだけど、どこか抜けている感じがある。

「あの、言ってくれれば案内しますよ」

　するとカナエさんは楽しそうに笑顔を浮かべる。

「いいの。迷うのも含ふくめて楽しんでるから」

「……そうなんですか？」

　なかなか稀け有うな趣しゆ味みですよね？？

「それに大急ぎってわけじゃないし」

　ならいいのだけど。

「慶介君はこれから御ご用よう事じ？」

「あ、はい。そこの警察署まで」

「なにかあったの？」

　カナエさんはそう言って心配そうな顔をする。

「いやいや、ボクがってわけじゃなくて……その、ちょっと警視庁の知り合いの方に会いに行くってだけで」

「そう。ならよかった」

「すいません、ご心配おかけして」

「いいのよ。じゃあまた今度、おいしいものでも食べに行きましょうね」

「は、はい」

　へへへ……やっぱ、カナエさんはきれいだなぁ……。

　きっと平三郎さんが見たら「気持ち悪い」と言われかねない笑顔を浮かべながら、ボクは青梅街かい道どうを下って行く。

　そして西新宿署の前まで来ると、携帯電話を取り出した。

　コール四回目で、向こうから中年男性の声が聞こえてくる。

『おう、なんだ佐蛹のボーズか』

「あ、札沼さん。ちょっと教えて欲ほしい事があって……」

『またかぁ？　教えろっつってもなぁ、教えられる事と教えられない事があるぞ』

「あ、はい。先日起こった高校生同士の傷害事件の事で……」

『西日暮里学園と御ぎよ苑えん高校の生徒のやつか』

「そうです」

　すると電話の向こうで数すう瞬しゆん沈ちん黙もくが続き、

『署の前で待ってろ。外で話そう』

　と言って電話が切れた。数分待っていると札沼さんが背広を肩かたにかけて出てきた。

　とその後ろには若い刑事さん――禅ぜん定じよう秦はた春はるさんもついてくる。

「やあやあ、佐蛹君」

「すいません、無理言って」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　持ちつ持たれつって事でね」

　すると脇わきにいた札沼さんが顔を顰しかめる。

「てめぇは持たれてばっかじゃねえか」

「そんな札沼さん！」

　ボクは、あははと笑いながらなんとなく受け流す。

　ボクらは西新宿署からすぐ近くの喫きつ茶さ店てんベローチェに入るとコーヒーを頼たのんで席に着く。

　札沼さんが喫きつ煙えん者しやなので地下の喫煙席を取る事にしよう。

　札沼さんは未成年の前で気を遣うが、話を聞かせてもらうのはこちらだ。札沼さんの話しやすい場を整えるのは当然である。

　札沼さんは席に着くと、煙草たばこを取り出しフィルターをトントンとさせている。

「んで、高校生の傷害事件の話だったな」

「はい。札沼さんはこの事件には……？」

　札沼さん、禅定さんは総務課預あずかり・補助捜そう査さ係に所属している。各方面に対して顔が利きくポジションなので、この事件の捜査もしているかと思ったのだ。

　だけど札沼さんは首を横に振った。

「ありゃ少年課の管かん轄かつで、人手も足りてるから俺は直接関かかわっちゃいねえ。まあ傷害事件って事でこっちの方にも一応資料は回って来ている」

「で、どんな事件だったんですか？」

　すると札沼さんは禅定さんに目配せをする。

　禅定さんもすぐにメモ帳を開き、事の成り行きを教えてくれた。

「えっとね――５月25日20：30。西日暮里学園の生徒が一人で新宿西口の大ガード近くの通りを歩いていた所で、御苑高校の制服を着た生徒数人に取り囲まれて暴行を受けたそうなんだ」

　この喫茶店のすぐ近くのようだ。おそらく山手線の線路の脇の道あたりじゃないだろうか？　あの辺りは夜になると人通りが少ないし、とにかく暗い。

「怪我をしたその生徒は？」

「入院するほどじゃなかったけれど、それでも全治一ヵか月げつの怪我だって」

「で、犯人の一人が……大木主水君って事になってるんですか？」

「まあ、現場に生徒手帳が落ちてたって事で、重要参考人ってとこだね。裏付ける証しよう拠こは何一つないし」

「え、でも、その暴行を受けた生徒が顔を見てるって事は？」

　すると禅定さんは首を横に振る。

「残念ながら、顔は見てないらしいんだ」

「顔を見ていないって……」

　すると札沼さんが溜ため息いき交じりに口を開いた。

「正確には見えなかった、だな。全員が覆ふく面めんをして、顔がわからないようにしていたらしい。わかるのは御苑高校の制服だけ。その上で、御苑高校で素行の悪い大木主水の手帳が落ちていて、容疑は深まった……と、そこまでだ」

　そう言ってようやく札沼さんが煙草を咥くわえ、それに禅定さんがサッと火を付ける。

　ボクは今聞いた事を頭の中で絵にしながら眉間に皺を寄せる。

「ですか……って事は、やっぱり主水君が疑われてるって事なんですね」

「証拠はねえがな」

「……え？　証拠、ないんですか？」

「生徒手帳だけじゃ状じよう況きよう証拠に過ぎねえ。警察からすれば、そんな状況証拠じゃ処断は出来ねえよ」

「そうだったんですか。でも主水君は犯人って事で停学になっちゃってるんですけど……」

「そりゃ学校の下した判断だろ？　こっちは学校への問い合わせとかはしても、犯人なんて一言も口にしちゃいねぇよ」

　という事は、主水君はやっぱり印象だけで学校に犯人扱いされていたという事なのだ。

　すると札沼さんは煙草の煙けむりを上に吐はき出しながらこう言った。

「だがな、予断を入れるつもりはねえんだが……」

　そう言って札沼さんは少し考える風をする。

「たぶん、その大木主水はシロだな」

「えっ!?」

　ボクは思わず顔を上げる。

「主犯格の暴行を加えたやつが大木主水の生徒手帳を落としたらしい。その主犯格は左ひだり利ききだ」

「そんな事もわかってるんですか？」

「殴なぐったのがガイシャの右みぎ頬ほほだったからな。利きき手てで殴るのは当然だろう。ボクサーでもない限りはな」

「ボクサーって可能性は？」

「ゼロだな。どっちかと言えば、殴るのもへたくそな素人しろうとの拳こぶしだ。んで他の傷もだいたい容疑者が左利きだった事を示し唆さしている。だが、その大木主水ってのは……」

「右みぎ利ききです」

「……だな。それに少年課の奴やつらとも話したが、大木ってのは幾いく度どか補導歴がある」

「はい」

「そのどれもがケンカだが……基本的に大木は一人だったって話だ」

　たしかにそうだ。学校でも誰ともつるんだりする事無くいつも一人でいる。

「それにその大木の過去にやったケンカは大たい概がい、虐いじめられている奴を助けたりカツアゲしてるやつを殴ったりって、そういうケースばかりだ。だから少年課も注意程度で、幾度かは学校への報告もしなかったそうだ」

　そこへ禅定さんが割って入って。

「少年課では彼以外に別の人間が関わっているとして捜査を進めているよ」

「そうだったんですか……」

　ボクはそれらの札沼さんと禅定さんから聞いた事をカフェのナプキンに要約して書き留めると胸ポケットに納めた。

「ありがとうございます。いろいろ教えてもらっちゃって」

　そうお礼を言うと、札沼さんは手をひらひらさせて、

「別にかまやしねえさ。だがな、一人でどうにかしようなんて……」

「勿もち論ろんです。ボクはなにもできませんから」

　そう言うと、札沼さんは口くちの端はしを吊つり上げて笑って見せた。

　それがどういう意味かは分からなかったけど、ボクは深く頭を下げてその場を後にした。

　さて……まず、今までの情報を整理する。

　警察は主水君を犯人とは必ずしも思っていない。

　だが学校側は違ちがう。現に主水君が犯人だと思い込んで、停学という措そ置ちを下している。学校は警察じゃないから立件する必要がない。証拠なんていらないのだ。だからこのままじゃ、主水君は心象だけで犯人という事にされてしまう。

　う～ん、でもこの状況から主水君が犯人じゃない事を証明するためにはどうしたらいいんだろうか？

　流石さすがにこういう時は、彼に頼るべきか……。

　そう思い、ボクはその足を新宿駅南口方向に向けた。

　新宿駅南口から甲こう州しゆう街かい道どうを上り明治通りを渡わたる。

　映画館のある大きな建物を横切り、丸ノ内線の新宿三丁目駅の裏手を通り過ぎる。

　ちょうど業務用スーパーのクックＹの所を曲がろうとしていると、

「あらぁケイちゃ～ん」

　かけられた声に振り向くと、大量の買い出し品をエコバックに詰めた、肩かた幅はばの広くて背の高い人に声を掛けられた。

「あ、花はな巻まきさん」

「なになに？　急いでんの？　ヒマならうち寄ってきなさいよ」

　野太い声質でかわいく手をパタパタさせる。

「あ、いえ。これから行かなきゃいけない所があって」

「あら、そうなの？　ざんねん」

「すいません」

「………………チッ、食い損そこねたわ」

「聞こえてますよ」

「あら、いやだ！　心の声が声帯から出産しちゃったわ……女心って隠かくせないものなのね……」

　お察しいただけただろうか？

　そう、この花巻さんは新宿二丁目でゲイバーを経営する女主人……女主人なのである！

「欲望に素す直なおですね、特に花巻さんは……あと、ボク高校生ですからそういう事したら犯罪になりますからね」

「なになに？　それじゃ、卒業したら食っていいって事？」

「違います」

「なによそれ？　もう！　いけずぅ！」

「いけずぅって言われても……」

「まあ、そうは言ってもあたしこう見えてネコだから、食うのはケイちゃんの役目よ！」

「なんですか、それは……？」

「もうカマトトぶって。ケイちゃんは絶対ネコに見せかけてタチよね！　あたし知ってるわ！　性欲持て余したらいつでもあたしを抱だいていいのよ！」

「……ホント、未成年に手を出したりして警察に捕つかまらないで下さいね」

「ダイジョブよ、他のオカマに迷めい惑わくかけるような事はしないわ」

　まあ、花巻さんは世の中の酸すいも甘あまいも知ってる常識人だから大丈夫だと思う。

　半分は冗じよう談だんのはずだ。

　もう半分？

　それは考えない方がいいかもしれないよ。

「そう言えばケイちゃん」

「なんです？」

「最近、新宿で窃せつ盗とう団だんが出るらしいのよ。知ってる？」

　はて……それは初耳だった。

「知りませんでした。窃盗団って、なんか組織がらみの事件ですか？」

「それがあんまよくわからないのよ。でもね、うちのお客さんも、財布の中身すっからかんにされた人がいてね。他ほかでもそういう事件が起きてるらしくって、ここいらじゃみんなその話してるわよ。怖こわいわよね」

　たしかにそれは怖い。

　どんな人たちなのかわからないけど、こうして噂うわさに上ったり知っている人が被ひ害がいに遭あっているって事は、他にも何件も起きているんだろう。

「ケイちゃんも気を付けなさいよね。サブちゃんに連れまわされて夜中でも歩き回ったりしてるんでしょ？」

「ええ、まあ」

　ちなみにサブちゃんとは、平三郎さんの事だ。

　決して三河屋さんの丁でつ稚ちではない。

「今のところは怪け我が人にんの噂は聞かないけどさ、集団って言うんだから、敵にしたら危ないでしょ。それにサブちゃんなんか、そんなのと会ったら絶対、乱こ……乱らん闘とうするでしょ」

「今、なに言いかけました？」

「言ってないわよ、乱交なんて」

　あーあ、結局言っちゃったよ……。

「でもさ、ケイちゃん。もしそいつら見つけたら迷わず電話しなさいよ。あたしらが駆かけつけてあげるから。なにしろ、うちの店員は腕うでっぷしは確かだからね！」

「花巻さんの所の人達たちは……たしかに強い！」

「でしょ！」

　やっぱりさっきみたいな冗談とかも言うけど、それでもすごく頼たよりになる人だ。

　そういう人ひと柄がらもあるから、お店にもお客さんがやって来るんだろう。

「それより花巻さん……」

「なぁにぃ？」

「青あお髭ひげが……」

「あらやだ！　もうはえて来ちゃったの？　やだー、ケイちゃん、見ないで！　はずかしい！」

「大丈夫ですよ。まだそんな濃こくなってませんし」

「ちょっと濃くても恥はずかしいものは恥ずかしいの。髭の処理を怠おこたるなんて乙おと女めの名折れだわっ！」

　それぞれにこだわりはあるのだ。

　もちろんボクには想像するしかないこだわりではあるけど、でもまあ花巻さんはこの街で暮らしている中でも、もっとも常識的な人の一人だ。

　まあ、ほら、平三郎さんなんかと暮らしていると、そう思わざるを得ない。

　お酒は飲めないけど、花巻さんには結構相談に乗ってもらったりしているのである。

「ところで花巻さんは夜の買い出しですか？」

「そうよぉ。今日は腕によりをかけて男の胃い袋ぶくろとキンタマと竿さお竹だけを掴つかんじゃうわ」

「あ、胃袋とハートじゃないんだ」

「大差ナイナイ！」

「まあこんど平三郎さんとお店に行きますんで」

「おっけー。まってるわん」

　そう言って彼かの女じよは横断歩道を渡り二丁目の町へと消えて行った。

　ボクはそれを見送り路地へと入った。

　細い通りを抜けると急に都市には似つかわしくない広大な緑が見えてくる。

　広く整備された芝しば生ふや、その奥おくには森のようにうっそうと茂しげる木々。

　門の前にいる守衛さんに声を掛けると、既すでに慣れた事のようにすぐに電話を入れてくれる。

　しばらく待っていると、黒くろ塗ぬりのベンツがやって来てボクの前で止まった。

「お待たせいたしました」

　中から白しら髪が頭あたまをオールバックに整え白い口くち髭ひげを湛たたえた気品あふれる老人が姿を現す。

「どうも、じいやさん」

　彼はボクがこれから訪ねる人に仕えているじいやさん。

　いつも物もの腰ごし柔やわらかで、一分の隙すきもなく彼の身の回りの事を熟す、ザ・執しつ事じといった佇たたずまいの老人だ。

　ボクはじいやさんの車に乗り、そのまま彼の家の敷しき地ち内ないを行く。

　正直、新宿のど真ん中にこのうっそうとした森と自然を見ると、ここが大都会だとは思えなくなる。

　ようやく彼の屋や敷しきが見えてくると家の前にベンツが静かに滑すべり込んだ。

　そしてじいやさんが玄げん関かんのドアを開けてくれると、その先には13歳さいの着物を着た少女が三つ指を揃そろえて深々と頭を下げて迎むかえてくれる。

「ようこそいらっしゃいました、佐蛹様」

　彼女は桜おう花か院いん初はつ瀬せさん。ボクが訪ねようとしている人とは許嫁いいなずけな仲であり、その上、現在同どう棲せいしているという間あい柄だがらである。

　ボクはそのシチュエーションを聞いているだけで、別世界に迷い込んだような錯さつ覚かくに陥おちいってしまうのだ。

　彼女は長く美しい黒くろ髪かみを揺ゆらし顔を上げる。

　切れ長の吊つり眼めは初めて会った時は怖いと思ってしまったけど、浮うかべた彼女のやわらかな笑顔に、やっぱいい人だ、と考えを改めた。単純なのだ。

「どうぞ、宅の者が奥におりますので」

　初瀬さんに促うながされて、ボクは書院造の家の奥の間に通される。

　そんな奥の間の畳たたみが敷しかれた部屋に彼は正座をして待っていた。

　零れい栓せん院いん胤たね正まさ君。この家の当主である。

　弱じやつ冠かん14歳――……なんだけど、着物姿が堂に入っていて既に貫かん録ろくがある。

　でもちゃんと見ればよくわかる。

　華きや奢しやな腕や伸びきっていない身長の彼はまだ普ふ通つうなら中学生の年齢なのだ。

　胤正君はボクを一いち瞥べつすると笑えみを浮かべて迎えてくれた。

「やあ佐蛹君。札沼さんたちと会ってきた帰りですか？」

　ボクはびっくりして目を見開いた。

「なんでわかるの？」

「佐蛹君のその胸ポケットに入っている紙ナプキンはカフェベローチェの物ですね。そのカフェは駅周辺に四店てん舗ぽあります。内一店舗は西新宿署の目と鼻の先にあり、あそこで働いている警察官が休きゆう憩けいによく喫きつ煙えんをしに行く事で有名です。その上で、佐蛹君の制服からは僅わずかにセブンスターの香かおりがする。セブンスターは札沼さんの吸っている銘めい柄がらですから、なんとなくこの二つを結びつけただけですよ」

　言われてみれば納なつ得とくだけど、よく見てるね胤正君。

「ところで佐蛹君、君は碁ごが打てますか？」

「えっと……漫まん画がで読んだ程度には……」

「十分です。相手をお願いできますか？」

「まあ、ボクなんかで良ければ」

　ということで碁ご盤ばんと碁ご石いしが出てきて、ボクらはパチパチ打ち始める。胤正くん家ちに来ると、いつもどうでもいいことから話が始まる。今日は碁のようだ。

　まったくもって素人なボクのレベルに胤正君は合わせるように碁石を置いていく。

　なんでか知らないけれど、将しよう棋ぎをやってもリーバシをやっても、胤正君は最終的にボクに勝たせてくれるのだ。……というか、ゲーム下手なボクをどうやって勝たせるかを考えながら打っているようにも思える。

　そうこうして、パチパチ碁石を置いていると初瀬さんが襖ふすまをあけ、

「お茶をお持ちしました」

　とお盆ぼんを持って入って来る。顔を上げた胤正君が、

「ありがとう、初瀬」

　と言って手を止める。このやり取りがすでになんていうか夫ふう婦ふみたいで、恋れん愛あいごとに好こう奇き心しん旺おう盛せいな時期のボクはモジモジとそのやり取りを見つめるのだ。

「粗そ茶ちやでございます」

「とんでもない。これが粗茶だったら、うちの冷蔵庫に入っている麦茶はヘドロですよ。いただきます」

　そう言って初瀬さんの淹いれてくれたお茶を啜すすっていると、

「さてそろそろ佐蛹君の来意を聞かせてもらってもいいですか？」

　と胤正君が居住まいを正した。

「ちょっと困っている事があって。クラスメイトに冤えん罪ざいが掛かってるんだ」

　そう言いながらボクはここまでの経いき緯さつを話していく。

　胤正君は相あい槌づち一つ打たずに、置物のようにボクの話を最後まで聞くと、

「成なる程ほど。話は飲み込みました」

　と言ってお茶を一口啜る。

「……とりあえず佐蛹君の意見を聞きたいですね」

「ボクの意見？」

　思わず首をひねってみると、胤正君は静かな口調で促す。

「そう。佐蛹君はその大木青年が冤罪であると確信している。それはいいとしましょう」

「うん」

「では大木青年が犯人でないとすると本当の傷害事件を起こした犯人は何者なのでしょうか？」

　言われてボクは自分の迂う闊かつさを自覚した。あたりまえの事だけど、主水君が犯人でなかったら、別に傷害事件を起こした人間がいるのだ。

　勿論それはわかっていたけど、主水君とは関係ないと思い込んでいた。

「真犯人はどういった目的で、大木青年に罪を着せようとしているのか？　その辺をどう考えているのかお聞かせ願えますか？」

　ボクはやみくもに主水君の冤罪を晴らそうとしていた。

　真犯人は誰か、という考えを優先順位の後ろに置いてしまい、考える事を後回しにしていた。確かに真犯人がいるとして、その目的が何なのかがわかれば絞り込みようがある。
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　なので胤正君に言われてみて、じっくりと考え思ったことを口にしてみた。

「……う～ん、うらみを晴らす、とか？」

「恨うらみ……成なる程ほど」

「ほら、主水君ってなんだかんだケンカをしたりすることもあったから、そのせいでうらまれている可能性って捨てきれないよね」

「つまり佐蛹君の考えでは、かつて大木青年にケンカで負けた人間が恨みを持って、復ふく讐しゆうとして大木青年に罪を擦なすり付つけた、ということですね？」

「まあ、そうなるよね……でも他に可能性が思いつかないんだよなあ」

　主水君って、あまり他の人と関わりを持たないから。

　すると胤正君は朗ほがらかに笑って、話を続ける。

「うん。確かにそういう考えは一つありますね。では真犯人が、大木青年に負けた恨みを抱かかえていたとしてですが……」

「うん？」

「その解消方法が大木青年に冤罪をかける、では腑ふに落ちない気がします」

「違うの？」

「――僕は違うと思います」

　彼かれはもう一度お茶で口を湿しめらせると、再び口を開く。

「まず大木青年にケンカで負けた相手が、恨みを持って彼に復讐する場合――今の方法を用もちいてどれ程ほどの満足度があるか？」

「満足度か……どうなんだろう、考えた事もなかったな……」

「これはとても重要な事ですよ。犯罪という大きなリスクを背せ負おって成なし遂とげようというのです。そこには相応の満足度が必要な筈はずですから」

「……停学処分……だと満足しない？」

「さてどうでしょうか……。しかし恨みからの復讐なら、もっと簡単な方法は幾いくらでもあるように思いますね。何より、聞いた限りではかなり多くの段取りを踏ふんでいる。言ってみればとても面めん倒どうな方法を実行しているんです」

　そして胤正君はピッと人差し指を立てる。

「話は変わりますが、共感性というものがあります」

「共感性？」

「相手と同じ経験をし、同じ感覚を味わうことで物事を共有して得られる満足感です。だがこれは正の方向にベクトルが向かった結論で、逆に負のベクトルに向かうと、同じ嫌いやだった思いを相手にもさせたい、という結論に至るものです」

　ボクはそこで手を打った。

「そうか。だとしたら主水君にケンカで負けた相手は、同じようにケンカで負けた悔くやしさを味あわせたいと考えるって事だよね？」

「そういう事になります。そうじゃなかったとしても、考えの発ほつ端たんは大木青年に如い何かにして自分たちのこの痛みと悔しさを味あわせるか、にあります。こういったケースでの復讐によく用いられるのは、自分たちよりも強い人間――例えば年上のケンカの強い者などに頼み込んでの復讐とかですね」

　たしかにそう言われればそうだ。

「だとすると今回のケースは、事件の発端は恨みから来る復讐ではないような気がすると僕は思うんですね」

「……違うって？」

「少なからず、同じ思いをさせよう、という意志は感じません。だとすると恨みから来るものではない、という印象ですかね。たまたま一人で歩いていた高校生を狙ねらったのだとしても、覆面を用意している周しゆう到とうさや、人数の確保、それに大木青年の生徒手帳まで手に入れて現場に残す、という行こう為いはかなり計画的な犯行だと思います。もし仮にその真犯人が御苑高校の人間でなかったら制服を手に入れる、という工程まで入りますしね。これは実行段階で幾度も他者に見つかるリスクを負っている」

「そうだね……ボクもかなり計画的だなって印象はあったけど、胤正君の言っているのを聞いていたら同じ思いをさせてやろう、って感じじゃないよね」

「恨みは怒いかりに端たんを発しています。怒りを発散させるには勢いが必要です。なので時間を置いた怒りは次し第だいに減少傾けい向こうを示します」

「……怒りってそんなにすぐに息切れしちゃうものかな？」

「心理学の分野ではベルギーのフィリップ・ヴァーダイン教授が、感情の持続性についての論文を書いています。ここで一番持続性のある感情は悲しみであると結論付けている。怒りに関しては悲しみの60分の１しかありません」

「え、そんなに少ないの？」

「一説ですから、この数字の信しん憑ぴよう性せいをどうこう言うつもりはありません。ただ僕の考えでは、怒りというのは、瞬しゆん発ぱつ的にエネルギーを大量消費する感情なので、やはりいつまでも持続させるのは難しいのだと思います」

「そっか、怒りや恨みが原因かと思ったけど違うのかぁ……」

「ただ、怒りと恨みは別物です。ちなみに先ほどの論文のデータでは恨みは悲しみの半分の持続性がある。だが恨みというのは大概の場合、怒りの積み重ねによって醸じよう造ぞうされていくもの。だとすると、真犯人は幾度も大木青年に負けて、怒りを蓄ちく積せきし恨みへと変わったという可能性もある。ですが、そんなしょっちゅう喧けん嘩かに負けている相手なら警察でもすぐに目星がつくでしょうね」

「それってつまり、この事件が主水君に対する怒りや恨みからではないって結論だよね？」

「そうなります。恨みではないのは警察が未いまだ犯人を絞しぼり切れていない事から明白です。何より怒りの持続性を考えれば、こんな事件は起こしません」

「え、なんで？」

「先ほども言いましたが、工程が多すぎるんです」

「あ、そっか。実行段階で他人に見つかるリスクが多いっていう事だよね？」

「そうです。今ある事実だけを取ってみても、犯行までの流れとして、人数の確保、覆面の準備、生徒手帳の盗とう難なん、そして実行――と勢い任せとは思えない段取りが四つもある。感情的な犯行というのは、実は殺人事件でも段取りは二つくらいしかないんですよ」

「そうなの？」

「ええ。凶きよう器きの確保と、実行――それだけです。刑けい事じドラマのように幾つもの段取りを踏んだ殺人事件というのは、そう起こる事はない。段取りの数が増える程、人は自分のしている事に冷静になっていくのでしょう。だから罪を犯おかす前に踏みとどまる。誰だれしも自分がしている事が良い事ではない、というのはわかっていますから。一いつ瞬しゆんでも冷静になる瞬しゆん間かんがあれば踏みとどまってしまうものなんです。こと今回のように集団になると、一人が醒さめはじめるとすぐにその流れは波は及きゆうして、計画そのものが瓦が解かいします」

「そっか個人の犯行ならまだしも集団だとそういう事があるのか……」

「偏ひとえにそうとは断定できませんが、傾向はありますね。単独による事件の場合は特に『そんなことで？』と思うような動機で事に及およびますから。そこにはいつも、そうしてしまう要因が偶ぐう然ぜんにも揃ってしまい、結果として魔まがさしてしまう。普ふ段だんなら決して踏み越こえないはずの境界を越えてしまうものなんですよ」

「なんか、そう考えると起こっていてもおかしくない殺人事件があっちこっちにありそうで、怖いね」

　すると胤正君は快活に笑った。

「そうですね。人と人が一いつ緒しよにいれば魔がさす事はあるんじゃないですか？　殺人のような犯罪に至ってしまうのには、自分が意図しない形で物事が揃ってしまい、勢い最後の一線を越えてしまう事なんだと思いますよ」

「――そうなんだ。でも胤正君もあるの？　例えば今は初瀬さんと暮らしてたりして」

「う～ん、僕はないですね。初瀬は僕には過ぎた許嫁ですから」

「あら、私も胤正様にそんな思いを抱いた事はございませんよ」

　うわっ、いつの間にか初瀬さんが後ろにいた！

「お茶のおかわりです」

　そう言って彼女はボクと胤正君の湯呑に急きゆう須すからお茶を注いでくれる。

「ふふふ……ごゆっくりどうぞ」

　そう言って彼女はまた去っていく。なんという身のこなし。全然気が付かなかった。

　完全にビビっているボクを差し置いて、胤正君は話の続きをしだす。

「まあ、円満であるならそれに越したことはないわけです。だけど、今回のこの事件に関しては、怒りのような感情とは別の思いに端たんを発していると考えるべきでしょう」

「そうかあ……」

　でもそうだとしたら、主水君に冤罪を押おし付けたのはいったい誰なんだろう？

　どういう目的で、あんな手のかかる事をやったのだろう？

　胤正君に相談した結果、逆に疑問が増えてしまった。

　すると胤正君が落ち着いた様子で続きを話し出した。

「混乱しているご様子なので話を整理しておきましょう」

「すごく助かります」

「問題は二点。まずは証拠が一つもない事。これは大木という青年が罪を犯した証拠もなければ、していない証拠もないということです。そして学校法人とは法の番人でもなければ司法の人間でもないから、証拠がなくても心象で有罪化し罰ばつ則そくを与あたえる事が出来ます」

「そうなんだよ。でも主水君はやっていない、とボクは思う」

「やけに自信があるんですね」

「……うん、まあ」

「いいでしょう。では二点目。もし大木という青年が冤罪であったとして、真犯人はいったい誰なのか。それが一番の争点であり、そしてそれを見つけ出すことさえできれば、全すべての事件を解決する事が出来ます」

「そうなんだ……でも……」

「方法が見つからない」

　こちらの言おうとしたことを読んでいるように胤正君が言葉を重ねる。

「うん」

「ではまず、何を疑うべきかでしょうね」

「疑うって言っても……」

「佐蛹君がまず疑うべきは大木青年の言動だと思います」

　ボクは思わず言葉を呑のんでしまった。

　だって主水君をボクが疑ったら、誰が彼を信じるんだ。

　すると胤正君はそんなボクの内心の葛かつ藤とうを見み抜ぬいてか、愉ゆ快かいそうに笑って見せる。

「佐蛹君が気にしている事は、僕の考えている事とはちょっと違ってると思いますよ」

「違うってどういうこと？」

「君は大木青年の主張を信じて構わない。だが大木青年の主観的言動はもう一度疑ってかかるべきです」

　ボクは改めて首を捻ひねってしまう。

「それって同じ事じゃないの？」

「いいえ、違います。彼の主張は尤もつともです。ただ彼が自分に抱く主観、自己評価に関しては疑うべきという話です。大木主水という青年を形作っているのは大木青年一人ではない。周りの人間が彼を良くも悪くも評価する事によって、大木主水という人間が出来ている。今佐蛹君が持っているのは大木青年の主観的情報です。だから大木青年の客観的情報も必要になると言っているのです」

「客観的情報っていうと……主水君の友達とかに話を聞くって事？」

「そうです。彼の交友関係などから彼がどのように評価されているのかをもう一度整理する。それらの情報を総合して見えてきた大木主水という人間の姿が事件を解く鍵かぎになるでしょうから」

　なるほど。

　ということは、つまり主水君の周りを調べてみる――ということか。

「それともう一つだけ、付け加えておきます」

「……え？　なに？」

「計画がとても用よう意い周しゆう到とうである事を鑑かんがみて、主犯と実行犯が別である可能性を頭の片かた隅すみに置いておいて下さい」

　主犯と実行犯が別か……考えてもみなかったけど、そういう事もあり得るのか……。

「……わかった。ありがとう」

「たいした力になれませんでしたが」

「いやいや、そんなことないよ」

　用件を話し終えたボクは、胤正君と初瀬さんに玄げん関かんまで送りだしてもらう。

　突とつ然ぜん訪おとずれるボクにも二人はとても親切に対応してくれるのだ。

　そんな胤正君は玄関先まで出ると、ボクに向かってこう言った。

「僕もこの敷しき地ちから出る事が出来るのなら、佐蛹君に協力したいのですがね」

　そう言った彼は少し寂さびしそうに微笑ほほえんだのだった。




　翌日――さっそく主水君の周りの事を調べようと、学校まで来たのだが……。

「そもそも主水君は一いつ匹ぴき狼おおかみなんだよなあ……」

　そう、彼は普段周りに人を寄せ付けない性格なんだ。

　先せん輩ぱいともつるまなければ、クラスメイトとの交遊も避さけていた。

　だから彼の事を知っているクラスメイトというのは、どれくらいいるのかもわからない。

　休み時間もボクはない頭を捻ってウンウン言っていると、

「慶介君！　どうしたんですか？」

　クラスメイトの畠はた瀬せ清きよ子こちゃんが声を掛かけてきた。

「あ、清子ちゃん……今、なんか言った？」

「いいえ、なんだか慶介君がボーッとしてるから、心配になったのです！」

　ああそうか。なんだか申し訳ないな。

「ごめん清子ちゃん。ちょっと考え事をしてて」

　そうボクが言ったと同時に清子ちゃんの目がきらりと光る。

「知ってますよ。昨日はなんだかあっちこっち駆け回ってらしたものね！」

「え？」

「西新宿署に行ってから、お友達の邸てい宅たくまで行って何やらしてらしたんでしょう？」

「うん、まあ」

　なんで清子ちゃんはボクの一日の行動をいつも把は握あくしてるんだろう？

「ふふふ、慶介君の事で知らない事はないんです！　清子は慶介君の全てを知っていますから！」

「そ……そうなんだ」

　時々清子ちゃんの発言に、薄うすら怖い物を感じるのは、ボクが都会の暮らしになれていないからなのかな？

「なんでしたら、清子に相談して下さいまし」

「そ、そう？」

　とはいえここは素直に清子ちゃんにいろいろ聞いてみたい。

　何しろ彼女の諜ちよう報ほう能力は高校生のそれを軽く超こえていると思う時が常々あるからだ。

「あのさ、主水もんど君の事なんだけど」

「大木主水さんですね」

「うん。彼って普段どんな友達と一緒にいるのかな？」

　すると清子ちゃんは少し首を捻る。

「さて……彼はあまり周りと仲良くするタイプではありませんから……」

　やっぱそこは清子ちゃんでも掴んでいなかったか。

「でも、彼、結構ファンが多いんですよ」

「ふぁん？」

　同じ高校生の間で聞きなれない単語が飛び出してボクは目を丸くした。

「ええ。ほら、彼、いわゆる一匹狼でしょう。そういうところに惹ひかれる女性は多いみたいです」

「へえ、そうか……でもなんかそれは納得するなあ」

「まあ……清子は当然、慶介君一択たくでございますので、ご心配はいりませんよ！」

　ん？　それはなに？　ファンって事？

「それにですね、大木君に対して男子からの信しん頼らいも結構厚いようです」

「そうなの？」

「ほら、彼って虐いじめとか見過ごさないですし、ケンカって言っても多勢に無勢な所でも一人で乗り込んでいくじゃないですか。しかも卑ひ怯きような事を嫌きらっているとか、そういう面に一目置いてる方がいらっしゃるみたいですよ」

「なるほど。そうだったんだ」

「そんな一本気なとこを解わかっている人もいるみたいで、仲良くしていなくても、信頼しているって人は多いらしいんです。だから今回の件に関して、学校側の措置に不満を持っている声もちらほら聞こえてきています」

　やっぱそうなんだ。

　学校内でも主水君があの事件を起こしたなんて思っていない人は結構いるんだ。

　そう思うと、今自分がやっている事にも自信が持てるような気がした。

　でもそう考えると、主水君を恨んでいる人間は誰もいない、ということになってしまうじゃないか……。

「慶介君、もしあれでしたら、清子がもっと彼の交友関係を探さぐりますよ！」

「ホント？　でもいつも頼ってばっかで申し訳ないなあ」

「何を言っているんですか！」

　がっしり肩かたを鷲わし掴づかみ。

「は、はい！」

「慶介君が清子を頼ってくれる事こそわたくしが生まれてきた喜び！　我わが世の春！　もっと頼ってください！　頼って貰もらえなくなったら、それはつまり清子の死を意味します！」

　重いっ！

「そ、そうなの？　じゃあ、お願いしていい？」

「はい、喜んで！」

　そんなわけで学校内での主水君の事は清子ちゃんに任せるとして、ボクはもう一度主水君から話を聞いてみようと学校を出る事にした。

　ちょうど下げ駄た箱ばこの辺りまで来たところで、突とつ然ぜん、

「佐蛹だな？」

　と声を掛けられ顔を上げる。

　そこにいたのは大おお河内こうち大たい河が君だった。

　クラスは違ちがうけれど、噂は聞いた事がある。大河内製薬という大きい会社の会長のお孫さんらしく、派手好きな話をよく聞いた事がある。

「なぁに？」

「おまえ、大木主水の事を調べてるんだって？」

「うん。大河内君も何か知ってる？」

　そう聞くと、彼はボクの目を見て不敵に笑う。

「いや……何も知らん」
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　残念、とばかりにボクは肩を落とすと、大河内君はニヒルな笑いを浮かべてこう言った。

「なんであんな落ちこぼれを助けようとしてるんだ？」

「……落ちこぼれ？」

「そうだろ？　教師からの評価も悪いし、生徒の誰も寄りつかない。そんな男を助けても一銭の得にもならないだろう？　それともおまえ、あいつから金で雇やとわれているのか？」

　ボクは大河内君に勢いよく首を振ふった。

「ち、ちがうよ！　うちはお金を貰ってそういう事はしない」

「うち？」

　ああ、違った……いつもの癖くせというか、平三郎さんの口くち癖ぐせがうつってしまった。

「と、とにかく、損得でやってるわけじゃないから」

「ふーん」

　そう言うと大河君は急に興味をなくしたような目をした。

「……おまえもつまらない事に首をつっこむんだな」

「つまらないって？」

「佐蛹、おまえはちょっとは有能な人間だと思っていた」

　返す言葉もなく立たち尽つくしていると、もう興味を無くしてしまったのか大河内君はそのまま踵きびすを返し、校門の向こうへと消えていってしまった。

　ボクはそんな彼の背を見送りながら少し残念な気持ちになる。だって大河君には、主水君が『落ちこぼれ』と見えているからだ。さっきの清子ちゃんの話で、意外にも主水君の味方が多いと思った矢先に、現実を突つきつけられた気分だ。

　ボクはとりあえず一度家に帰って着き替がえをして再び出かける準備をする。

　すると幾いく分ぶん機き嫌げんの良さそうな平三郎さんがのっそり階段から降りてくる。

「なんだ貴様、また出かけるのか？」

「あ、はい」

「何をコソコソ調べているのだ？」

　どうやら今日は人の話を聞けるくらいの状態のようなので、ボクは主水君の巻き込まれた事件について平三郎さんに掻かい摘つまんで話してみた。

　すると平三郎さんは、顎あごを摩さすりながら「ふぅん」と一つ言うと冷蔵庫からアサヒスーパードライのロング缶かんを取りだしてプシュッと開ける。

　ねぇ平三郎さん、まだ昼間なんですけどお酒ですか？

　彼は一気に半分まで呑み干してから、

「――冤罪晴らすのは難しいぞ」

　と言った。

「やっぱ難しんですか？」

「あたりまえだ！　何しろ証しよう拠こがなくても『さわった』って相手が言ったら基本有罪なのだからな！　ふはははは！」

「それ違う冤罪の話でしょ！」

「なんの冤罪を晴らそうとしているのだ？」

「さっき説明したじゃないですか！　また一から説明しないとダメですか？」

　ったく……本調子に戻もどったのはいいけど、戻ったら戻ったでこれだもんなぁ。

　すると平三郎さんはニヤニヤとしながらこう言った。

「ククク……慶介、おまえはなにも見えていないようだな」

「なにも見えていないって……どういうことです？」

「なんだそんな事もわからないでいるのか？　ほんとうに貴様は非の打ちどころのない見事なバカだなぁ……」

　ボクは思わず目を丸くした。

　すると平三郎さんは急に興味なさ気なぼんやり眼まなこになると自室へ戻る階段を上がり始めてしまう。

　そんな彼はこちらを振り向きもせず、こう言った。

「つまり『誰に恨まれているか』だと目星がつかないのだろう？　だったら『誰が得をするか』で考えてみろ」

　そう言って平三郎さんは、そのまま階段の向こうにまた消えて行ってしまった。

　ボクはしばしぼんやりとして、それから、

「平三郎さんがまともな事を言った！」

　とびっくりして声を上げた。





※※大木主水※※






　面倒な事になった。

　佐蛹慶介のやつが、来る日も来る日もずっと俺おれに付いてくるのだ。

「主水君の冤罪をこれで晴らす事が出来るんだ」

　と佐蛹は言うのだが、こんなケンカの一つも出来ないような奴やつと一緒につるんでいて俺の冤罪が晴れるなんて到とう底てい思えない。

　なにより、こいつの話ときたら本当に取るに足らない話ばかりで、放っておけばいつまでも話をしている。

「昨日テレビでね――」

　とはじまったかと思えば、

「主水君、知ってる？　西新宿にとんかつのおいしいお店があってさ――」

　と話が飛んで、

「そう言えばこの前、清子ちゃんがね……」

　と次から次へと、本当にどーでもいいことばかりだ。

　まあ、そうは言っても返答を求める事もなければ、相槌を打たずとも佐蛹は一向に構わないらしく、その辺は楽だと言える。

　それにしてもこんな事がいつまで続くのだろうか、と思ったある日の事だ。

　いつも通り、俺の後ろをひたすらついてきて、どーでもいい話を散々した佐蛹は、突然、街中で周りに聞こえるような声で、

「あ、そうだ、主水君。明日は一緒にいられないんだけど大だい丈じよう夫ぶ？」

　と言った。

　正直、本当に、どーでもいい。なぜ今それを周りに聞こえるように言う？

　俺は無視して勝手に歩き始めた。

　すると佐蛹は俺の返答などいらなかったのかわからないが、そのまま先ほどのどーでもいい話の続きを始めた。

　そして次の日の事だ。

　昨日の宣言通り、佐蛹は俺の所には来なかった。

　どーせ何か用事でもあるんだろう。

　俺はする事もなく新宿の街をぶらついていると、突然見知った顔が目の前に現れた。

「よう、大木」

　そう声を掛けてきた奴の顔を俺は知っている。

　知っているが名前が……なんだっけ……ああ、そうだ、大河内だ。

　大河内大河。確か親だか何だかが製薬会社の上の人間らしく、金持ちの坊ぼつちゃんだって事くらいは誰かが話していた気がする。

「……あんだよ？」

　関かかわるのも面倒だったので無視して歩き出そうとすると大河内はこう言った。

「おまえ、冤罪を晴らしたくないのか？」

　思わず足を止めた。

　こいつ、佐蛹と同じ事を言ってきやがった。

　だから俺は思わず振り返ると、睨にらみ付けるように大河内を見た。

「どういうことだ？」

「晴らしてやるって言ってんだ、おまえの冤罪をさ」

　大河内は利発そうな笑えみを浮うかべる。自分とは違う種類の人間の臭においを感じ取った。

　いわゆる人を使う人間――賢さかしい人間の放つ臭いだ。

　俺はこういうタイプが嫌いだ。

　賢かしこい人間が嫌いという訳じゃない。見下すようなその顔が嫌いなのだ。

　少なからず、ここ数日俺の周りをひたすらちょこまかついてきて、無む駄だな話を延々と続けたあいつとは全く別のタイプ。

　同じように冤罪を晴らすという言葉なのに、こうも響ひびきが違うのはどういう事だろうか。

「晴らすって、どうやるんだよ？」

「そこまで教える義理はないさ」

「ふんっ、てめぇだけが知ってりゃいいってか？」

「そうだね。だが、僕ぼくの言う通りにすれば、君の冤罪は晴れる。この心象だけで決まってしまった不当な君への扱あつかいが覆くつがえる――そう言っているんだが？」

　やはり嫌な感じがした。

　今度は本能的なものだった。

　こいつには関わってはいけない、という動物的な勘かんが働いたのだ。

　意図したわけではないが、ケンカ沙ざ汰たを幾いく度どか起こしてきた俺には、そういう勘が鋭するどくなる時がある。時として逃にげねばならない事だってあるからだ。

　蛮ばん勇ゆうをよしとは思っていない。

　臨機応変、どんな時でも相手を見定めて動かなければならない。

　そんな俺の勘はこの男には関わるなと言っているのだ。

　だが大河内はニヤニヤとした笑みを浮かべてこちらに近づいてくる。

「どうだ？　了りよう承しようしてくれるかい？」

　そう言ってきた奴の言葉に、俺は眉まゆを捻った。

「どうせ……タダでって訳じゃねーんだろ？」

　すると大河内は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をすると笑い声を上げた。

「へえ、中々鋭いじゃないか。バカじゃないんだね、君は」

「てめぇみてぇな、ずるがしこい奴が多くってな」

　牽けん制せいするようにそう言うと大河内はその笑みを引っ込め静かにこう言った。

「僕の下につけ」

　それが条件だった。

　だが、この段で俺は何か言いしれぬ物を大河内から感じ取った。

　彼の後ろに途と轍てつもなく巨きよ大だいな欲望の塊かたまりのような物が見えた気がした。

　どんな理由で俺を下につけたいのかはわからない。学校内であぶれた不良を配下につければ教師たちからの受けがよくなるとでも言うのか？

　いや、そんな吹ふけば飛ぶような理由じゃない。

　こいつが抱えているものはもっと別のものだ。

「……その申し入れは断らせてもらう」

　すると大河内は鼻白んだような顔をする。

「何な故ぜ？」

　冷れい徹てつな目が心の中まで読み通すかのように突き刺ささる。

　怯ひるんだらいけない。こういう人間は、相手の弱みに付け込んで徹てつ底てい的てきに貶おとしめる術すべを知っている。だから俺はこう返した。

「――友達がいるんでな」

　それだけ言うと俺は踵きびすを返し、その場を後にしようとした。

　これ以上、こいつとは関わりたくない、そう思ったからだ。

　そんな俺の背に、大河内の高笑いが響く。そして奴は最後にこんな言葉を投げつけてきた。

「そうか！　一匹狼の君が友達ね！」

「…………」

「でも、いいのかい？　その友達、無事では済まないと思うよ！」

　俺は思わず振り返った。彼は勝かち誇ほこったような笑みを浮かべ、俺の前から去っていく。

　そうだ――わかっていた。

　こういう人間は、自分に付き従わない者には徹底的に冷徹になるのだと。

　俺は最後の最後、とんでもない所で選せん択たくを間ま違ちがってしまったのかもしれない。

　今、俺があいつの下に付くと言ってももう遅おそい。

　奴は決断し、それを実行に移す。

　それがいったい誰に向くか――そんなのあいつしかいない！

「慶介！」

　その名を呼ぶとすぐさま走り出した。一人ではどうにも出来ない。すぐに慶介の居場所を確かく認にんしなければ。

　あいつは今日は用事があると言っていた。

　なんだよ、用事って！

　クソッ、こんな事なら携けい帯たい電話の番号を聞いておくべきだった。

　あいつの無む駄だ話ばなしを必死で思い出す。新宿に住んでいるという話はしていたが、どこに住んでいるかまでは聞いていない。だが、話の中にヒントがあったはずだ。

『――あのね、清子ちゃんがね……』

　そうだ畠はた瀬せ清きよ子こ――あいつと仲がいいような話をしていた。クラスでもよく畠瀬があいつの近くにいたはずだ。俺はそう考えると同時に学校へ走り出す。

　校門を抜ぬけたところで、

「おい、大木！　おまえ停学中だろう！」

　と教師に声を掛けられたが振り切って自分のクラスまでやって来る。

　まだ下校していなければ畠瀬がいるはずだ。

　運がよかったのか、教室にはクラスメイトの女子と話をしている畠瀬清子の姿があった。

　話をしている女は何故か涙なみだながらにハンカチを目に当て、それを聞いている畠瀬はフンフンと相あい槌づちを打ちながら筆を走らせていた。

「にゃるほど。主水君に振られたんですね。ご愁しゆう傷しよう様さまです、ケシシ……」

　飛び込んでいって畠瀬の肩を掴つかむ。

「おい、畠瀬！」

「おわっ！　なんですか！　ものまね大賞でご本人登場みたいなタイミングで!?」

「うるせえ。慶介の家はどこか知っているか？　それにあいつの携帯番号も！」

「―――まあ、知っていますけど、それがどうしたんですか？」

「教えろ」

「ほほう……まだ清子も慶介君のお宅には伺うかがったことがないというのに……」

「いいから教えろ！　あいつがあぶねえかもしれねえんだ」

　そこまで言うと、畠瀬の顔色が変わった。

　彼かの女じよは自分の携帯電話を取り出すと、短縮ダイヤルのボタンを押して耳に当てる。しかしいつまでたっても、向こう側が出る事はない。

「マメな慶介君が清子の電話に出てくれませんね……」

　訝いぶかしがるような目を向けるも彼女はメモ帳に住所を書きつけると、それを渡わたしてくる。

「慶介君はいろいろ危ない事に首をつっこむ癖へきがあります。こと、今、慶介君が調べてらっしゃるのは、あなたの事案について……もし慶介君に何かあったら、清子は全精力を以もつて大木君の人生を踏ふみにじりにかかりますよ」

　目の据すわった彼女の視線を真っ向から受け、俺は頷うなずき返す。

「絶対に守ってくださいまし」

　真しん剣けんな眼まな差ざしの畠瀬に俺は頷き返し、メモを受け取るとすぐに学校を飛び出した。

　俺はメモにある住所の方角に向かって走り出す。

　そこは歌か舞ぶ伎き町ちようのど真ん中。ゴジラの顔が見えるぼろいビルの前で、俺は半信半疑、そのフロアのエレベーターの階を押す。

　ノロノロとエレベーターは上じよう昇しようし、ようやく目的の階まで到とう着ちやく。

　そして開いた目の前に飛び込んできたのは、緑色のテーブル。

　いわゆる、ポーカーとかブラックジャックをするためのテーブルだろうか？

　もしかして俺は階を間違えたのかと思っていると、そこへ二十代の男が勢いよく飛び出してきた。

「まだ開店してないぞっ！　何者だ貴様！」

　整った顔立ちで怜れい悧りな瞳ひとみをした男は、俺を見るや嫌いやな顔をする。

「チッ！　カチコミかと思って期待したのにガキではないか！　ここはガキの来るところではない！　立ち去るがいいっ！　家に帰ってママのおっぱいをねぶるように吸っていろ」

　俺は舌打ちを一つして踵を返す。どうやら階を間違ったみたいだ。

　だが突然、男が俺を呼び止めた。
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「おい、ちょっと待て」

「……あんだよ？」

「おまえ………大木主水だろう？」

　突然見ず知らずの男から名前を言われて、俺は目を剥むいた。

「な、なんだよ、てめーは？」

「ああ、慶介の言っていた人相と瓜うり二ふたつだ。その反応は正解だな？」

　こいつ、慶介を知っているのか？

「――ところで貴様はこんな所に何をしに来た？　慶介になにか用か？」

　俺は急いで、ここまでに起きた事をこの男に話した。

「ははぁん、なるほど」

　訳知り顔で、にやつく男に俺はもう一度舌打ちをする。

　しかしこいつは全く動じるそぶりも見せず、

「貴様、利用されたんだな！　フハハハ！」

　と高笑いをした。

「貴様は一匹狼で女子人気もあって、その上一目置いてる男らもいるというじゃないか！　それを配下に出来れば黒幕の株があがるだろう。慶介はそう踏んで毎日おまえに付きまとっていたのだろうな」

「なんでそれを知ってるんだ？」

「まあ、あのクズの考えそうな事だ。おそらく毎日付きまとって、おまえを配下に加えたい奴の動向を探ってたのだ」

「俺を配下に加えたい奴だと……」

「そうだ。そいつはきっと貴様に幾度か接せつ触しよくしようとしたはずだ。だが毎日おまえの周りを慶介が引っ付いて歩いていたから、件くだんの相手は接触できない」

「そのために慶介はわざと俺に……？」

「それ以外に何の理由がある。貴様の事件の黒幕を焦じらして行動を起こさせるためにきまっているだろう。だから、わざわざ『明日は僕いないよ』とか街中で言ったんじゃないか？」

　まさにその通りで、俺は返す言葉もなかった。

「そうなれば、次の日には慶介がいない。だから、おまえを配下につけたい奴は接触してくる。そいつが誰だれなのか慶介は探ろうとしてたのだろう！」

　俺は咄とつ嗟さに大河内大河の姿が頭に浮かんだ。

　すると男はけだるそうに立ち上がり、エレベーターに向かって歩き出す。

「ま……頭カラッポの慶介にしてはよく頑がん張ばったとだけ言っておこう。だが敵の方が一枚上手だったな」

「なに？　どういうことだよ」

　男は質問に答えず不敵に笑うと、車の鍵を持ってエレベーターに乗り込む。俺は、置いてけぼりを食くらいそうになったので、急いでエレベーターに身体からだを滑すべり込ませると、

「なんだ？　貴様もいくのか？」

　と問いかけてくる。

「当たり前だろうが！　俺のせいで慶介があぶねえかもしれねえんだ！」

「くくく……それはまた義ぎ理り堅がたい事だな」

「どこかわかんだろ！　連れてけ！」

「口の利きき方かた知らんガキだな。嫌いじゃないぞ！　フハハハ！」

「うるせえ！」

　言い合っているうちに月つき極ぎめの駐ちゆう車しや場じように到着し、男が軽自動車に乗り込む。こいつがなんと言おうと、向かうのは慶介のところだ。無理やりにでも車に乗り込むと、男は別に追い出そうとはしなかった。

「で、どこなんだよ、慶介は？」

「中央公園だろう！」

「なに？」

「出かける前に慶介に電話がかかって来て、中央公園に一人で来いと言われたらしい。今日おまえに接触してきただろう奴とは別の人間だろうがな！」

　それ……どう考えても罠わなじゃねえか……！

「おまえ、それで慶介を一人で行かせたのか？」

「当たり前だ！　どうせ大丈夫だろう！　だが面おも白しろそうだ！　見物に行こうじゃないか！　ハハハハハ！」

　なんでこの状じよう況きようでそう思えるのか不思議なくらいだ。

　だがこの男は言葉通り平然とした様子でハンドルを握にぎっている。

　車は靖やす国くに通りから青梅街かい道どうに入り、都庁の横を過ぎて新宿中央公園へと到着する。

　木々が茂しげる遊歩道だが、人の姿が少ない。

　車を降りた男はそのまま公園へと入っていくので、俺もそれに続いた。

　と、見えてきた遊歩道の広場に、慶介は立っていた。その周りには、八人の男が取り囲んでいる。

　するとここまで車を運転してきた男は、

「ケンカだ、ケンカだ！　クハハハ！　派手にやるがいい！」

　と自分も交ざる気満々の気配を放つ。こいつ慶介の事なんか考えてねえな……。

　とにかく俺も加勢して―――と、思った矢先、男の一人が慶介の顔面を殴なぐりつけ、慶介の小さな身体が吹き飛んだ。

「くそっ！」

　これ以上はさせねえ、と俺は全力で走る――と、その時である。

「傷害の現行犯でおまえらを逮たい捕ほする。そこを一歩も動くなよ！」

　まさかの警察が介かい入にゆうしてきやがった。どこに隠かくれていたのか、無数の私服警官たちが慶介を取り囲んでいた男たちを次々にしょっ引いていく。途と端たんに一いつ緒しよに来た男が怒おこりだして警察に向かって行った。

「おい、こら！　札沼！　おまえ、俺が暴れてから逮捕しろ！」

「ああ？　うるせえ！　おい、こいつもしょっ引いて豚ぶた箱ばこに入れておけ」

「貴様ああぁぁっ!!」

　警察との乱らん闘とうが始まる。俺はそれを遠目に見ながら、

「なんだこれは」

　とただ見守る事しかできなかった。





※※※※






　うう……ほっぺたがヒリヒリする。

　ボクは腫はれた頬ほおを摩りながらトボトボ登校する。

　事件が解決して、警察署の少年課から主水もんど君が冤えん罪ざいであるという報告が正式に学校に行って、学校側からは主水君に丁てい重ちような謝罪が為なされた。

　主水君の停学に関しても、事実上なかった事になる訳だけど、かくいう彼かれ自身が、『ただで学校を休んでられた事になるな』と平然とした様子だった。

　過ぎた事をグチグチ言わない主水君は、教師にも平然と笑って見せたのだ。

　かっこいいなあ。

　むしろ停学を言い渡した先生の方が幾いく分ぶん気まずそうなくらいだった。

　さてそんな主水君に、その後の事を報告しに行った時の事だ。

「結局、誰に雇われたのかはわからないんだって」

　主水君に冤罪を押おし付つけようとした青年たちは誰かから金で雇われたらしい。

　でも雇い主とはネット上のＳＮＳで知り合っただけで、顔を見た事もなかったのだそうだ。お金の受うけ渡わたしに関しても、ネットマネーカードの番号を携帯の写真機能で撮って送って来てそれを換かん金きんしたのだそうだ。

　覆ふく面めんや御ぎよ苑えん高校の制服、そして主水君の生徒手帳は、運送業者によって主犯格の家に直接送られてきた。警察での調査で運送業者への確認がなされたけど、配達伝票の確認は結局出来なかったらしい。

　運送業者が記録を紛ふん失しつしてしまったのか、それとも主犯格の家に来た運送業者がニセモノであったのか――それはわからずじまいとなってしまった。

　なので主水君を陥おとしいれようとした真犯人がいったい誰なのか、それは藪やぶの中。

　一連を話し終わると、主水君はボソリと、

「……雇った人間ね……」

　とちょっと顔を顰しかめた。心当たりがあるのだろうか、とも思ったけどその顔があまり聞いて欲ほしいという感じではなかったので、それ以上は聞かない事にした。

　もしかしたら、ボクが呼び出されている間に、黒幕が主水君に接触したのかもしれない。

　そうなるように、ボクなりに仕組んだんだ。

　それで黒幕と話して冤罪を晴らそうとしたんだけど……。

　まあ、その前に呼び出されてしまったのだ。

　胤正君からの助言で、主犯と実行犯は別、というのが頭にあったからボクはどちらを選択するか迷った。

　たぶん電話をかけてきたのは実行犯。

　そして主水君に接触するのが主犯だろうと考えていたからだ。

　悩なやんだ末、ボクは実行犯の方を捕つかまえようと考えたんだ。もし黒幕がわかっても、証拠がなければ主水君の冤罪を晴らす事は出来ない。だとしたら、実行犯の方に鎌かまをかけるしかないと考えたんだ。だからカジノを飛び出すと同時に、警視庁の札沼さんに連れん絡らくを入れた。

　現行犯逮捕をお願いすると、『一発は殴られる事になるぞ』と言われたけど、まあ仕方ないと観念したわけだ。

　そんな説明をしていくと、主水君は別段興味なさげに「ふーん」と鼻を鳴らし、

「……でさあ」

　と何か腑ふに落ちない顔をしてボクを見た。

「俺が一番わからないのは、おまえなんだけど」

「ボク？　何がわからないの？」

「なんで俺を助けようとしたわけ？　周りから一いつ切さい信しん頼らいなんてされてない不良扱いの生徒の冤罪を、どうして信じる事が出来たんだ？」

　いやいや、主水君。君が思っている以上に、信頼している人は多いよ。

　でもね、ボクはそういうのとは違う理由で、主水君を信頼する理由があったんだ。

「だってボクが初めてこの街に来た時に助けてくれたのは主水君じゃないか」

　そう言いながら、ボクは自分の財さい布ふを出して見せた。

　財布からは花園神社のお守りが揺ゆれていた。

　主水君は何か思い出したような驚おどろいたような顔をして、それからすぐに目を逸そらし頭をかくと、

「……覚えてねえよ」

　と不ふ機き嫌げんそうな顔をしたのだった。
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第三話　深夜の窃盗団







「俺はヤダぞ。あいつと話してると、背中がかゆくなるんだ！」

　今日も今日とて平へい三ざぶ郎ろうさんのわがままが炸さく裂れつするのである。

　というのも、今回の依い頼らい主ぬしが零れい栓せん院いん胤たね正まさ君だからだ。

　なんだか知らないけれど、とにかく平三郎さんは胤正君に苦手意識を持っている。

　平三郎さんは苛いら立だたし気にマルボロを一本取り出し火を付けた。

「まったく、いい気分でいたというのに、よりによってあのクソガキから連絡が来るとは」

　たしかに最近の平三郎さんはとても上じよう機き嫌げんで、滅め入いったりする様子もない。

　依い頼らいが来るならこういう時がいいなぁ、と思った所へ飛び込んできたのは相あい性しようが良くない胤正君からの物だったわけ。

「何がいやなんですか？」

「いいか！　あいつの話し方は一々回りくどいのだ。しかもどうとでも取れるような事をふわふわ言いやがって。結論だけ言えばいいんだ」

「それは胤正君が論理立って順番に話すからで、しかも可能性の話が基本で、思い込みで断定とか平三郎さんみたいな事をしないからですよ」

「それがいやだと言っているんだ！」

「まったく、いい年して中学生に会いたくないとか恥はずかしくないんですか？」

「恥ずかしくない！　それにだな、あいつの家の庭は広すぎるんだ。あれが一番気に入らん」

「まあ、平三郎さん、何度か遭そう難なんしかかってますからねぇ……」

「そんなんじゃない。あれは探検をしていただけだ！」

「そうですか……」

　いい年して人ん家ち探検とか、子供じゃないんだから……。

　まあ、こうと言ったら聞かない平三郎さんだから、無理に引っ張って行ってもどうせふて腐くされて隣となりの部屋でごろ寝ねしたりして、初はつ瀬せさんにいらん気づかいさせたりするだろうし。

　とりあえず話はボクが聞いてこようか……。




　歌舞伎町の事務所を出てゴジラの顔を背に歩いていくと、ちょうどドン・キホーテの前でじいやさんがお出で迎むかえに来てくれていた。

「あ、すいません。わざわざ来てもらうなんて」

「いえいえ。今回は坊ちゃんからのお願いと言うことですし、左さ程ほどの距きよ離りではございません」

　まあ、たしかに歩いてもすぐの距離なのは間違いない。

　靖国通りから新宿通りのアルタの方に出て、そこから四谷方面に歩けばすぐだ。

　だけど、せっかく来てくれたのでご厚こう意いに甘あまえさせてもらおう。

　そんなわけでじいやさんの運転するＢＭＷは瞬またたく間まに胤正君の邸てい宅たくのある広大な庭へと入っていく。時期もよく、緑が豊かになって来ていて、ピクニックに来たいくらいの光景だ。

　そうして胤正君の邸宅に着くとじいやさんが先導して、ボクを中に招き入れる。

「今日は初瀬様はいらっしゃりませんので」

「え、そうなんですか？」

「はい。林間学校だそうでございます」

　時々忘れそうになるが、初瀬さんはまだ中学一年生なわけで、学校に行ったり行事に参加しているのは至し極ごく当然なのだ。

　すると土間まで胤正君自らが迎むかえに上がってくれた。

「悪いですね。そういう訳で男ばかりで不ふ手て際ぎわがあるかとは思うけれども、許してください」

「坊ちゃん。でしたらこのじいやめが、お茶をお淹いれいたします。ご心配などなさらずとも」

「じいやは心しん配ぱい性しようだな。ゆっくりしてくれたらいい」

「いいえ。なにぶん初瀬様がいらっしゃってからというもの、じいやにはやるべき事がたいへん少のうなって、心苦しいばかりでございました。今日は腕うでに縒よりをかけた夕ゆう餉げを用意させていただきますので、どうぞ佐さ蛹さなぎ様も食べていってくださいませ」

「あ、えっと、どうも」

　やる気満々のじいやさんにボクはペコリとして奥おくの間へ通される。

　いつも胤正君がいる座ざ敷しきに通されるとおもむろに胤正君はリバーシのマス目板をだした。

「まあ、これでもやりながら」

　と言った胤正君は、年相応の少年らしく笑った。白と黒の駒こまを並べてゲームを始めると、胤正君はボードから目を上げ徐おもむろに口を開いた。

「急にご足労願って申し訳ありませんでした」

「いやいや、いつもお世話になっているのはボクの方だし」

　慌あわててそう言うと胤正君はにっこりほほ笑む。

「そう言ってもらえると幾分気持ちが楽です」

　いやこれは謙けん遜そんなんかじゃなくって、ホントいつも胤正君に助けてもらってるからなんだけどね。

「実は仕事の依頼で僕の手に余る案件でして」

　そう言って胤正君は黒い駒を置いて、ボクの白い駒を裏返す。

　胤正君は現在14歳さいだが既すでに外国の大学を飛び級で卒業していて、その上で警視庁からコンサルタントとしての仕事を請うけ負おっている。

　コンサルタントというのは、特別な事案に対して専門家とかそういう人たちが捜そう査さ協力をする、と言った事だ。

　胤正君の場合は知的犯罪などで助言をするコンサルタントとして警視庁の本庁からも依頼を受けている。当然ながら西新宿署の札ふだ沼ぬまさんや禅ぜん定じようさんとも知り合いなのだ。

「ご存じの通り、僕はこの自分の敷しき地ち内ないから出る事が出来ません。だけど今回の案件は少し下調べが必要でね。そこで佐蛹君にお願いしたいんですよ」

「そうなんだ？　うん、もちろん平三郎さんも大丈夫だと思うし。で、どういう事件なの？」

「ええ……実は連続的な窃せつ盗とう事件なんです」

「窃盗？」

「そう。かならずその事件は数ヵ月に一度、しかも同じ日に連続して起きる」

　窃盗と言っても種類はさまざまだ。

「今回起こった窃盗事件は、基本的に新宿駅西口、南口、東口にあるお酒を出す飲食店の前で酔よいつぶれている人間から財布を抜き盗とるといった種類の犯罪なんです」

　あれ……なんかどこかで聞いたような……。

　そうだ、ゲイバーの店主の花はな巻まきさんから少し前にそんな話を聞いたんだ。

　確か、窃盗団が出るから気を付けろって。

　その話を胤正君にすると、彼は袖そでの手を入れて笑った。

「そうですか。知っていましたか。それなら話ははやい」

「あ、でも、ホント噂うわさの範はん疇ちゆうで、具体的に知っているってわけじゃ……」

「いえいえ、十分ですよ。まあ、この手の酔よっ払ぱらいからお金を巻き上げるという犯罪は古今東西、それほど珍めずらしい訳じゃありません。特に新宿なら尚なお更さら」

　たしかに深夜の新宿には、酔いつぶれて路上でぐったりしている人の光景はよく見かける。

　ヘタをすると冬の氷点下の日でも、平気で寝ている人もいるのだから、財布を抜くのは容易たやすいかもしれない。

「ただ少しこの事件は他ほかの窃盗事件とは異なっている所があります」

「それってどういう？」

「同じ日に、連続して起こっているようなんですよ」

「ってことは、やっぱ……組織的な窃盗団って事かな？」

　すると胤正君は肯こう定ていするでもなく、曖あい昧まいに笑って黒い駒を置く。

「警察側でもそういう線で捜査をしているみたいですね」

　でも胤正君はそれに納なつ得とくがいっていない様子である。

「組織的な犯行じゃないかもしれないの？」

「現在の情報からだと、組織的な可能性が大きい――というだけですね。資料を見る限りだと、深夜の２時半から３時にかけて、立て続けに三件けん起こっているケースもあるようですし。しかもその移動距離と犯行時間を考えると、ちょっと一人でやっているとは思えません」

「でも車やバイクを使っているとかは？」

「乗り物は目立ちますからね。最悪ナンバーを控ひかえられることだってある」

「……そうか。確かに車とかって犯罪にはリスクが高いね」

「はい。それに目もく撃げき情報からも、そういった同一の不ふ審しん車しやというのは挙がっていないようですから、車を使っている線は除外していいと思います」

「……それで組織的犯行か。ちなみにこれって札沼さんからなの？」

　札沼さんは警視庁の刑けい事じさんだ。ボクも幾度もお世話になっている。

　でも胤正君は首を横に振ふる。

「いや、窃盗などの犯罪は捜査三課の管かん轄かつです。なので、今回の件を札沼さんは知っているとは思いますが、関わってはいないはずです」

　う～ん、となると詳くわしい事を聞こうにも難しいか――と、ボクは首をひねりながら最後の白い駒を置く。途端に盤ばん上じようの黒かった場所が次々に白に変わり、

「参りました」

　と胤正君が会え釈しやくするように目礼した。

　何も考えてなかったのに、また勝たせてもらってしまった……。

「――なんとなく状況はわかったけど、でもボクらは何したらいいんだろう？」

「はい、それなんですが………」

　そう言って胤正君が差し出したパンフレットにボクは目を剥いた。

　だってそれは、売り出し中のアイドルのライブに関する物だったからだ。




　大音量で鳴なり響く音楽に、ミラーボールから照りかえされる光。

　赤や青の照明が交こう互ごに光を放ち、ステージを華はなやかに彩いろどっている。

「みんなー！　今日は、あたしのために来てくれてありがとう！　アリア、めっちゃうれしーよー！　がんばっちゃう！」

　煌きらびやかな衣装を身に纏まとってステージ上で踊おどるのは、ボクの知らないアイドルの女の子。

　名前は――瓜う生りゆうアリアさん。芸名……なのかな？

　さて、そんなボクの隣では……。

「………………チッ………………チッ………………チッ」

　ずっと平三郎さんが六秒おきに舌打ちしているのである。

　いや、うん、平三郎さんがこういうところ苦手なのは知ってます。

　あと煙草たばこ吸いたいんでしょ。けど、ちょっと我が慢まんして下さい。

「なんで俺おれはあんな頭が悪そうな女の頭が悪そうな曲を立て続けに聞いて、そのうえ中身がすっからかんのトークショーまで聞かねばならない？　どうせあの女は楽屋裏では机に足を放ほうり出だして煙草を吸いながら暴言とタンを吐はくような奴やつだぞ！」

「アリアちゃんは未成年ですから！」

「ちゃん、とか付けるな、気持ち悪い！　まったくこんなつまらん物を延々と我慢して見なければならないのは拷ごう問もんだぞ！」

「ちょっと、周りに聞こえますから！」

「聞こえて困る事はない！　事実だ！　現実だ！　受け止めろ！」

「事実だろうが何だろうが、今日は我慢して下さい！　胤正君の依頼なんですよ」

「あのクソガキっ。よりによってこんなカス共の掃はき溜だめにこの俺を送り込むとは」

　そう、胤正君からの依頼というのは、この売り出し中のアイドルのライブに行く事だった。先ほどの話の流れで、連続窃盗団を追うことになるのかと思っていたら、急に胤正君はこのアイドルのライブに行ってきて欲しいと言い出したのだ。

　ボクだって耳を疑ったよ。

　そもそも胤正君ってアイドルとか興味なさそうだし。

　ただこの娘このライブに行ってくれと頼たのまれただけなのだ。

　ってか、もしかしてこのアイドルの子が窃盗の犯人なのかな？

　う～ん、そういう風には見えないけどなぁ。

　でもよく聞くけど、売れっ子になるまでは、それはそれは苦しい生活を余よ儀ぎなくされる、なんて話はこういった夢を追いかける業界では枚挙にいとまない。

　そう考えると、こうして舞ぶ台たい上で綺き麗れいな照明の下で笑え顔がおを振りまく彼女だって、そんな苦難の道を歩いている途と中ちゆうなのかもしれない。

　ボクは入り口でもらったパンフレットをもう一度見てみる。

　自分の記き憶おくの引き出しを開けていっても、瓜生アリアという名前は、やっぱ聞いたことがない。

　いや、そもそもボクもアイドルにハマったりする性た質ちじゃないしなあ。

　どれくらい有名なのかもちょっとわからない。

　この高田馬場のライブスタジオは超ちよう満まん員いんだし、お客さんもかなり入れ込んだ応おう援えんをしている。つまりはすごく盛り上がっている。

　人数は百人を超こえているだろうか？

　すごいんじゃないの？　これって？

　ライブが終わると、ボクと平三郎さんは、さてどうしたものかと考えた。

　もし瓜生アリアちゃんがこの窃盗事件に関かかわっているのだとしたら本人から話を聞きたい。

　とはいえ、ボクらはただのお客。

　スタッフさんに事情を話したところで、本人と対面できるとは思えない。

　と、ちょうどいい事に、ライブ後の物ぶつ販ぱんコーナーでは、ご本人が自ら売店に立ち、サイン入りのＣＤを販はん売ばいしていたのだ。

　これはチャンスとばかりに、ボクと平三郎さんは顔を見合わせ物販の列に並ぶ。

　ようやく順番が回って来て、今回発売のＣＤを一枚買うと、

「ありがとうございますぅ！」

　とアリアちゃんが満面の笑えみでサインと一緒に、握あく手しゆをしてくれた。

　なんか、いい娘こだなぁ。

　こんな娘が窃盗なんて……とボクは全く以もつて探たん偵てい向きではない思考をしていると、横から平三郎さんが、

「貴様、ノドが枯かれていたがあれでいいのか？　聞き苦しいだけだぞ」

　などと平然と言ってしまう。

　やめてよっ！

　ボクは慌てて平三郎さんを止めようとするとアリアちゃんはテヘッと笑って、

「バレちゃいました？　わからないかなって思ってたんですけど？」

「あんなもん、すぐにわかるに決まってんだろ。オペラだったら観客が怒りだして客席をぶち壊こわすぞ」

「へへ、実はＣＤ販売に合わせて、あっちこっち回ってたんですぅ。アリア、今が頑張り時と気合入れて臨のぞんだのです！」

　平三郎さんの無礼千万な指し摘てきにもアリアちゃんは全く動じることなく、照れるように笑って見せた。

　かわいい！

　うん、これはファンの人たちが熱ねつ狂きよう的てきになるのも頷うなずける。

　そんなこんなで、握手をしてボクらは列から抜け出ると入り口のところで話をした。

「いい娘でしたねぇ」

「おいその溶とけだした合成樹じゆ脂しのような顔をこちらに向けるな。人としての尊厳が下水まで流れ出しているぞ！」

「ひどいですよ！」

「ひどくない！　貴様は頭がゆるいから、あの頭のゆるそうなアイドルごときでヘラヘラしていられるんだ。いい加減に目を覚ませ！」

「いいじゃないですか。アリアちゃん、かわいいんだし！」

「キモッ！」

　どんな罵ば倒とうよりもその短い言葉が一番ダメージデカいです。

「ところで……どうでした平三郎さん」

「どうって何が？」

「いや、何がじゃないですよ！　ほら、なんかあやしいとか、嘘うそ吐ついてるんじゃないかとか、そういうの感じ取りませんでした？」

　すると平三郎さんはハァ？と顔を歪ゆがめる。

「貴様の脳のう味み噌そがゴミ溜ためだとは思っていたがそこまでとはな！」

「相変わらず言ってくれますね……」

「俺は超ちよう能のう力りよく者しやではないんだぞ。あれだけの会話で、何がわかると言うんだ？　しかも話したのは喉のどが枯れているとかそんな話で、嘘を入れる理由すらないじゃないか」

「そ、それはそうですけど……でもなんかわかったのかなと思ったんですが」

「わかるわけがない！　そもそも、おまえがボンヤリしているのがいけないんだ。人様に聞く前におまえはどうなのだ？　何かわかったとでも言うのか？」

「……いや、かわいいなあ、と思っただけで……」

「見た事かっ！　まったく色ボケバカの貴様は、女と見ればすぐにホイホイ鰹かつおの一いつ本ぽん釣づりをされおって、結局何も見ていないじゃないかっ！　嘆なげかわしいっ！」

「そんな、ひどいですよ。だったら、平三郎さんだって……」

　と不毛な会話をしている時だった。

　突とつ然ぜん、ボクらの所に幾いく人にんかの人が現れると、

「君たち初めてだよね？」

　と声を掛かけてきた。見た所、スタッフの人ではなく、まず間ま違ちがいなくアリアちゃんのファンの人だろう。ボクは突然の事にしどろもどろになりながら、

「は、はい」

　と答えると、彼らはニヤリと笑みを浮うかべる。

「やはりそうか。初めて見る顔だが、ライブは初めてなのかい？」

　そう問われてボクは咄とつ嗟さに、

「はい。アリアちゃんのライブに一度は来ようと思ってたんで、すごく感激です」

　とペロリと言ってしまう。

　ボクの悪い癖くせだ。

　でも嘘ではないんだ。胤正君に事前情報として音楽を聞かせてもらって、いい曲だなあと思ったのは事実なのだから。

　でもファンの人たちはそんなボクに、意外にも親切だった。

「そうか。実はこれから瓜生ちゃんのファンのみんなでオフ会に行こうと話していたんだが、君もどうだい？」

　いやいや、そんなとこ言ったら、それこそ今の口から出まかせがすぐにバレてしまう。

　咄嗟にボクは首を横に振ろうとしたのだけど、横からするっと出てきた平三郎さんが、

「よかろう！　行くぞ！」

　と言い出したのである。

　ボクは目が飛び出さんばかりに仰ぎよう天てんして口をパクパクしていると、ファンのリーダー的な人がにこやかにやってきた。

「緊きん張ちようしなくていいよ。僕らもこうやって瓜生ちゃんのファンが増えるのが嬉うれしいんだ。特に君みたいな高校生とか学生さんは、まだあんまりいないから余計にね」

　と言った。

　う～ん、これはもう行くしかないのだろうか？

　そう思いながら、ボクと平三郎さんは流れに逆らうことが出来ずに彼らについて行く事になった。

　ファンの集つどいは高田馬場の駅が見える近くのサイゼリヤで行われた。

　みんな食事とドリンクバーを頼んで落ち着くと、今日の戦利品を確かく認にんしだす。

　大きな紙かみ袋ぶくろからは、今日の物販コーナーで売られていた、あらゆる商品がテーブルの上に並べられていく。

　ちょっと恥ずかしいかもしれない。

　でも彼らにとって、これは外ほかでもなく宝ものなのだ。

「佐さ蛹さなぎ君は何を買ったんだい？」

　そう問われて先ほど買ったＣＤを取り出してチラリとだけ見せる。

「………えっとこれを……」

「おお、それは今日発売のニューシングルだな。俺も買ったよ」

　そう言ってファンの一人は、机の上にボクが買ったのと同じＣＤを十枚出したのである。

　しかも全部同じもの。

　ボクはよくわからず目を白黒させてしまった。

　すると、他の席からは、

「ほほう、十枚か……だが俺は……」

　と言って取り出したＣＤの数、約三十枚。

　えっと、ちょっと待って……なに？　なんで？

　どうして同じものをそんなに買うの？

　もしかしてあの有名なアイドルユニットみたいに、握手券とか入ってるんだっけ？

　いやいや、だって物販コーナーで、普ふ通つうに瓜生さんは握手してくれたし……。

　すると今度はボクに声を掛けて来てくれたあのリーダーっぽい人が、にやにやしながら、

「なるほどね。まあ、僕はこれだけだけど」

　と言って五十枚近くのＣＤを取り出したのである。

　結果としてなんだけど……ここに来ていた人のほとんどが平均三十枚以上ＣＤを買っていたのである。

　ボクは思わず、

「なんでそんなに……」

　と言いかけて口を押おさえた。こんな事を言ったらボクがファンじゃない事がバレてしまう。

　でもそれに反して、意外にもリーダーっぽい人は変わらずにこやかな顔をしているのだ。

「まあ、瓜生ちゃんはまだ駆かけ出だしだからさ、こうして俺たちで支えないといけないんだ」

　その顔はまるで娘を見守る父親のように、毅き然ぜんとした笑顔だった。

　ちょっとかっこいい！

「でも佐蛹君は無理をしなくていいんだよ。高校生なんだからさ」

「いいんですか？　だってボクはＣＤを一枚しか買ってないですよ」

「無理して小こ遣づかいをつぎ込んで、息切れをしてファンをやめていく……そういう人間をいっぱい見てきたからね」

「そう……なんですか？」

「ああ。だから瓜生ちゃんを支えるのは社会人である俺たちが担になう。君は無理のないように、瓜生ちゃんを応援してあげて欲しい。またライブに来てくれるのが瓜生ちゃんにとっては何よりの励はげましに違ちがいないんだからさ！」

「は、はい！」

　ボク、ちょっと感動しちゃいました。

　ボクみたいな新しん参ざん者ものにやさしく接してくれて、しかも無む理り強じいとか変なルールもない。こういう人たちが瓜生さんのファンだから、今日みたいなライブ会場がいっぱいになるんだろう。

　すごいなあ。こういうのが大人なんだなあ――と思いチラリと横を見ると、平三郎さんが全く以もつてつまらなそうな顔で、彼らをぼんやり見ていた。

　ちょっと、やめてくださいよ！

　そんな顔してたら、平三郎さんが全然アリアちゃんに興味ないみたいになっちゃうじゃないですか！

　そんなんなったらボクまで怪あやしまれちゃいますよ。

　という、ボクの心の声は当然平三郎さんに届くわけもなく、平三郎さんは今にも居い眠ねむりしそうな様子なのである。

　ボクは小声で、

「……ちょっと平三郎さん、ちゃんとして下さいよ」

　と咎とがめるように言うと、眠ねむそうな半目で彼らをジッと見る。

「…………おい慶けい介すけ」

「なんです？」

「こいつら……なんかあるぞ」

　と平三郎さんにしては珍しいくらいに真しん剣けんな声こわ色いろで言ったのだ。

　それってどういう事だろう……と、思っていたその時、ポケットの携けい帯たい電話が振しん動どうしている事に気が付いた。

　咄とつ嗟さに取り出して画面を見ると、胤たね正まさ君から。

　とりあえず出ないと、と思いボクは席を立つ。

「あ、えっと、ごめんなさい。家から電話で」

　と、その場しのぎな事を言うと、ファンのみなさんは「行っといで」とでも言うような顔でボクを送り出してくれる。

　急いでファミレスの外に出て通話ボタンを押すと、胤正君の声が聞こえてきた。

『そろそろ君がファンの人たちと仲良くなっている頃ころだと思いましてね』

　開口一番、胤正君がそう言うのでボクは、「どういう事？」と問い返した。

『君なら会場に来ていたファンと仲良くなるのは容易い事だと思いまして。ライブも終わっている時間ですし、そろそろだと』

「そんな、たまたま声を掛けられただけだよ」

『君はそういうタイプの人間ですからね』

　と言って電話口で静かに笑った。

　そういうタイプってどういうタイプですか？

『まあ、それはいいとして、佐蛹君は今、ファンの人たちと一いつ緒しよなんですね？』

「うん、今は席を外してるけど、オフ会なんだって。話を聞いたら毎回ライブの後で集まってるみたい」

『ほう……そうですか。ということはかなり古こ参さんの方たちなのでしょうか？』

「うん。デビュー当時からの人もいるみたいだよ」

『なるほど。流石さすがに佐蛹君ですね。大物を釣つり上あげたみたいです』

「どういう事？」

『いえ………』

　と胤正君は一息つくと、真剣な声色に変わる。

『一つお願いしたい事があります』

「なに？」

『もしそういったファンの集いなら、今日買ってきた物を持参しているはず。それが何か確認して欲しいんです』

「ああ、それならさっきみんなで見せ合ってたよ。みんな今日発売のＣＤをすごい数買ってて……」

　言いかけたボクに、胤正君は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように息を呑のみ、それからまた笑いだした。

『やはり佐蛹君はすごいですね』

「え、なにが？」

『いえ、僕が追っていた人間と見事に邂かい逅こうしたようです』

「え？　え？」

　ボクは訳がわからず、ただただ、しどろもどろになった。

　それが可お笑かしかったのか、胤正君はなおよく笑った。

『結構です。では、もう一つだけお願いがあるんですが……』

「うん」

　そう言うと胤正君は次にすべき事を教えてくれた。




　ボクがファミレスの中に戻もどると、中は地じ獄ごくと化していた。

　理由は他でもなく、平三郎さんである。

　そこには平三郎さんと瓜生ファンによる対立構造が顕けん在ざい化かしていたのである。

「ヌハハハ！　どうだ、言い返せまい！　貴様らが支えていると言って払はらった金は事務所維い持じ費ひに回され、あの小こ娘むすめの懐ふところになどほとんど入らんのだ！　しょせん貴様らがどれほどＣＤを買おうが、貴様らの自尊心を慰なぐさめているだけに過ぎん！　ファン同士で仲良くだと？　ククク……笑しよう止しっ！　正直に己おのれの方が貢みついでいるのだから格上だと自じ慢まんするがいい！　馴なれ合あいをしながら牽けん制せいをし合うくらいならな！　フヌッハハハハハハ！」

　うわぁ……なんでこうなるんだ……。

　いや、平三郎さんを残していった時点でこうなるのは火を見るよりも明らか。

　ボクは大急ぎで止めに入った。

「あ、あの、皆みなさん、すいません。兄が失礼な事を言ったみたいで」

「「「まったくだ！」」」

　ここまで息を合わせている様子を見るに、平三郎さん相当やらかしたな。

「ほら兄さん、謝あやまって」

「なぜ謝らねばならん？」

　これである。わかっていたけど……。

　ボクは小声で平三郎さんを諫いさめる。

「あのね、胤たね正まさ君からのお願いで……」

　言いかけたボクに、明らかに嫌いやそうな顔をする平三郎さん。

「あいつからの命令だと？」

「いや、命令じゃないですよ」

「うるさい！　あいつからのいいつけなど聞く気はない！　そもそもこんな奴らと一緒になどいられるか！　俺は家に帰らせてもらう！」

　平三郎さん、それ死亡フラグ！

　ところが平三郎さんは、構うことなく食べたぶんの料金も置かずに帰ってしまったのである。平三郎さん……あーた、結構食べてましたよね！

　ボクはチラリと財さい布ふの中身を気にするのだった。

　すると、アリアちゃんのファンのみなさんの視線がボクに突つき刺ささる。

　恐おそる恐るそちらを見ると、みな憐みのような目をこちらに向けている。

　ど、どうしよう……。

「す、すいませんでした！　兄が失礼な事を言って！」

　と、平三郎さんの非礼を詫びると、ファンの人の一人が、眉まゆをハの字にしながらも笑う。

「仕方がない。だって、夜に高校生がライブに来るんだ。本来的には保護者同伴が原則だろ？」

　ま、まあそうですよね。あんまり高校生になってそれやってる人は見かけないけど。

「お兄さんは興味がなかった、それだけだ。君がこれでファンをやめてしまったりしたら、その方が悲しいよ」

「僕らの事は気にしなくていい」

「またライブにおいでよ。時間が許すなら、こうしてまた食事をしよう」

「その代り、お兄さんには遠慮してもらってね」

　なんか……すごくいい人たちじゃないか！

　ボクは少し感動すらしていた。

　平三郎さんの横暴極まりない態度のおかげで、何とかこの場が丸く収まったのだ。

　まさかこうなる事まで計算して、平三郎さんはわざとあんな態度を……。

　……いや、騙だまされてはいけない！

　そもそも勝手に火をつけたのは平三郎さんなんだから。

「あ、ありがとうございます！　またライブに行ってもいいですか？」

　そう言うとみんなニッコリ笑顔を浮かべ「もちろん」と了りよう承しようしてくれた。

　ボクは平三郎さんの分の料金も含ふくめて机に置くと、そのままファミレスを飛び出そうとする、が、ここで忘れてはいけなかった。

　胤正君から頼まれている事があったのだ。

「あ……すいません。皆さん。お願いがあるんですけど」

「なに？」

「皆さんのメアドとか、電話番号教えてもらっていいですか？　また色々お聞きしたいので」

「ああ、いいよ」

　というわけで、皆さんと連れん絡らく先さきを交こう換かんして、その日はお開きとなった。




　さて後日の事である。

　ボクは再び胤たね正まさ君の邸宅に呼ばれた。

　他でもなく、この前の事件の顛てん末まつについて聞きに行ったのである。

　かくいう平三郎さんも、胤正君は嫌だ嫌だと駄々をこねながらついてきた。

　まあ、平三郎さん的にも、訳のわからないライブに行かされて、結局あれが何だったのかすらわからないのはモヤモヤするのだろう。

　そんな訳で、いつもの奥の間に通されると、林間学校から帰ってきた初瀬さんがいつも通りお茶を持って現れ、

「あら、今日は蔵くら祭まつり様もご一緒なんですね」

　と笑った。かくいう平三郎さんは、うんともすんとも言わずに、縁えん側がわに腰こし掛かけて、庭の向こうにある池を見ながらマルボロを吸っていた。

　部屋に胤正君はまだいない。どうしたんだろうか？

　しばらく待っていると、ようやく胤正君が書類を片手に部屋に現れる。

「お待たせしました」

　すると平三郎さんが振り向きもせず、

「ふん、待たせすぎだ！　貴様は客を何だと思っているのだ？」

　しかしここで胤正君は薄うすく笑みを浮かべると、

「おや、蔵祭さんもいらっしゃったんですか？　存在感が薄くて気が付きませんでした」
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　平然とした様子でチクリ。

　当然、平三郎さんはギロリと胤正君を睨にらむと、

「このガキは礼儀というものを知らんのだなっ」

「おや。無法と無秩序の成れの果てに住民登録している蔵祭さんから礼儀について示し唆さされるとは中々興味深いものですね」

「言うじゃないか……この不健康優良児がっ」

　いやもう、ホント二人とも仲がお悪い事……。

「やめてください、二人とも。今日来た目的はケンカをするためじゃないですよ」

　間に入ると平三郎さんはチッと舌打ちをしてまた庭に目を移す。

　胤正君は苦笑いをして、

「佐蛹君がそう言うのであれば差し向けた矛を納めましょう」

　と言って座ざ布ぶ団とんに正座した。

　この二人がそろったらどうして一戦交えなければおさまりがつかないのだろうか？

　ボクは深々と溜ため息いきを吐く。

　すると平三郎さんが憮ぶ然ぜんとした様子で口を開いた。

「で？　さっさと説明をしたらどうだ？　あの気持ち悪い奴らが犯人だったのだろう？」

　いきなり核かく心しんを衝ついた事を言う。

「そうなの？　胤正君」

　すると彼かれはコクリと頷うなずいた。

「結果から言うとそうなります。今回の連続窃せつ盗とう犯はんは彼らの中におりました」

　もちろんボクだって胤正君から電話番号を聞いてくれと言われた時から疑っていたけど、未いまだに信じられない気持ちでいる。

「みんなすごくいい人たちだったんだけどな……」

「それはそうでしょう。犯罪者の全すべてが、人を人とも思わない極悪人である、なんて事はほとんどありません。犯罪者というのは大たい概がい、良い人なんです」

「なんで良い人が犯罪なんか……」

「良い人には選せん択たく肢が少ないからでしょうね。少なからず、悪い人間というのは違い法ほうであることも選択肢に入っている。その中からリスクが高いものは除外する、という余よ裕ゆうがあるんです。しかし良い人間は、選択肢の可能性を倫理観などで狭めてしまう。それ故ゆえに追い詰つめられると、今まで選択肢になかった法に触ふれる手段も選択肢に入れてしまう。良い人間はその手段がどれほどのリスクがあるのかあまり考えた事がないため、熟じゆく慮りよする余裕がなく、時に容易にその境界線を飛び越こえてしまう。踏ふみとどまるか、実行するかは、その人次し第だいですが……」

　すると平三郎さんが不ふ機き嫌げんそうな声色で、

「御ご託たくはいい。さっさと顛末を話すがいい！」

「焦あせる乞食は貰いが少ないそうですよ」

「貴様は俺を乞食呼ばわりする気か！」

「解釈はご本人の自由かと思いますが、そのように思われたのなら自分に心当たりがあるのではないですか？」

「その言葉！　宣戦布告と解釈する！　よかろう、その勝負、買った！　フハハハ！」

「足りていないのは解釈する理解力ではなく、脳ミソそのものでしたか」

「よーしっ、表に出るがいい！」

　ホントにこの人たちは……。

「ケンカしないでくだださいよ、二人とも！　話が進まないじゃないですか」

　指摘すると平三郎さんはチッと舌打ちし、胤正君は居住まいを正す。

「失礼しました。ではお話しさせてもらいましょう。お二人に調べてもらった件、昨日、西新宿署捜そう査さ三課の手で現行犯逮たい捕ほされ、無事解決に至いたりました」

　そう言って胤正君は綺麗なお辞儀をした。

　と、ようやくこの段になって平三郎さんがぐるりと振り向き、

「どうしてそうなったのかの説明を聞きに来たのだ」

　とボクのお株のセリフを奪っていった。胤正君は動じることなくころころと笑う。

「はい、ではあらましを説明しましょう。今回の事件の犯人は結論から言うと瓜う生りゆうアリアさんというアイドルのファンたちによる単独犯でした」

　その言葉にボクは驚おどろき聞き返した。

「単独犯？　あれ？　組織的犯行じゃなかったの？」

「結果として組織的犯行の体ていになってしまいました」

　すると平三郎さんがいらだたしげに、

「早く説明しろ！　手短かに説明しろ！」

　と急かす。ここが胤正君と平三郎さんの反そりが合わないところだ。

「順序立てて説明いたします。この瓜生アリアさんは、いわゆる大手アイドル事務所に所属せず、インディーズレーベルに所属しております。その為ためＣＤなどの販売経路を持っていないのです。なので、ネット通販またはライブ会場での物販のみで扱あつかっているようなのです。さて、インディーズではアイドルに限らず、ロックやポップスなど、ジャンルを問わず、ＣＤ販売に対し特典を付ける方法が多用されているそうで、昨今では大手レーベルから出されるＣＤにも特典を付ける傾けい向こうにあります。この瓜生さんも、もれなく同じ販売方法をなさっておりました」

「それって握手券を付けるとか、そういうこと？」

　ボクの質問に胤正君は小さくコクリと頷うなずく。

「そうですね。ただこの瓜生さんの場合は、ＣＤのポイントを集めると限定のグッズを配はい付ふするという方法を取っておりました」

「でもそれって、どこもやってる事だよね？　別に瓜生さんが特別って事はないよね？」

「まさにそのとおり。ただ一点、特別な事がありました」

「なに？」

「ＣＤの販売告知は、ライブ前日に為なされるんです。通常の販売告知はＣＤ販売よりも前に宣伝を打つなどして情報を流し、共有させ、発売日を迎むかえるわけですが、インディーズでしかも大手のように大規模な宣伝を打つ事の出来ない瓜生さんは、サプライズも含ふくめてライブの前日に新曲がある事を告知する――という手段を取っていました。実際それはファンの間でライブ前日の高揚感と相まって瞬しゆん発ぱつ力のある情報として拡散したそうです」

「それが事件と関係あるの？」

「はい、実はこの方法が今回の事件のきっかけとなってしまったんです。基本的にライブの前日に発売が告知されるため、ファンによっては金銭の持ち合わせに余裕がない場合があったんですね。慶介君もご覧になったようですが、五十枚もＣＤを買われる人が居たとか」

「うん、みんな結構な枚数を買ってたよ」

「しかも古参のファンであれば見栄もあるでしょう。いつものように数多く買い、自分が彼かの女じよを支えているのである、ということを周りにもアピールしなければなりません。だが前もって告知される訳でもなく、前日いきなり告知された場合、持ち合わせがなかったとしたら……」

　するとそこで、ようやく平三郎さんが割り込んできた。

「それで酔よっ払ぱらいから金を巻き上げてたって事か？」

　胤正君はコクリと頷き返し続ける。

「その様ですね。しかもファンの間――特に古参の一人が口を滑らしたのがきっかけで、周りもこの方法を知ったようです。勿もち論ろん、自分が犯罪をした金でＣＤを買ったなどとは言わなかったと思います。新宿の路上で寝ねている酔っ払いから、そういう追いはぎが出来る――程てい度どに話のネタとして口にしたのでしょう。最初にこれを行ったのは一人。ですがその後、方法を知った者たちは必然的にこの窃せつ盗とうをするようになりました。しかも行われるのはライブの前日、突然告知を受けて、深夜の新宿に繰り出す。祝前日などの最繁期に限らず、平日でも方々に酔っ払いが転がっていますから、新宿はうってつけだったのでしょう。そういった酔った人々から窃盗を繰くり返かえし、それが同じ日に、しかも犯行形態も同じものが連続したので、警察は窃せつ盗とう団だんの線で追っていたのでしょう。ただ蓋ふたを開ければ方法を知った者たちが、同じ日に集中していた、ということだったんですね」

　言われてみれば、なるほどそういう事かと納なつ得とくがいった。

　ただ疑問点がある。

「胤正君、さっき現行犯逮捕って言ってたよね？」

「ええ」

「でもさ、瓜う生りゆうさんってこの前ニューシングルを出したばっかで、そんな短いスパンで新しいのを出したの？」

「いえ、彼女には警察から要請を出して協力してもらいました」

「……って事は」

「はい。ガセのＣＤ発売情報を流したんです。瓜生さんは月に五回のライブを行っておりましたが、初の連続リリースである、と公式ホームページに流したんです」

「そっか……さすがに次の週のライブでまたたくさん買わなきゃいけない、となると、犯行に手を染めるしかなくなっちゃうのか」

「そうなります。結果として、ライブ前日、常習犯であった者たちが犯行に及および、私服警官の巡回で全員逮捕されました。まあ、どうやら、他ほかの人も薄々はお金の使い方がおかしいと感づいていたようなので。そういった裏も警察の皆さんに取ってもらって、今回の運びとなりました。お二人には重ねてお礼を言わせてください。ありがとうございます」

　すると平三郎さんは最後まで聞き終ると、突然立ち上がり、

「つまらん！」

　と大声を出した。

「なんだ、その顛末はっ!?　個々人の犯罪が同日に起きていただけだと？　なぜ組織ぐるみの窃盗団とか秘密結社が暗あん躍やくしてないんだ！　そんな事件なら最初から受けてない！」

　あはは……ホントにこの人は……。

　すると胤正君はそんな平三郎さんにニッコリ微笑み。

「犯罪などというものは得てして蓋ふたを開ければこんなものですよ」

「やだぁ！　だから貴様の持ってくる事件に関かかわるのは嫌なんだっ!!」

　言うや否や、平三郎さんはそのまま飛び出していってしまった。

　あ～あ、また胤正くんちの庭で迷子になるぞ、これ……。

　ま、いっか。平三郎さん、今回の事件では暴れる事もできず、モヤモヤとしっぱなしでエネルギー有り余ってるだろうし。そのまま胤正くんちの庭を走り回って、少し消費して来てくれればいいんじゃないかな？

　さて、そこでボクは胤正君に向き直る。

「でもなんでアリアちゃんのファンだってわかったの？」

　すると胤正君はころころ笑った。

「単純ですよ。犯行日の前後に何があったかを調べていったら、瓜生さんのライブがあった。まあ、他にも全国レベルで見ると、共通項のあるものは幾いくつかあったのですがね。ただ、さらに調べたら、全てが新曲の発売に重なっていたので、確信はあったんです。後は彼らの連絡先を調べ身元を明かしておくだけでした」

　なるほど、そう聞くと単純と言えば単純だ。

　でも一つだけ、どうしても気になっている事があったのだ。

「ねえ、胤正君」

「なんですか？」

「そういう話だったのなら、最初から彼らと接せつ触しよくして来いって言ってくれればよかったのに」

　すると胤正君は少し意地悪な笑えみを浮かべる。

「でもね、身構えると佐蛹君は顔に出るタイプですから」

「あれ、もしかしてボク、信用されてない？」

「いいえ、そんな事はありませんよ。信しん頼らいしていたからこそ、今回の件は佐蛹君にお願いしたんです」

　でもさ、もしかしたら犯人たちと接触できなかったかもしれないよ。

　だってほら……。

「ボクらたまたま声を掛けられただけなんだよ」

「さて、たまたまでしょうか？」

「いやたまたまでしょう？」

　でも胤正君はおもむろに首を横に振ふり自信ありげに笑って見せた。

「佐蛹君はかならず声を掛けられますよ。君はそういうタイプの人間だ」

　ボクは意味が解わからず首を捻ひねったのだった。







第四話　30分の誘拐犯







「すまないねえ。急なお願いで」

　ひょろ長い長身の背を丸くしてメガネをずり上げるルドルフさんは開口一番そう言った。

　突然、うちのカジノに現れて、例の如ごとくチップを賭けたルドルフさんを奥おくの間まへ通すと、彼はある事案を切り出したのである。

「あのね、この子を捜して欲ほしいんだよね」

　その口ぶりに、ルドルフさんの子供が行方不明かと一いつ瞬しゆん焦あせったけど、彼の差し出した写真を見てボクはちょっと驚いていた。

　何しろそこに写っていたのは黒い猫ねこだったからだ。

「猫ですか？」

　ボクが問い返すとルドルフさんは心配そうに頷いた。

「そうなんだ。ここ三日くらいずっと姿を見ていなくてね。心配で心配で」

「なるほど………そういう事みたいなんですが、どうでしょう平へい三ざぶ郎ろうさん」

　ボクはカジノの応接室の端はしっこに目を向けた。

　その先には部屋の隅すみっこで膝ひざを抱かかえて震ふるえている平三郎さんが、

「………ヤダ……もうヤダ……カブトエビにしてくれ……俺おれをカブトエビにしてくれ……」

　と、ぼそぼそ呟いていた。

　平三郎さん、ただいま絶賛ドン暗い水の底を漂っているのである。

　いつもなら『俺の仕事じゃない！　保健所に行けっ！』と断るのが目に見えるが、今は話を聞くこともできない状態だ。

　アレを飲んでどうにか……とも考えたけど、猫一匹ぴきならボクでもどうにかなるかもしれない。

「あの……平三郎さんはこんな状態なんですが、ボクでよかったらお引き受けします」

　そう言うとルドルフさんは申し訳なさそうにした。

「すまないね。一応他にも人手を使う事は考えたのだけど……僕も仕事が仕事なんで、無む駄だな人間との接触は避けたい、というのがあるんだ」

「お察しします」

　まあ闇やみ医い者しやの肩かた書がきがあるルドルフさんは外部との接触を極力避さけている。

　動物病院も表向き営業しているものの、そこまで商売っ気を出している訳ではない。

「頑がん張ばってみますので、よろしくお願いします」

「ケースケの義理堅さには頭が下がるよ。この恩義には然しかるべき奉ほう公こうで返そう」

　奉公って……。

「ありがとうございます」

　そんなわけで、ボクがルドルフさんの所の猫を捜す事にした。

　平三郎さんに関しては、ボクがルドルフさんと話している間に、毒虫がのたうつように自室へと引き上げてしまっていた。

　……仕方ない。

「ルドルフさん、ちょっと待っててください。今、出る準備をしてきますので」

　そう言ってボクはまず上の階の平三郎さんの部屋に行く。

「平三郎さん、これ薬とお水のペット置いときますね。それから、これボクの携帯電話、一つ置いて行きますんで、何かあったらもう一台の方にかけてください」

「………ヤダ、携帯キライ……電磁波が飛んでくる」

「なに言ってんですか。電磁波が人にぶつかっても何もならないですよ」

　すると平三郎さんは涙なみだ目めでボクの袖そでをひっぱる。

「行くのか？　慶けい介すけ、貴様……俺を置いて行くのか？　死ぬかもしれないのだぞ！」

「だから携帯電話を置いてくんです。死の危険が迫せまったら連れん絡らくしてください」

「………………わかった」

「じゃあ、行ってきますから」

　そう言って階下に降りると、さっそく電話が鳴った。

「……………」

　着信画面にはボクの携帯電話の番号が出ている。

「もしもし」

『慶介！　死ぬぞ！　電磁波にやられて俺が死ぬ！』

「電磁波にやられる人間がどうして、電磁波を発する機械で助けを求めてるんですか？」

『貴様、見捨てるのか？　ダメだ息苦しくなってきた。部屋が……電磁波に埋うめ尽つくされてきた……』

「そんな性質の電磁波はありませんから、とりあえずゆっくり休んでください。どうしてもダメだと思ったらラムネ飲んでください」

『あの薬はヤダ！　絶対ヤダ！』

「じゃあ切りますよ」

　ボクは平三郎さんの返答を待たずに電話を切る。

　まあ、きりがないからなんだけどね。

「じゃあ、行きましょうかルドルフさん」

「君もいろいろ大変なのだね」

　ルドルフさんの憐あわれみの目に、ボクは曖あい昧まいに笑ってごまかした。

　ボクとルドルフさんはカジノを出ると、夜の歌か舞ぶ伎き町ちように出る。そこから末広通りに向けて歩き出した。

　一度、ルドルフさんの動物病院へ行ってそこでいろいろ借りる必要があるのだ。

　その間、ずっとポケットの中で携帯電話が鳴っていたけれど、とりあえず無視しておく。

　相手は平三郎さんだからである。

　これはよくある事なので電話は取らない。

　電話を取ればさっきの会話の無限ループだから。

　さて歩きながら、ルドルフさんから預かった写真を繁しげ々しげと見るのだが、この猫どっかで……。

「……あ」

　そう、以前平三郎さんの部屋に侵しん入にゆうしていた黒猫だ。

　気が滅め入いって動けない平三郎さんの上に燦さん然ぜんと輝かがやくように乗っかっていた、あの猫である。

　ボクとルドルフさんは、カジノを出ると末広通りまで歩く。

　ルドルフさんの動物病院でいろいろ捕獲器具を借りるのだ。

　時間的な頃合いなのか、飲み屋さんがあちこちで開店の準備をしている間を通り過ぎて、ルドルフさんの動物病院までやって来ると、

「これ、使ってね」

　と、猫じゃらしとマタタビの粉末を手渡された。

　まあ確かに役に立つかもしれないけど、とりあえずは見つけない事には宝の持ち腐れ。

「頑張って捜してきます」

「よろしくねぇ」

　と、そんな訳で新宿の街に出てみるのだが、まだ宵よいの口であるこの時間は、猫をあまり見かけない。

　だいたいが夜遅くの、終電が行って人ひと気けがなくなってから。猫たちはそれを待っていたかのように路地から出てくる。まあ店先に出ているゴミを漁あさりに出てくるんだけどね。

　もしこの時間で多少なりとも見かけるとしたら、歌舞伎町の路地の方だろうか？

　ボクはそう思いながらどうしようかと考えていると、電話のコール音が鳴る。

「もしもし」

『慶介君ですか？　わたくしです、清きよ子こです』

　知ってるよ。

「どうしたの？」

『……用事がないと……………かけては……いけませんか？』

　そんな絶望的な声しないでよ……。

「いやいや、そんなことないけど」

『さすが慶介君は心が広いですね♥』

「ありがとう」

『ところで慶介君は今、末広通りで何やってらっしゃるんです？』

　だからどうして清子ちゃんはボクのいるところを知ってるの？

「えっと、頼たのまれごとで……」

『あら、またですか？　たいへんな事ですか？　清子が必要ですか？』

「いや、ただの猫捜しなんだけど」

『ねこ？　どんな猫です？　いくらでも見み繕つくろいますけれども。慶介君が欲しいのなら、この清子が交配までさせますので』

「いやいや、見繕うとか交配とかそういうのじゃなくて……」

『ははぁん、わかりましたよ。わたくしと交配したいと、そういう事ですね！』

　……全然違ちがうよ、清子ちゃん。

「あのね、迷い猫を捜している感じなんだ」

『あぁ、なるほど。迷い猫ですか……せっかく子作り出来ると思ったのに……種類はなんですの？』

　今、小声でなんか言った？？

「えっとね……」

　ボクは写真を見ながらそれを清子ちゃんに伝える。

「黒い雑種な感じの猫なんだけど……」

『ちょっと待って下さいまし』

　そう言った電話の向こうでカチカチパソコンのキーボードを操作するような音が聞こえてくる。

『あら、おりましてよ』

「えっ!?」

　さすがに耳を疑った。なに？　どういうこと？

『今、モア５番街のクレープ屋の前を通過してます』

「ホント!?」

　だとしたら意外と近い。新宿駅前のみずほ銀行の裏あたりだ。

　ボクは電話を切らずそのまま走る。

　末広通りを出て明治通りを渡わたり、伊い勢せ丹たんのビルの間を通り抜け、大型書店の前を通り過ぎようとすると、

「ああ？　またうちのアニメグッズに文句あんのかコラッ！」

「はいはい、必死ですね、ホビー館さん」

「それは前の店てん舗ぽだ！　この炭焼き小屋がっ！」

「ああん？　じいちゃんバカにしてんのか？」

　いつもの大型書店の渡わた会らいさんとアニメショップの児こ玉だまさんがケンカしている。

　掴つかみかかった児玉さんを渡会さんが背負い投げ。

「どっせい！」

　しかし児玉さんは空中で三回転。

「にゃんぱらりん！」

　見事に着地して、そこから足のばねを使ってドロップキック！

「死ぬがいい！　ここがおまえの墓場だ！」

「死ぬのはてめぇだ！」

　そこから目にも留まらぬ速さの拳こぶしの応酬――ってこんなの見てる場合じゃない。

　今日は緊急事態なのでスルー。

　角座の脇わきを抜けモア５番街へ。

　クレープ屋はすぐ右手。

「あれ、いない」

　ボクはキョロキョロと辺りを見回すがそれらしい影はおろか、猫すら見当たらない。

『慶介君、猫はアルタの方角です』

「あっちか」

　そのままアルタ裏の路地へと進んでいくと、ゲームセンターの前でついに写真と同じ黒猫を発見した。

「間ま違ちがいない。ありがとう、清子ちゃん！」

『いえ、慶介君のためなら、清子、なんでもやりましてよ』

　ボクが急いで黒猫を確保しようと近づくと、あちらは警けい戒かいして距きよ離りを置く。

　それはそうだ。新宿に住んでいる猫はとにかく警戒心が強い。迂う闊かつに近づいて狭せまい路地にでも入られたらどうしようもなくなる。

　と、その時、目の前のゲームセンターから、ヘッドホンを付けた天てん童どう君が、クレーンゲームの景品を抱えて出てきた。

「天童君！」

「うおっ、びっくりした！　なに、けいちゃん？」

「その猫、その猫！」

「え？」

　指さした先にいる黒猫に天童君が目を落とす。

　黒猫も天童君を一いち瞥べつするとにゃあと一鳴き。

「天童君、逃にげないようにそっちを塞ふさいで！」

「え、いや、えっとどうすれば……」

　突とつ然ぜんの事にあわてふためく天童君……だが、彼は咄とつ嗟さに持っていた景品のフィギュアをサイドに並べて猫の行く道を妨害する。

　……余裕で飛び越えるだろうけど………。

　それでも異様な圧迫感を放つ天童君に慄おののいたのか、黒猫は警戒するようにフーッと鳴いて踵きびすを返した。

　それはちょうどボクの方角へ飛び込んでくる形になる。

　この機会を逃すわけにはいかない――と、ボクはルドルフさんから借りてきたマタタビセットと猫じゃらしを取り出し、黒猫を誘惑した。

　習性なのか猫じゃらしの動きに目を奪われる黒猫。

　ここで止とどめを刺すしかない。

「これで決める！」

　猫じゃらしに気を奪われる黒猫にボクはマタタビの粉を振りまいた。

　その匂においを嗅ぐや、途と端たんにその場でゴロゴロしだす。

　テキメンだね、マタタビ！

「よーし、いい子だ」

　どうにか猫確保で、今回の依い頼らいは完遂だ。ボクはゴロゴロする猫を抱き上げると、天童君に頭を下げた。

「ありがとう。ごめんね、急に変なことお願いしちゃって」

　すると天童君は路上に陳列したフィギュアを拾いながら、

「いいよいいよ。なんか知らんけど、刺激的な展開に巻き込まれた」

　と薄ら笑みを浮うかべた。

「天童君はゲーセン帰り？」

「うん。今日は新作が並ぶ日だったから」

　と言ってさっき取ってきた戦利品のフィギュアを見せてくれた。たぶん何かのアニメのキャラクターなのだけど、残念な事にボクにはこの価値がわからない。

　そんな天童君はふと目を上げると、

「そういえば、けいちゃん」

「ん？　なに？」

「…………ああ、いや……今日はいいや」

　言いかけて天童君はそのまま踵を返してしまった。

　何かあるのかな、と思って声を掛けようかと思ったけど、天童君はすぐにアルタ地下へと下って行ってしまったので、呼び止める事が出来なかった。

　この時間なら天童君はいつもゲームセンターを梯はし子ごするはずなのに……。

　ボクはそんな天童君の様子が気になったのだけど、結局声をかける事が出来なかった。

　まあ、依頼もあるし今は仕方がない。

　ボクは腕うでの中でむにゃむにゃ言っている黒猫を抱きながらルドルフさんの動物病院へと戻もどる事にした。

　意外に早く終わってしまった。何しろ、依頼されてからまだ20分しか経っていない。

　最高新記録なんじゃないかな？

　まあこれも清子ちゃんと天童君の協力あっての事なんだけど。

　それにしても清子ちゃんはどうやってボクの場所や猫の居場所が分かったんだろう？

　そんな事を考えながら来た道を引き返していると、ちょうど伊勢丹の前で声を掛かけられた。

「あら、慶介さん」

　振り返るとそこには迷子常習犯の女性――カナエさんが日ひ傘がさをさして立っていた。

「あっ！　カナエさん。もしかして……」

「はい、また道に迷っちゃって」

　困った様子は一いつ切さいなく、いつものにこにこ笑え顔がお。

「あの、どこへ行くつもりだったんですか？」

「えっと……有名なとんかつのお店に行こうと思ってて」

　ここらにもいろいろとんかつのお店はあるけど……どこだろう？

「えっと、このお店なんです」

　そう言ってカナエさんはプリントアウトした地図を見せてくれる。

「豚珍館……ああ、このお店ですか……ってこれ新宿駅西口のお店ですけど！」

「あら～」

　ちなみにここは新宿駅東口からさらに東に来ている。

　真逆もいいところだったりする。

　でも彼女は言い訳をするように拳こぶしを握る。

「あ、あの、ちゃんと西口には出たんですよ。西口の京王出口から上って、ヨドバシカメラがいっぱいある所を通って、郵便局の前を通って、都庁を見て、公園みたいなところにで出て……で、気がついたらここにいました」

　うわぁ……限りなく西へ西へと歩き続けて、どういう訳か東口に来てるって、どういう状態なのだろう……。

　そんな彼女はちょっとだけシュンとしたが、すぐに気を取り直して手をパンと叩たたく。

「今日はとんかつは諦めます！」

「え、諦めちゃうんですか？　案内しますよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。それにこの後、親族の所に行かなきゃいけないんです」

「あ、そうだったんですか？　そっちは行けそうなんですか？」

　するとカナエさんは少しモジモジしながら、

「まだ……辿りつけたことはないんです……」

　と恥ずかしそうに言った。

　かわいいと思いますが、絶望的な方向オンチなんですね……。

「案内しましょうか？」

「いいんですよ。迷子は趣しゆ味みなので」

　あ、趣味だったんだ。

　まあでも本人がそう言うなら仕方ない。

「……そうですか」

「それにね、慶介さん知ってます？」

「なんですか？」

　彼女はフフンと得意げな笑顔を見せるとこう言った。

「新宿には不思議のダンジョンがあるんですって！」

　あっ！　この人、迷う気満々だ！

　たぶんカナエさんが言っているのは新宿の地下街の事だろう。

　新宿地下街は、駅を中心に結構とんでもない所まで続いていて、総延長距離はかなりのもの。慣れればどうという事はないのだけど、知らずに迷い込むと、とんでもない所まで行ってしまう。

「私、これからそこに行ってみようと思うの」

　いやぁ、カナエさんの場合、その地下にまでたどり着けるかすらちょっと不安。

「大丈夫ですか？」

「だいじょぶ、だいじょぶ。こう見えてもおうちには帰れるんだから」

　それは重要ですね。

　東京砂漠で行き倒れとかシャレになりませんから。

「じゃあまたね、慶介君」

「あ、はい。また」

　ああ、あいかわらず掴つかみどころがないけど……きれいな人だなぁ。

　ボクは黒猫を抱きながらカナエさんの後姿をぽやーっと見送った。

　それから末広通りのルドルフさんの動物病院まで帰って来ると、ちょうど受付の所に矢や崎ざき友ゆ里り恵えさんが来ていた。

「お久しぶりです、矢崎さん」

「あ、佐さ蛹さなぎさん……どうも」

　さてお薬でもとりに来たのだろうか？

　そう思っていたら、矢崎さんは少し困ったような顔をして、

「ルドルフ先生はどちらですか？」

　と言った。

「え？　いないんですか？」

「はい、今来て呼んでいるんですけど、全然出てこなくって」

「そうだったんですか……困ったな。ボクもルドルフさんから、この猫を捜してきてくれって言われて……ついさっきまでいたんですよ」

　すると矢崎さんは心配そうに眉まゆをハの字にさせた。

「そうだったんですか。お出かけしちゃったんですかね？」

　う～ん、どうかなぁ。だって、この猫が心配で仕事も手につかない様子だったし。

「ちょっと奥を覗のぞいてみましょうか？」

　そう言って受付カウンターから奥を覗いてみる。

　奥は雪の夜のように静まり返っている。もう少し身を乗り出してみると、診しん察さつ台だいの周りに割れたガラスが見えた。

　やな予感がするよね。失礼は承知だけどそのまま奥の診察室へと入った。

　そこには、割れたガラスの他に、何かの診察道具らしきものとか、書類が散乱していた。

　明らかにこれは争った跡あとに見える。

　追ってやってきた矢崎さんもそれを見て口に手を当てる。

「何があったんでしょう？」

「わからないですけど、もしかしたら大変な事かも……警察に電話した方が……」

　と、その時、矢崎さんが「でも」と言ったのでボクは手にした携けい帯たい電話から視線を上げた。

「ルドルフさんのお仕事って、あまり警察に知られるのは……」

　そう彼かれは闇医者なんだ。この上のフロアでは、公おおやけにされてはならない手術を行っている。

　だとすれば警察がここにやって来るのは確かにまずい。

「……そうかぁ」

　札ふだ沼ぬまさんに頼たよるという方法も考えたけど、あの人だってちゃんとした警察官だ。

　捜そう査さという事になれば、正式に警察が動き、今までお目こぼししてもらっていたような事も、目を瞑つむる訳には行かなくなる。

　警察に頼るのは最終手段だ。

　とにもかくにも、ボクと矢崎さんだけでは手に余る状じよう況きよう。

　なのでまず平三郎さんに電話を掛けよう――と思った矢先に件くだんの相手から電話がかかってきた。……というよりさっきからずっと着信しっぱなしだったのだが。

『貴様！　なぜっ電話にでない！　死ぬところだった！　電磁波に溺おぼれて呼吸が出来なくなるところだった！　もうやだ！』

　開口一番、涙声でこれなのだ。

「平三郎さん、たいへんなんです！」

『大変なのはこっちだ！　家に……家に誰だれもいない！』

「当たり前でしょ！　ボク、出かけるって言ったじゃないですか！」

『なにっ！　どこだ？　今どこにいる？？』

「ルドルフさんの動物病院です。平三郎さんもすぐ来てください。ルドルフさんが突然いなくなっちゃったんですよ！」

『……ルドルフの病院……遠いじゃないか……』

　いやいや、歩いて５分くらいですよ！

「平三郎さん、これ、事件かもしれないんです。ルドルフさんに何かあったら大変ですよ」

　そう言うと、電話の向こうでごにょごにょ聞き取れないような声がして、

『……しかし……一人じゃ……出られない……』

　と情けない声がした。ボクは溜ため息いきを吐つきながら、つとめて落ち着いた口調で言った。

「いいですか平三郎さん。ボク、ベッドの脇に水のペットボトルと、それからおいしいラムネをおいてますよね？」

『………ああ』

「それを飲んでください。それから落ち着いたら出て来てください。平三郎さんならきっとできます！」

『これ飲むとぼーっとする！』

「でも誘拐事件ですよ！　平三郎さん、こういう事件を解決したいんじゃないんですか？」

『……したい』

「ほら、後はラムネを飲むだけですって！」

　力強くそう言うと、平三郎さんは「うう」とか「ああ」とか言いながらごそごそやりだした。おそらくちゃんと飲んでいるのだろう。これで少し落ち着けば、外に出てくる事が出来る。薬で多少頭がボンヤリしていても、それでもここに平三郎さんが来てくれないと話は始まらない。今は彼の到とう着ちやくを待つことにしよう。

　その間に、もう一件電話を掛ける相手がいる。

　零れい栓せん院いん胤たね正まさ君だ。彼の自宅に電話を掛けると、じいやさんが応対して、すぐに彼が電話口に出た。

　一通り今の状況を話すと胤正君は、

『なるほど、話は理解しました。とりあえず現場を写真に撮って送ってもらっていいですか？』

「わかった。すぐに送るね」

『一応聞いておきますが警察への連絡は？』

「ううん。ルドルフさんの職業の事を考えると……」

『それが無難でしょう。公式の捜査になると、ルドルフさんの身辺も洗われる事になる。そうなれば闇医者としての顔にも行きついてしまう可能性がある』

「でも最終的に危険と判断したら、札沼さんにおねがいしようかと思っている」

『ああ、補ほ捜そう係けいの刑けい事じさんですね。面識がある以上に、柔軟に動けるという意味で、それが一番安全な策と言えるでしょう』

「だね」

『では何かあったらまた連絡をください。僕は佐蛹君の画像から何かわかりそうな事を洗いなおします』

「ありがとう、よろしくお願いします」

　と話していると、そこへ平三郎さんもやって来る。

「………うぅ………頭がぼーっとする……バットで殴なぐられたようだ」

　バットで殴られたらぼーっとじゃすみませんよ……。

「………で」

「はい？」

「……誘拐とは本当か」

「本当です――たぶん」

「たぶんというのはどういうことだ？　憶測で俺に薬を飲ませたのか？　くそ……」

「いえ、ほぼ確定です。ほら、見てください、争った跡もありますし。それにルドルフさんってそんな出歩いたりしないでしょ」

「……知らん」

「出歩くの嫌きらいな人なんです！　闇医者だから！　他人と接触したがらないんです！」

「……でもさっきうちに来てたじゃないか」

　そりゃそうですけど……。

「あれは緊急事態でしょ？　ほら、飼ってた猫がいなくなったんだから。ルドルフさん、大切にしてたみたいですし、三日も行方不明だったんですよ」

「その猫は……どうした？」

「えっと……ここに」

　そう言って、ケージに入れてある黒猫を指差す。

「……なんでその猫は逃げ出したんだ？」

「いや……それはわからないですけど……」

「そうか」

　とりあえずは話せる状態になっているので大丈夫かな、と思いながらボクは胸をなでおろした。





※※※※






　さて、ここはいったいどこだろうか？

　そう考えたが周りを見てそこがどこだか大まかに察しは付いた。

　なるほど、僕ぼくを拉致した奴やつらは中々頭がよさそうだ。

　僕の目の前には手術台があり、そしてそれを取り囲むように数人の男たちが立っていた。

　致いたし方かたない。安全にここを出るためにも、聞くべき事は聞いておこう。

「察しがつかない訳ではないが、それでも話だけでも聞こうかね？」

　そう言うと男の一人が歩み出て、カルテらしきものを手渡してくる。

「この人の手術をお願いしたいんです、ルドルフ先生」

　抵抗しても意味がない事はわかるのでカルテを素す直なおに受け取った。

「拝見」

　内容に目を通し大まかな患かん者じやの容態を理解して僕は溜息を吐つく。

「この手術は不可能だ。諦あきらめて欲しい」

「答えにノーはない」

「医者は万能ではない。日本には心肺同時移植が出来る機関は三つあるはず。僕の所に来たという事は、そのどれもから断られたのだろう」

「その通りだ」

「日本の先せん端たん医い療りようを担になう機関が匙さじを投げた、という事はもう手術は不可能だという事だ」

「だからあなたに頼んでいるんだ」

　彼らの言い分に深く溜息を吐く。

「心肺同時移植は約12時間は必要だね。それに加え患者は補助心臓が付いている。年ねん齢れいは……63歳さいですか。体力的に厳しいと思いますねぇ。何より診断書に記されていませんが軽度のアルコール依存の傾けい向こうが見られる。この状態の患者に心肺同時移植をしようというのは無謀というしかない」

「それでもやってもらう」

　頑かたくなな依い頼らい人にんだ。ここまでリスクを提示しても、それでもやれというのだ。

「終末医い療りようをお勧すすめするがね」

　そう言ってみたが彼らに聞く耳があるとは思えない。

「臓器は……あるのですね」

「間もなく到着する」

「それも正規の物ではないのでしょうね……」

　観念するしかないのだろう。

　やるべきところまではやってみるかと、自みずからを奮い立たせることにした。




　ボクらはこの１時間のルドルフさんの目もく撃げき情報を当たった。

　簡単に言えば周辺聞き込みである。

　ところがルドルフさんを見たという目撃情報がなにがしかあると思ったんだけど、驚おどろいたことに一件もなかったのだ。

　お向かいのお店や、お隣となりのラーメン屋などにも聞きに行ったが、そういった彼の姿を見かけた人は誰もいなかったのだ。

　おかしいなあ。普ふ通つう、小１時間前の事なんて目撃情報が出て来そうな物なのに。

　さっきからボクと矢崎さんに聞き込みをさせて、自分は何もしていない平三郎さんが椅い子すにもたれかかりながら、ぼんやり天井を仰いだ。

「殺されてるということはないんだがな……」

「そうなんですか？」

「あたり前だ……殺すよりも生かす方が使い道がある。自明の理だ」

「そりゃそうでしょうけど、ほら、お医者さんって恨うらみを買うこともあるから、それで連れ去られたとか……？」

「おめでたい頭だな貴様は。恨みがあるのなら、さっさと殺してるだろうよ。殺さずに苦痛だけ味あわせるというなら話は別だろうがな。だがこの争った形跡を見ればわかる」

「何かあります？」

「見ろ、散らかってはいるが、血痕一つないし、激しく争ったという形跡ではない。恨みで来てルドルフを苦しめようという人間なら、もう少し手荒に拉致するだろう」

　そう言われれば、そうですね。

「雰ふん囲い気きとしては、焦あせって崩してしまった、という体ていだ。散らかしたのは侵入者ではなく、ルドルフの方なのではないか？」

　ほんと、頭がぼんやりするとか言う割に、お薬飲んでいる時が一番常識的な事を言いますね。

　でもまあ確かにそう見える。だとすれば平三郎さんの言う通りルドルフさんがまだ生きている可能性は多分にある。

　希望が湧いてきた気がするよ。

　とそこでさっきから黙だまっていた矢崎さんが口を開いた。

「でも攫さらうなら、別にフロントで脅おどして攫ってもいいですよね？　わざわざ奥おくまで行ったって事は、患者さんとして来ていたって事なんでしょうか？」

　あ、そうか……。もし攫うなら受付の所でもいいはずだ。

　どうしてわざわざ奥の診察室まで行ったのだろうか？

　すると平三郎さんは気だるそうにそれに答える。

「……奥で拉致する方が効率が良かったのだろう」

「どういうことですか？」

「そこまでは知らん。自分で考えろ」

　そんなぁ……でも、これでまた謎が増えてしまった。

　目撃情報すらなかったのに、もう、どこから手を付けていいのかわからなくなってしまった。

「……あれ？」

「どうした？」

「目撃情報、あるかもしれません！」

　ボクは急いで携帯電話を取り出すと、清子ちゃんの番号を探す。

『はいもしもしあなたの清子です一日に二度も電話でお話できるなんて清子感激ですなんですかなんですか慶介君は清子にどのような用事がございますの!?』

　息吸って話そう、清子ちゃん！

「あのさ、ちょっと聞きたい事があるんだけど」

『はい、なんでも聞いて下さいまし！』

「さっき、清子ちゃん、猫ねこがどこにいるかとか、ボクがどこにいるかもわかってたよね？」

『………そ、そうですね』

　なに今更あせってんの？

「もしかして、清子ちゃん……町内の監視カメラにアクセスできたりするの？」

　しばしの沈ちん黙もく――そして。

『…………バレましたか』

　いや、バレるっていうか、それしか考えられないし！

『清子はいけない子ですね。慶介君と会いたいばかりに、自分の特権を利用してしまいました。そうです。監視カメラを見る権利を持っているのです』

　やっぱりそうだ！　だとしたら――。

「監視カメラの記録映像って持ってたりする？」

『はい、ございます』

「じゃあ末広通りの動物病院の前にも監視カメラってある？」

『ああ、あのお医者さんの所ですね。はい、ちょっと俯ふ瞰かんの位置ではありますが、取り付けられていますね。さっき慶介君を発見したのもそのカメラです』

「その映像――見られるかな？」

　すると電話の向こうからドンと胸を叩くような音が聞こえ、

『清子にお任せ下さいませ！　20分で届けさせます。何日のいつの時間ですか？』

　清子ちゃん……どうしていつも20分なの？

　ボクは先ほどの、猫を捜しに行ってから戻って来るまでの間の時間を指定する。

　そして清子ちゃんは宣言通り20分後に高級そうな黒くろ塗ぬりの車で、

「おまたせですっ！」

　とＣＤロムに焼いた映像を届けてくれた。ボクはそれをすぐに確かく認にんする。

　今日の昼、ボクが猫を捜しに行っている間の映像だ。

　時間にしてわずか30分。

　でもその映像の中で、建物からルドルフさんが出てくる様子はない。

　一いつ緒しよに見ていた清子ちゃんが小首を傾かしげた。

「おかしいですねぇ」

　そして気が付くと、ボクが猫を抱だいて戻って来るのが写っていた。

「あれ、やっぱりルドルフさん、出てこない」

「あら、もしかして裏口からなのでしょうか？　たしかここの物件、表の入り口とは別に路地の方を通る裏口がありますよ」

　そう言えば、たしかに路地の裏に細い道がある。

　あちらから出てしまうと、このカメラには映らないだろう。

　平三郎さんがうんざりした様子で、

「二階の手術室で寝ねてるんじゃないのか？」

　などと言っているが、なんかそれもありそうな気がしてきた。

　少なからず表からルドルフさんが出た、という形跡はないんだ。

　両方とも確かめるしかないだろう。

　ボクらはもう一度ルドルフさんの動物病院の上の階の手術室を確認する事にした。エレベーターのボタンを平三郎さんが幾いく度ども押おすのだが、

「これ壊れてんぞ」

　いや、平三郎さん、それ三階ですから。

「手術室は二階です」

「そうだっけ？」

　平三郎さん、待機時間が長いから飽きてきたでしょ……。

　二階に上がるとシャッターの降りた手術室をガシャガシャノックする。でもやっぱり中から返答もないし、耳を澄すましてみても人が居るような気配もない。

　仕方なくもう一度下の階に戻って、院内をよく見て見る。

「表の監視カメラに映ってなくて、二階の手術室にもいないって事は、こっちの裏口から出てったって事ですよね」

　ボクは裏口のドアを開けて、外の様子を見た。

　こちらはビルや家の壁かべが差し迫せまっていて、人ひとり通るのがやっとだ。

　たぶん横になって這うように進まないといけない。あまり実用的とは言えないけれど、少なからずこっちから国道の方へ出てしまえばほとんど目撃される事はない。

　こちらを使われたとすると、たぶん目撃情報は望めないだろうな。

　ボクはそんな事を考えながら溜息交じりに動物たちに餌を与あたえていると、病院の電話が鳴った。全員ハッとして電話を注視する。

　近くにいた矢崎さんがこくりと頷うなずき、そっと電話の受話器を取った。

「もしもし」

　あちらが何か言っているようだ。すると矢崎さんは、

「どこにいるんですか？　ルドルフ先生を返して下さい！」

　するとまた電話の向こうで何かが話されている。

　いったいどんなやり取りがされているのか、ボクは固かた唾ずを呑のんだ。

「そこに行けばルドルフ先生がいるんですね？」

　そう言うと電話が切れたのか、矢崎さんは受話器を見つめ、そしてこちらに向き直る。

「八王子の廃はい屋おくにいるそうです。すぐに来いって」

　すると平三郎さんはぼんやり天井を見つめたまま問い返す。

「要求は？」

「要求？」

「金とか、土地とか……なんか知らないけど、要求はないのか？」

　すると矢崎さんは困ったような顔をして頷うなずく。

「はい、ただ来いと、それだけ……」

　それを聞いた平三郎さんは億おつ劫くうそうに立ち上がる。

「ふ～ん……じゃあ、行ってみるか」

　平三郎さん、何か引っかかってますね。

　少なからず幾いくつも事件にかかわってきたボクには、平三郎さんの様子に確信があった。

　納なつ得とくいっていないのだ。

　さっき平三郎さんが言っていた『要求がない』という事が引っかかっているのだろう。

　でも確かにルドルフさんを攫さらった犯人からなんの要求もないのはおかしい。

　まあ、八王子の廃屋に来い、というのが、要求なのかもしれないけど。

　だとしたらその意図が解わからない。

　とにかく、今の電話の事も胤正君には報告しようとすぐさまメール。

　そしてボクらはとにかく車に乗り込むと夜の甲こう州しゆう街かい道どうへと飛び出した。

　新宿駅南口をハイスピードで通り過ぎ、初台と幡ヶ谷の間で首都高速道路に乗る。

　折しも帰宅ラッシュの時間は過ぎているので、渋滞に巻き込まれる事無く、高速道路をひたすらすっ飛ばしていくんだけど、

「ウフアハハハハハハハハハッ!!」

「平三郎さん！　速い！　速いですよ！　何キロ出てるんですか！」

「フヌハハハハハハハハハハハハハッ！」

　完全にいつもの状態に戻ってるじゃないですかっ!!

　メーターは１００キロ以上は表示してくれない旧式車。

　さっきからうるさくキンコン、キンコンとなっているけど、実際何キロ出てるのかわかった物じゃない。

　ってか軽自動車ってこんなスピード出るの!?

「ニトロ―――オンッ！」

「ぎゃああああ！」

　通常であれば新宿―八王子間は１時間以上かかるのだが、まさかの30分足らずで到着してしまったのであった。

　でも大変だったのは下道に入ってからだった。

　何しろ……。

「平三郎さん、次、右！　右です！」

「うるさい！　カーナビに敷しかれたレールの上など走れるか！」

「何の為ためのカーナビですか！　はやくつかなきゃいけないんですから、したがって下さいよ！　ほら、次は左です！」

「うるさい奴だな、まったく！」

　この人、カーナビの指示を悉ことごとく無視しようという腹なのだ。

　まあどうにか目的地にまで着けたからいいけど……ホント何考えてんですか……。

　指定された廃屋は、五階建ての病院だった物……に見えなくもない様よう相そうだった。周りに人家はない。

　実際、何だったのかはわからないけど、たぶんマンションとかじゃないよね。

　しかも時間も時間なので、正直、肝きも試だめしどころではない恐ろしさを醸かもし出だしている。

「は、入るんですか？」

「入るしかないだろう！　行くぞおおぅ！」

　平三郎さんの平は、平然の平ですね！

「行きましょう！」

　や、矢崎さんまで平気そうで、怖こわがってるのはボクだけですか？

　こ、こんな所で情けない姿を見せるわけには行かない。なにぶん、ボクも男の子ですので、女性の前では見み栄えを張りたくなるのだ。

「そ、そうですね……行きま……しょうか」

　声は震ふるえてない、震えてない。

　その時だった、矢崎さんが驚きよう愕がくの表情を浮かべて、廃屋の窓を見上げた。

「……あれ」

　ボクもつられるようにそちらを見上げる。

「え、うそ」

　なんと見上げた先、廃屋の最上階には薄ら明かりが灯り、そしてその部屋にはルドルフさんの姿があったのだ。

「行くぞぉぉ！　ブハハハハッ！　とぉぉつげぇぇぇきっ！」

　平三郎さんと矢崎さんがすぐさま走り出す。

　ボクもさっきまでの恐きよう怖ふも忘れて二人の後を追った。

　廃屋の中は月明かりが差し込んでいて、思ったよりも見通しが良い。

　ボクらは落書きやゴミが散乱した廃屋の階段をどんどん上がっていく。

　先ほどルドルフさんの姿が見えたのは五階のこのあたりの部屋だった。

「どこだぁ！　どこにいる、ルドルフめがっ！」

　その時、パリンとガラスを踏むような音と一緒に、その場に矢崎さんが倒れた。

「きゃっ――」

「わわ、大丈夫ですか？」

「……は、はい……足下がよく見えなくって」

　たしかに部屋の中は薄暗くて、視界が悪い。廊ろう下か側ほどは明るくないようだ。暗さに目が慣れてきてようやく中の様子が見て取れる。

　足下は不法投棄されたゴミが散乱していたり、割られた窓ガラスが散ったりしてて、とにかく足場が悪かったのだ。

「怪け我がはないですか？」

「ええ……でもひどいですね、こんなにゴミだらけなんて」

　矢崎さんを助け起こすと彼かの女じよは散乱したゴミの山をうんざりした顔で見回した。

　さっきルドルフさんが見えたのはこの部屋のはずだ。

「誰もいないですね」

　すると矢崎さんも恐おそる恐る周りを見回す。

「そうですね……どこかへ移動したんでしょうか？」

「移動って……逃にげられちゃったって事ですか？」

「どうでしょう……」

　う～ん、だとしたら何のためにボクらをここに呼びだしたんだろう？

　だってそもそもボクらに来いって言ったのはあっちなんだし、目的がよくわからない。

「あの佐さ蛹さなぎ君」

　矢崎さんに声をかけられてボクは顔を上げた。

「なんですか？」

「もしかして、あれじゃないかな」

「あれっていうと？」

「ほら、私たちに人質がいる事をアピールして、連れまわすんじゃないかな」

「そんな事してどうするんです？」

「きっと何か目的があるのよ。さっき蔵くら祭まつりさんも言ってでしょ。要求がないって」

　たしかにさっき平三郎さんは要求がない事を訝いぶかしんでいた。

「あっちの人たちが欲ほしいのは、佐蛹君たちに言っても出てこない物なのよ。でもこうして連れまわしたりすることで、手に入る可能性があるとか」

「それってつまり……」

「きっとあの動物病院にある物を手に入れようとしてたんじゃないかな？　ほら、ずっと私たちが動物病院にいたから……」

　ボクは矢崎さんの言わんとする事を理解してハッとした。

「あ、そっか！　ボクらを遠ざけるために、ここへ呼び出したんですね！」

「うん、そうじゃないかな」

　ということは、ルドルフさんを攫った人間が欲しがっている物は最初からあの動物病院にあったという事だ。ルドルフさんを攫った人間は、誘拐後すぐにボクと矢崎さんが病院に来てしまい、その目的のものを手に入れられなかった。

　しかもその後はずっと動物病院にいたわけだから、邪じや魔まだったに違ちがいない。

「平三郎さん！　すぐに戻もどりましょう！」

「なんで？」

「なんでって、今の話聞いてなかったんですか？」

「聞いてたけど……」

　いつになく歯切れの悪い平三郎さん。

　まさかこのタイミングで気が滅入り始めたとかないですよね？

　しかし平三郎さんは何か考えている様子でそれ以上は何も答えない。

　眉み間けんに皺しわを寄せて、ただひたすら現場をジッと見ている。

　その時――ピリリリリリ！

「ひぃぃぃ！」

　電話の着信音に情けないほど悲鳴を上げてしまった。

　胤たね正まさ君からである。驚かせないでよ、もう……。

『もう現場に着いた頃ころだと思いまして』

「さすが……でも残念ながら一歩遅おそかったみたい」

『遅かった……というと？』

「ルドルフさんが建物の中にいたのは確認したけど、ボクらが上がったらもういなくなってて」

　すると胤正君は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、

『――いたんですか？　ルドルフさんが？』

「うん、いたよ。ボクも平三郎さんも、それに矢崎さんも見てる」

『……そうですか。ちなみにその時の状況を教えてもらっていいですか？』

　ボクはすぐに胤正君にルドルフさんを見た時の状況と、その後に起こった事。そして矢崎さんと話した推論を語って聞かせた。

　彼はしばし黙もつ考こうしそれからようやく口を開く。

『おそらくですが、佐蛹君たちを遠ざけようとしていた事は間ま違ちがいないでしょうね』

「だよね。って事は、奴らが欲しがっていた物は動物病院にあったって事でしょ？」

『……さて、それはどうでしょうか』

　胤正君もまた歯切れの悪い返答をする。

　それはまるで平三郎さんと同じような反応だった。

　どうしたのだろうか、と思っていたが胤正君はすぐに話を変えるように口を開いた。

『それはさておき、佐蛹君。きみは今、ルドルフさんがいたと思しき場所に立っているんですよね？』

「うん、そうだけど……」

『周りには何がありますか？』

「周りは………」

　と言われても見るからに打ちっぱなしのコンクリート塀に囲まれた広い部屋だ。

　あるのは不法投棄されたゴミと落書きだらけの壁ばかり。あるまま報告すると、胤正君はこんな注文を付けた。

『そこにあるもので、使えそうな物を持ってきてください』

「つかえそうなもの？」

『蔵祭さんの見立てがいいと思います。彼なら気づくでしょうから』

　ボクはチラリと平三郎さんを見て「わかった」と答えると電話を切った。

　すぐにそう言うと平三郎さんは少し嫌いやそうな顔をして、それでも言葉に従った。

　でも、まあ急いでいる時にゴミ漁りなんてするもんだから、矢崎さんが焦ったように平三郎さんにせっついた。

「あ、あの、そんな事してる場合ですか？」

「うるさい女だ。金持ちの道楽らしい。家から出られないから、こういうのを修理するのが趣しゆ味みなのだ。……ったく」

　そう言ってゴミの山からひっぱりだした物が次々に平三郎さんのダイハツフェローＭＡＸに積まれていく。

　どれもブラウン管テレビとか小型の冷蔵庫とか、いわゆる白物黒物家電。

　捨てるのにお金が掛かかるような物が投棄されていた。軽自動車の後部座席を満載にして、ボクらは再び来た道を戻る。

　平三郎さんは帰りはずっと何か上の空でのろのろ運転での帰途となった。

　おかげで中央自動車道は深夜にもかかわらず渋滞を引き起こしやがったのである。

　ほんと、反省して下さい平三郎さん。

　ルドルフさんの動物病院に戻った時には、時刻は間もなく深夜十二時を回ろうとしていた。

　ボクと矢崎さんを降ろした平三郎さんは、そのまま胤正君の家へと向かってしまった。

　ボクらはルドルフさんの動物病院に入ると、

「うわ！　やっぱ荒らされてますよ！」

　何かを探したのかあちこちの引き出しや戸と棚だなが開け放たれ、書類が散らばっていた。

「やっぱりルドルフさんを誘拐した人の目的は、この動物病院の中にあったんですね」

　ボクがそう言うと矢崎さんは小さく震えた。

　でも何が持っていかれたのかはさっぱりだ。

　と、そんな事に気を取られていたボクであったが、ふと矢崎さんを見ると彼女は落ち着かない様子でキョロキョロしている。

　ボクはこの段になるまで他人の事に全く気が回っていなかった。

「矢崎さん、もしかして……」

　すると矢崎さんは申し訳なさそうに顔を俯うつむかせる。

「ごめんなさい、こんな時間まで連れまわして。お父さんの事とかありますよね」

　そう、彼女はお父さんの介かい護ごをしているのだ。

　元々ボクらの所に来たのだって、国内じゃ治療が出来ない状態のお父さんを治療するためだったんだから。

「あの、ボクらの事は気にしないでください」

「でも慶介君をひとりでここに置いて行くわけにはいかないよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。もうすぐ平三郎さんも戻ってきますし」

「そういえば蔵祭さんはどこへ？」

「ああ、この近くにいる零れい栓せん院いん家けにさっきの物を届けにいったんですよ。近くなんですぐに来ると思うんで、気にしないでください。それよりも早くお父さんの所に帰ってあげてください。終電大丈夫ですか？」

　そう言うと、矢崎さんは少し安心したようにうなずいた。

「まだなんとか。なんだかすいません……」

　矢崎さんは申し訳なさそうに幾度も頭を下げて帰って行った。

　だけどひとりになった途と端たんに、急に心細くなる。

　だって、ここでルドルフさんが攫われて、しかもボクらがいない間にこうして荒らされているわけで……もしかしたら近くにまだ犯人がいるかもしれないわけで……。

「…………まさかね」

　強がりを口にしてみたけど、その声は伽が藍らん堂の動物病院に響ひびき渡わたる。

　途端に心細くなって、身がすくんでしまった。

　どうしよう……今ここで何かあったら……。

　その時、入り口の方に人の気配がした。

　その気配はこちらに向かって近づいてくる。

　どうしよう！

　ボクひとりじゃなにもできないよ。だってボクはみんなに頼たよってようやく今ここに居るっていうだけなのに……こまった……どうしたらいい？　どうすればいい？

「おい、クズ」

「だあああぁぁぁぁっ!!」

　飛び上がった。

　転んだ。

　頭上には平三郎さんがいた。

「あれ？」

「あれじゃない！　貴様は何をやっているのだ？　ったく、ただの役立たずが。留守番の一つもできないのか」

　ひどい言い様だ！

　気が滅め入いっている時は、あんなに泣きごと言ってたくせに！

「なんで驚かしにかかるんですか！」

「おまえが勝手に驚いたのだろう。言い掛かりも甚はなはだしい！」

　そりゃボクがビビってたのは確かですけどっ！

「それより慶介。猫はどうした？」

「猫？　それってあの、黒くろ猫ねこですか？　それなら……」

　ボクは先ほど捕まえてきた黒猫を入れたケージに目を向けると……。

「あれ？　いなくなってる!?」

　ケージは壊されて、中にいたはずの黒猫は居なくなっていた。

　平三郎さんはそれを見てニヤリとする。

「やはりそうか……」

「やはりってなんですか？　もしかして、あの猫が欲しかったって事ですか？」

「そんな訳はないだろう、このノータリン！　本当に貴様というやつは考える事の出来ない人間だなあ」

「わかりませんよ！　何がどうなっているのか！」

「この壊されたケージをよく見ろ。誰だれが壊したものだ？」

　ボクは黒猫が入っていた檻おりを見てみると、それは積み上げられた上から落ちて壊れたように見えた。

「あれ……もしかして、侵しん入にゆう者しやが壊したんじゃないですか？」

「違う！　侵入者だったら壊さずに普通に開ければいいじゃないか！　だが、わざわざ叩き落として壊したのだ。つまりこの檻を壊した犯人は、あの忌いま々いましい黒猫本人なのだ」

　という事は、つまり黒猫が暴れたりして自分で壊し、そして逃げたという事なのだろうか？

「平三郎さん……いよいよわからなくなってきたんですが……」

「だったらついて来い。癪しやくだがあの生意気なガキの所に連れてってやる」

「それって胤正くん家？」

「わかっているなら聞くな！」

　そう言うと、平三郎さんはボクの首ねっこを掴つかんで動物病院を飛び出した。
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　執刀を開始して11時間を超こえていた。

　長時間の手術の経験がないわけではない。とはいえやはりこれは身体からだに応こたえる。

　だがそれ以上に苦しいのは患者の方だ。

　一番の問題は手術の可能不可能ではなく、患者の体力が持つかどうか。

　移植手術が難しい事には変わりないが、それ以上に重要なのは患者の体力が持たない可能性があるということだった。

　そもそもカルテにある情報は、既すでに一月前の物。

　最新の病状の進行状態まではわからない。そして彼かれらが用意したこの手術室には、諸々の足りないものがあった。

　一つは核磁気共鳴画像砲ＭＲＩ。またはレントゲンでも構わない。

　それがあれば患者の病状を正確に知る事が出来ただろう。

　だが彼らが用意したのは超音波診しん察さつ器だけであった。

　正規のルートではＭＲＩやレントゲンは扱あつかいが厳重なために手に入れる事は出来ない。そこで講じた苦肉の策という訳だ。

　だから私はカルテに記される一月前の情報と、そして超音波診察器の情報で手術をしなければならなかった。

　カルテに記された男の年齢は63歳。衰えているとはいえ、筋力も壮健だ。だが、やはり11時間は長すぎた。脈拍がだんだん微び弱じやくになって来ている。

　しかも肥大した心臓は肺に巻き付くように圧迫しており、補助心臓の機能も低下していた。すぐさま措そ置ちを執とったが、それが原因で手術時間は延びてしまった。

　出来る事なら、この手術を半分の時間で終わらせようとタイムスケジュールを組み、そして途と中ちゆうまではうまく進んでいた。もし12時間かかる手術を、６時間で終わらせることが出来ていたのなら、患かん者じやの体力も含ふくめて成功の可能性が高かった。

　しかし実際には、機器の不備と思わぬ伏兵の存在に11時間を超えてしまっている。

　仮に無事手術を終えたのだとしても、術後の経過も大いに心配が残る。

　現代の臓器移植に関してはドナーとの相あい性しようを徹底させているため、術後の拒否反応が出る確率は限りなく低くなっている。それでも、この大手術に対して身体が回復できるか、それがネックなのだ。

　患部の縫ほう合ごうが終わる。絶対的な安静が必要な状態。

　最後に胸部を縫合すれば全すべてが終わる―――だが、天は彼に味方をしなかった。

　室内に響く、心電図の単調な音――彼の心肺停止が告げられたのだ。

「ま、まだだ！」

　付つき添そいの医師が急いで心臓マッサージをしようとする。

「待ちなさい。それをやったら、今縫合した患部が剥はく離りするよ」

「し、しかし！　これでは！」

「手術は成功だ。だが患者の体力が持たなかった。これは神の思おぼし召めしだ。我々はやれることをやった」

　その時、周りに控えていた男たちが拳けん銃じゆうを引き抜ぬく。

「おや、どういう事かな？」

「約束は覚えているな？」

　患者の手術を成功させなければ、命はない――だが。

「手術は成功だ。だが、患者の体力が持たなかった。それだけの話だ」

「いいわけは要らない。首ボ領スが死んだ時点で、おまえの命もない」

　まったくこの手の人間は道理が通じない。

　だから関かかわりたくなかったんだ。

　僕ぼくは固めるべき覚悟なども持ち合わせてはいない。ただ己おのれの研究に没頭して医学界を追われただけだ。もしここで死ぬのだとしたら、それはやはり、無念と言うべき事こと柄がらなのだろう。

　そう思った――。
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　夜の闇やみの中を縫ぬうように駆かける。

　新宿の中とは思えないうっそうと茂しげる木々の向こうにぽつりと明かりが見える。

　人家がある事を確認して、そっと忍び寄り中の気配を探る。

　ネジを回したりする作業音が聞こえる。

「ターゲット、確認。室内にいるのは一名」

　私の後ろについてきた人間たちがコクリと頷き、手に凶きよう器きを構える。

　拳銃は使わない。こんな森林に囲まれた場所なのでサイレンサーを付けた拳銃であれば問題はないが、それでも多くの証しよう拠こを残してしまう。そういったリスクを背負いこむ必要はない。足のつかない凶器で、標的を殲せん滅めつするのが最も効率的であると言えよう。

　こちらは自分も含めて五人編成――あちらは家から出る事も出来ない中学生一人だ。

　問題はない。

　そう思い、私も懐ふところにあったナイフを引き抜くと同時に中へと踏ふみ込んだ。

　その時、暗がりの部屋の中から我々を待っていたかのような声こわ色いろが響く。

「待っていたわけではありませんが、折よく修理も終わりました」

　そこには着物に身を包んだ中学生くらいの少年が投影機プロジエクターを手に薄うすく微笑ほほえんでいた。この家の当主、零れい栓せん院いん胤たね正まさだろう。

「矢崎友ゆ里り恵えさんですね」

　そう言った彼はプロジェクターにスイッチを入れ、その光が襖ふすまに映し出される。

　そこにはルドルフの姿があった。




　胤正君は投影機プロジエクターにスイッチを入れると、壁に映像が映し出された。

　そこにはボクがあの廃墟で見たのと同じ、ルドルフさんの姿があったのだ。

「どうやらここが監禁場所のようですね」

　胤正君はそう言いながら、侵入者に向かって微笑んだ。

　侵入者――矢崎友里恵さんは顔を歪ゆがめると憎らし気に胤正君を眇すがめ見みる。

「わざわざ踏んで壊したというのに、修理をするとはご苦労な事ね。でも残念、その映像は回収させてもらう」

「回収してどうなります？」

「証拠は隠滅しないといけない、おまえ共々な」

　振ふりかぶりナイフで胤正君の首元を一閃――がその腕うでが突とつ然ぜん止まる。

「おいおい、そんなものを人に向かって振り回すんじゃない。それは、人を脅す為ための物だろうが」

　いっしょに隣となりの部屋に隠かくれていた平三郎が、いつの間にか飛び出していた。ボクも急いで飛び出すけれど、とてもじゃないけど中に入る事なんて出来ない。

　だって侵入者五名すべてが武器を携けい帯たいしているんだもの。

　ボクが飛び込んでいった所で返り討ちに遭あうのが関の山。

　襖ふすまの奥おくから身を乗り出して、

「ナイフ振りまわしちゃダメですよ！　リンゴとか剥むいててください」

　と、場違いな言葉しか出なかった。

　……情けない。

　更さらにボクを追い越すように手て錠じようを持った札沼さんと禅ぜん定じようさんが飛び込んだ。

「そこまでだ！」

　すると矢崎さんは一人一人目で確認する。

「なるほど、こちらが動くことは察していたということか。さすがは新宿の掃そう除じ屋やだ。一筋縄ではいかないようね」

　ボクたちは矢崎さんらと睨にらみ合うように対峙する。

　だが次の瞬しゆん間かん、矢崎さんは静かに笑った。

「ふ……ふふふ……調子に乗るなよ。ルドルフはどちらにしても死ぬ」

　それを合図したかのように、全員が一いつ斉せいに動いた。

　矢崎さんは掴つかまれていた腕を捻ひねり、平三郎さんを振り払はらう。

　見計らったように後方の仲間たちがナイフを手に周りへ飛び掛かった。

　札沼さんが苦い顔をする。

「くそ……発砲許可なんか取ってきてねぇぞ」

　警棒を引き抜き、禅定さんと共に応戦。

　ボクは身体の弱い胤正君をその戦場から引ひき離はなすように肩かたを掴んで後退した。

　それを待っていたかのように、

「うひゃひゃひゃひゃっ！　よーし、貴様ら全員纏まとめてかかって来るがいい！」

　素手の平三郎さんが侵入者たちに突貫していく。

　ちょっと！　危ないですよ！

「遅いっ！　なんだその生っちょろい動きはっ！」

　向かう三人から次々に繰り出されるナイフを、平三郎さんは易やす々やすと避よける。

　こっちから見ていると侵入者の人たちの攻撃が大したことないように見えてしまう。

　だが違う。平三郎さんの身のこなしが俊敏すぎるのだ。

　しかも相手の攻撃をギリギリで避け続けている。

　だからボクなどは、相手が遅く動いているかのような錯さつ覚かくに見舞われた。

「くだらん！」

　焦じれたかのように平三郎さんがそう言った瞬間、激しい蹴けりが侵入者の顔面に炸さく裂れつする。

　前歯二本を圧へし折おって一人があおむけに倒れた。

「貴様らとの遊びはつまらんな！」

　ナイフの切っ先が平三郎さんの心臓目がけて突き出される。

　それを掠かするほどギリギリで避ける体たい裁さばき。

　そして相手の間合いに入り、鳩みぞ尾おち目がけて拳こぶしがめり込む。

　その反動を利用して、対称にいたもう一人へ肘ひじ鉄てつが入った。

　平三郎さんの動きに気を取られた侵入者の隙すきを衝ついて後方に回り込んだ禅定さんが一人を取り押さえた。

　さらに札沼さんが矢崎さんを取り押さえ、畳たたみに這いつくばらせた。
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　そんな矢崎さんに胤正君は問いかける。

「先ほどルドルフさんはどちらにしても死ぬ、と仰いましたね？　それはどういう事でしょう？」

　矢崎さんは軽く鼻で笑うとこう返した。

「手術が成功しても成功しなくても、我々の情報の漏ろう洩えいはあってはならない。だからあいつは手術が終われば用済みだ。もう間もなく手術が開始されて12時間経つ。そろそろ終わるころだ」

　屋や敷しき内の空気が死んだように静まり返る。

　だが胤正君は変わらず静かな面持ちで投影機プロジエクターから流れ出る映像に目を戻す。

「ということは、まだルドルフさんは死んでいないということですね。では救出を急ぎましょう」

　しかし矢崎さんは吼ほえるように言った。

「不可能だ！　この映像で、場所が特定できるわけがない！」

「さて、それはどうでしょうか？　予想通りなら、ルドルフさんが連れ攫われた場所は、あそこのはずなんですが――迂う闊かつな事は出来ませんからね。蔵祭さん、あなたの視覚情報では、ここはどこだと思いますか？」

　そう言うと平三郎さんがその投影機プロジエクターの映像を見て人差し指を立て目を細める。

「コンセントの位置―――それから排水管の位置があそこと一緒だ」

「そうでしょうね。あの動物病院と」

　その瞬間、札沼さんの声が響き渡る。

「新宿三丁目、末広通り！」

　応えて禅定さんがトランシーバー越こしにそれを伝える。

「新宿三丁目、末広通りの動物病院へ急行して下さい！」

　そして胤正君はボクに向き直ると語気を強めた。

「佐蛹君、行ってください！　ルドルフさんは自分の診しん療りよう所じよのビルの上の階に囚われています！」

「わかった！」

　言うと同時に、ボクが飛び出し、その後に平三郎さんが続く。

　一刻を争あらそう事態。

　間に合わなければ、ルドルフさんの命が危ない。

　ボクは全力で胤正君の屋敷を飛び出したのだった。




　矢崎友里恵は飛び出していく佐蛹慶介と蔵祭平三郎の背に向かい声を荒らげた。

「奴やつらを行かせるな！」

　言うと同時に彼女の部下が起き上がりナイフを手にした。

　先ほどの平三郎の攻撃に一いつ瞬しゆんは気を失ったが、すぐに意識を取り戻していた。

　こちらはそういった訓練は幾いく度ども受けている。

　後はいつ反撃するかを窺うかがっていたのだ。

　当然、矢崎もまた腕を固める刑けい事じの一瞬の隙すきを衝ついて身体を反転させ自由をねじり取る。

「手こずらせてくれたな」

　矢崎はそう言いながら懐ふところに手を入れた。

　彼女が握にぎったのは他ほかでもなく22口径拳銃である。殺傷能力に乏しいと言われる22口径拳銃ではあるが、彼女が手にしたのはルガーＭｋⅢ。22ＬＲ弾だんを実装したこの銃は至近距きよ離りでの発砲なら十分に目の前の相手を殺す事が出来る。

（証拠は残したくなかったが仕方がない）

　彼女はそう思い定め、ルガーＭｋⅢを取り出す。

――が、背後から忍び寄った気配に矢崎は戦せん慄りつした。

　息のかかるほどの距離に近づかれるまで気付くことが出来なかったからだ。

　そして背後に立った者は温和な声でこう窘たしなめた。

「貴方あなたがたは最初から、この敷しき地ち内ないに閉じ込められていたんですよ」

　真後ろには白はく髪はつの、タキシードを着た老人がピタリと付いていた。

「零栓院家の警備網は鉄の障しよう壁へき。それを破れる人間はまずいません――我々は貴方をおびき出す為ために、敷地内に通して差し上げたことをお忘れなく」

　老人が言い終る前に、矢崎は足を掬すくわれ宙を舞っていた。彼と同じ格好をした幾いく人にんもの使用人たちが、矢崎の仲間から武器を取り上げ、腕の関節をきめていく。

「札沼様」

「おう――殺人未遂、住居不法侵入の現行犯、および誘拐の容疑で逮たい捕ほする」

　矢崎は再び畳に顔を押おし付けられながら歯噛みする。

　すると零栓院胤正が澄すました顔で悠々と彼女の前までやって来た。

「助かったよ、じいや」

「仰せのままに」

「初はつ瀬せを友達の家に泊まりに出してよかった。こんな大騒ぎに巻き込むのは忍びない」

「八時ころに初瀬様からは御友人宅でお食事を終えられたとご報告がありました」

「そうか。さて――」

　彼は矢崎を睥へい睨げいしながら口を開いた。

「残念ですが、ここまでのようですね矢崎さん」

「ふん……コンセントや配管が同じようなところは幾いくらでもある。おまえらは見けん当とう違ちがいな場所へ向かっているだけだ」

「さて、どうでしょうか？　コンセントや配管はビル業者に統一されていますから。ビルの構造上、上の階も下の階も同じところにあるモノです。何より、数日前にヒントは出されていたようですし」

「そんなはずは……」

　胤正は不敵に彼女に笑いかける。

「いいえ、出されていました。あなた方がルドルフさんのテナントの上の階に医い療りよう機器を運び入れたのは三日以上前のはず。そして三日前、ある実験をしたはずなんです」

　彼かの女じよは驚きよう愕がくに目を剥むいた。

「おそらくは超音波診察器の実験です。貴方が闇医者を頼る以上は、直前の診察は絶対必要。ですがそのために、絶対に揃そろえられないものがあります。それがレントゲン、ないしＭＲＩです。あれは技師の免めん許きよが必要なのは勿もち論ろん、手に入れることは絶対に不可能です。だから代替案として持ち出したのが、超音波診察器だったのでしょう。何の手術をしようとしたのかはわかりませんが、ルドルフさんが必要な手術という事はかなり大おお掛がかりなものです。移植手術の類たぐいでしょうか？　――さて、そこはわかりませんが、どちらにしても超音波診察器も人の身体に合わせた大掛かりな物だったはずです。ですがそれが問題でした」

「なにが問題だというのだ？」

「猫ねこがそれに反応したんです。ルドルフさんによく懐いていた猫が、この超音波で逃げ出してしまった。超音波診察器の発する波長は猫の耳には聞こえる周波数です。それを不快に思ったルドルフさんの黒猫は逃げ出した。そして、先ほど佐さ蛹さなぎ君が連れ戻した猫は再びケージを壊して逃走しました――つまり、あの動物病院の真上で超音波診察器が使われた、という事です。つまり今もあそこにルドルフさんはいます。そして移植手術なら最低でも12時間以上の手術時間が必要のはず……まあ、ルドルフさんの腕が良すぎて早く手術が終わってしまうと、逆に困る訳ですが……」

　すると矢崎は観念したかのように声を落として胤正に問い返す。

「……いつからわかっていた？」

「ルドルフさんの居場所……という事でしたら、この映像を見てからです。可能性の一つとしては考えていました。確信なく行動しても時間を浪費するだけですからね。また、貴方がこの事件に関わっているという質問でしたら、事件が起きた直後には気付いていました」

「……なにっ？」

　明らかに彼女は狼ろう狽ばいしながら胤正の目を見た。

「蔵祭さんに関しては、あなたが初めてカジノに訪おとずれたその日から怪しんでいたそうです。親の介護をしている人間ではない、という事はすぐに見み抜ぬいていたそうですから。彼、嘘うそには敏感なんですよ」

「ありえない！　そんな……」

「事実です」

　そう言うと胤正は強調するように人差し指を立てる。

「何より貴方は致命的なミスをしています」

「ミスだと？」

「佐蛹君はルドルフさんの動向に注意を向けていたので気付かなかったようですが、一つ重要な見落としをしていました。後ほど佐蛹君のクラスメイトが持ってきてくれた映像で得とく心しんしましたが、あの監視カメラの映像には重要な者が映っていなかったんです」

　矢崎は悔しそうに口を噤つぐんだ。

「おわかりですね？　佐蛹君が出て行ってから戻って来るまでの間に、動物病院に入っていくあなたの姿が映っていないんです。目もく撃げき情報を残さないために裏口から入ったのでしょう？　だからルドルフさんは、受付で拉ら致ちされず、何な故ぜか奥の診しん察さつ室しつで争った形けい跡せきを残していった」

「まさかあんな監視カメラの映像を手に入れる伝つ手てがあるとは思わなかったさ」

「そうでしょう。更に、貴方はもっと致命的なミスをしています。貴方が事件の印象を操作しようとしている事を蔵祭さんは察していました。調子が悪いようでしたので、口を挟むには至らなかったようですがね。だから敢あえて八王子まで行ったのです」

「……我々の作戦にのったということか？」

「そうです。その代り、やや挑戦的なやり方でしたが」

「挑戦的？」

「同じ車に乗っていたのならおわかりでしょう？　中央自動車道で法定速度を振り切って飛ばしていったことです。結果、思わぬほど早くやってきた蔵祭さんたちに焦あせり、貴方の組織の人間はこの投影機の回収が出来なかった。だから貴方は事故を装よそおって投影機を破壊。しかしその様子をちゃんと彼は見ていました。貴方はまんまと蔵祭さんのはった罠わなに引っかかったんです」

「だが……間に合わないわ！　もう手術は終わる」

　するとどうした事か胤たね正まさは突然、くすぐったそうに笑った。

「何が可お笑かしい！」

　すると彼はまだ笑いを含んだ顔をこちらに向け、こう言った。

「貴方はどうやら勘かん違ちがいしているらしい。彼は想像以上にやる人間です。僕だって彼にかなうとは思わない」

「ふんっ、蔵祭がたとえ新宿の掃除屋だとしても……」

　すると胤正は又しても笑う。

「違ちがいますよ」

「……なにが違うというのだ？」

「本当にすごいのは――佐蛹君の方です」

　あのただの高校生が？

　わけがわからず、矢崎はただ目を見開いていた。




　胤正君の屋敷を飛び出したボクに向かって、突然ヘルメットが飛んでくる。

　それをキャッチして、飛んできた方向に目をやるとそこには大おお木き主水もんど君がバイクにまたがっていた。

「おう、待ってたぞ」

「ごめんね、よろしくお願いします」

　言うと同時に主水君がバイク――ホンダのＧＢ２５０クラブマンのエンジンに火を入れる。ボクはすぐさまヘルメットをかぶると主水君の後部座席に乗った――瞬間に飛び出すバイクに振り落とされそうになる。

　その横を平三郎さんのダイハツフェローＭＡＸが付ける。

「行くぞ、目と鼻の先だ」

「はい！」

　胤正君の屋敷を飛び出すと同時に、表の道へと出る。

　ドリフトをかましながら、細い路地を滑走するようにぐんぐんスピードを上げて行く。

　前を行く平三郎さんの車の乱暴な運転に、周りの車は当てられまいと道を空ける。

　せって来るのはタクシー位だ。ことに新宿のタクシードライバーはどうも血の気が荒い。

　当てられても賠償金を取る気満々だ。

　だがそこを絶ぜつ妙みようのハンドルさばきで平三郎さんの車が道を空け、その隙すき間まに主水君のバイクが滑すべり込んでいく。

　先導する平三郎さんの車を、主水君のバイクが追走する形だ。

　だが新宿通りへ出る大きな交差点の左右から、信号無視をした黒くろ塗ぬりの車が猛スピードでこちらに突っ込んできた。

　どう考えても、あっちの組織の人たちに違いない。

「や、やばい！」

　いくら主水君でも、これは避けられない！

「慶介！　捕まってろ！」

　そこで、主水君は後輪を全力で回転させ、ドリフト――右から来た一台をスレスレの所で避ける。

　だけど左から来たもう一台が――。

「ぶつかるぅ!!」

　ボクが恐きよう怖ふのあまり目を瞑つむった瞬間――。

　ガッシャアアアンッと激しい音が響く。

　目を開けるとバラバラになったフロントガラスが舞い散る。

　それは平三郎さんのダイハツフェローＭＡＸが、黒塗りの車の横っ腹めがけて、全力で突進していたのだ。

「平三郎さんっ！」

「うひゃひゃひゃひゃっ！」

　黒塗りの車は横転。

　平三郎さんの車が宙を舞う。

　その真下を主水君のクラブマンがドリフトしながら、横倒しにすり抜ける。

　地面スレスレのドリフト。顔面の五㎝先はアスファルト！

「いくぞぉ！」

　主水君はそこから道路を蹴り上げ、クラブマンが体勢を立て直す。

　そのまま交差点を左へ。

　ふと、平三郎さんの方に目を向けると、くしゃくしゃになった車から這い出てくるのが見えた。

　よかった、無事で……。

「行ってこい慶介！　貴様の力を見せてみろ！　フハハハ！」

　ボクは急加速するバイクから振り落とされないように、両手で捕まる。

　ようやく末広通りの看板が見えてきた。

「行くぞ！」

　車体を傾けて弧こを描きながら末広通りへと侵入。

　間もなく夜明けなだけに、人の数はほとんどない。ちょうどルドルフさんの診療所の前まで着いたところで、工具箱を持った清子ちゃんが待っていてくれた。

「よかった、間に合ったんだね」

　すると清子ちゃんは可愛らしいウィンクをして、

「当然です。慶介くんが20分前に連れん絡らくをくれたので、余よ裕ゆうで到とう着ちやくできました」

　やっぱ20分なんだ。

「参りましょうか」

「うん！」

　清子ちゃんが先導してエレベーターホールに入る。確か先日平三郎さんが間ま違ちがって三階を押した時は無反応だった。ということは壊れているのか、または……。

「はい開きましたよ」

　清子ちゃんはマイナスドライバーで、階数ボタンのカバーを外すと、すぐに別の工具を取り出す。

「ははぁ～ん、やっぱ線が抜かれていますね」

　監視カメラの事についてもそうだけど、やっぱり清子ちゃんはメカにやたらと強い。

　すぐに三階のボタンと、裏にあったコードを繋つなげると絶縁テープを捲まいた。

「すごいスピードだね、清子ちゃん」

「えへへ。これくらいの速度で仕込まないと、バレてしまいますからね」

　照れ笑いしてるけど、バレないように何仕込むの？

　清子ちゃんが修理の終わったボタンを押すと、エレベーターはガクンと音を立てて上へと向かった。そして三階で停止するとドアが開く。

　しかし目の前は、シャッターが下りて鍵かぎの閉められた軒のき先さきだった。

　更に中から声が聞こえてくる。

『手術は成功だ。だが、患者の体力が持たなかった。それだけの話だ』

『言い訳は要らない。首ボ領スが死んだ時点で、おまえの命もない。死んでもらうぞ』

　カチンッという音が聞こえる。ボクは以前に聞いた事がある。

　間違いなくこの音は拳銃の撃鉄を上げる音だ。

「急がないと！　ルドルフさんが―――」

　札沼さんの到着を待っている訳には行かない。ルドルフさんが殺されてしまう。

　その時、再びエレベーターホールのドアが開く。

「てめぇら！　こんなとこで何やってんだ！」

　言いながらエレベーターホールから飛び出した平三郎さんはそのままシャッターを蹴りつける。

　ギャシャンッッと激しい音を立てながら、シャッターをへしゃげさせながらぶち破る。

　それもう人間業じゃありませんよ！

　だけれども、これで突破口がひらいた。

　シャッターの向こうには銃を構えた男の他に黒服の男が四人、そして白衣に身を包んだ者が三人、そしてルドルフさんが立っていた。

　狼狽する白衣の人達。

　そして黒服たちは即座に拳銃を取り出すとこちらに向かって構える。

　ええい！　おっかないけどここはやるしかない！

「もし仮にボクたちを殺しても逃にげる事は出来ませんよ」

　完全に声は震ふるえてしまっていた。

　その証拠に、そこにいた黒服たちは失笑をしながら、そのまま後方へと下がる。

　そちらは非常階段へとつながる裏口だ。

「まずい、逃げちまうぞ慶介！」

「主水君、追うのは危ないよ！」

　急いで主水君の腕を取る。何しろ相手は拳銃を持っているんだ。

「だが、あいつら逃がしちまったら……」

「大だい丈じよう夫ぶ。あの人達は逃げられない」

　そう、何故なら……――。





※※※※






　黒服の男と白衣を脱ぎ捨てた医師たちは、裏手の非常階段を駆け下りると、内側のロックを外し、狭せまい路地へと飛び出す。

　もはや東の空が白み始めた末広通りに人影はない。

　彼らはそこから近くのコインパーキングまでやって来ると、駐車券を入れる――が反応はない。

　なんと精算機の電源が落ちていたのである。

　男たちは舌打ちをし、車のエンジンキーを回すとストッパーを乗り越えようとした。

　だがどうした事か、いくら前進しようとしてもストッパーを乗り越える事が出来ない。

　それもそのはず。新宿の治安は、いいところもあれば悪いところもある。

　料金を踏み倒してストッパーを乗り越えようとする輩やからは多い。だからストッパーは通常よりも大きく頑丈に設計されていたのだ。

　車を動かす事の出来なかった黒服の男たちは即座に車中から飛び出すと新宿通りの方角へ走り去っていった。

　その後姿を物もの陰かげから見つめるこのコインパーキングの管理者は、携帯電話を取り出すと『ささなぎ』と打ち込まれた電話番号にコールする。

「おう、こっちに来たみたいだよ。車動かせないから逃げてった」

　そう言うと彼は携帯電話を閉じて、精算機の電源に火を入れた。

　黒服の男たちは、新宿通りへ出ようと駆けだすも、目の前から大声でゲラゲラ笑いながら近づいてくる集団に思わず足を止めた。

「もうノンケは大変だって言ったでしょ、ママったら！」

「あたしゃ、なんでも食うわよ！　いいわ、これからナンパよ、ナンパ！　あんた達、なんでもいいから、いい男見つけてきなさい！」

「あら、あたしが出てったら入れ食いよ」

　大騒ぎでやって来るのは二丁目方向から流れてきたオカマの集団。

　しかも道を塞ぐかのような数に、黒服の男たちは舌打ちをした。なにしろ目の前から来る集団はかなり酔よっぱらっている。絡まれでもしたら大変だ。すぐに方向転換すると、新宿通りとは逆の靖やす国くに通りへと引き返したのだった。

　それを確かく認にんしたゲイバーの店主、花巻はすぐにメールを打ち込む。

『こっちは万ばん事じオッケー♥　靖国通りへいったわん♥』

　黒服の男たちは靖国通りまで出ると、タクシーを拾おうと手を上げた。

　次々にやって来る『空車』とランプを灯したタクシーたちは、どれも黒服たちに目もくれずに走り去っていく。

　にわかに焦あせる黒服たちは、後方に気を掛けながら道なりに移動を開始した。

　この時、各タクシー会社にある無線が入っていた。

『新宿三丁目付近での客は拾うな。これは彼かれからの願い出だ。無視して拾ったやつは減給だからな！』

　各タクシー業者に対し発せられた命令に、末広通りから飛び出した黒服たちはタクシーを拾うことが出来なかったのである。

　とにかく黒服たちは遠くへ逃げる事を優先した。左右を見回し、青信号の横断歩道を渡わたって別区画へと逃げ延びようとしていたのである。

　だがこの信号に関しても細工が為なされていた。

　交通課へ補ほ捜そう係けい・札沼次じ郎ろう名義の直通電話がつながっていた。

　しかし電話口からはまだ変声期前の少年のような声が聞こえてくる。

「はい、伊い勢せ丹たん前の信号を青に。そこから４分20秒後に靖国通り東新ビルのファミリーマート前の信号を青に――」

　細かく伝えられる伝言に、交通課は速やかに従った。

　その頃逃ころげる黒服の男たちは、伊勢丹の路地の暗がりの中を直ひた走はしる。

　このまま道を折れて花園神社の方角へ飛び出そうとしたが、深夜の工事中で通過できず、さらに真っ直ぐに行くしかない。

　交通整備の工事業者が「申し訳ございませーん」と快活な声を発すると男たちは苦渋の表情を浮うかべて走り去った。

「あい、黒服の連中通過したよ」

　ポケットから出した電話口にそう伝えると、工事業者の男たちはポールの撤去に移った。

　黒服の男たちは大通りを避けるように次の通りを左へ曲がろうと考えていた。

　しかしその矢先、曲がり角のアニメショップの前では、何やらケンカをするような怒声が聞こえてくる。

「おのれ貴様！　閉店後に因縁つけてくるとは何事です！」

「うるせえヤロウだ！　うちの本屋の劇場に搬入があんだよ！」

「こっちも今月発売の新刊の搬入があるのだ！」

「やんのかコラ！」

　男たちはまたも通り道を塞ふさがれ舌打ちをしながら、モア４番街へと飛び出していった。

「おし、行ったな」

「これで邪じや魔まはいなくなったな」

「おうよ、決着つけてやらあ！」

　またもアニメショップ店長と本屋の店員の誰だれも止めぬケンカが始まったのである。

　モア４番街に飛び出した男たちは、信号が青なのを認めると即座にこれを渡り、繁華街へと足を向けた。

　いわゆる歌か舞ぶ伎き町ちようを抜ぬけて大久保方面まで行けば、追手の心配はだいぶ減る。

　渡り切った男たちは歌舞伎町を抜けるためにさくら通りへと踏み込もうとするのだが、

「お客さん、最後にもう一軒、いかがでしょう！」

「おッパブ、キャバクラ、ご希望ならソープもございます！」

「団体様、最後に一軒！」

「ＤＶＤ！　ＤＶＤ！」

　次々に群がる客引きたちに道を阻まれ、あえなく進路変更。

　ドン・キホーテの前まで来て、ようやく右折し広い通りを抜けようとしたのだが、目の前からはどこからどう見てもヤクザとしか見えぬ一団が大名行列のようにこちらに向かってくるのである。

　それでも男たちはその脇わきをすり抜けようとすると、スキンヘッドのヤクザ者にぶつかってしまう。

「おう、なんじゃワレ！」

　黒服たちは目配せし、懐に手を入れ、拳けん銃じゆうを掴つかむ。

　もはや騒ぎになっても構わない。ここを抜けねば――そう判断したのだ。

　だがその時、この一団の若頭という風体の男――串くし矢や安やす二じもまた懐に手を入れ近づいてくる。

「おうあんちゃん、まさかその懐ふところの中の物でドンパチ始めようって言うんなら、こっちもそれなりの用意があるが……」

　そう言った彼の胸むな元もとからわずかに銃底がチラリと覗のぞいた。

　それに竦すくみあがり男たちは踵きびすを返した。

　彼らを見送った串矢安二はフンと鼻で息をつく。

「いまどき歌か舞ぶ伎きでドンパチやる馬鹿がどこにいる」

　そう言って安二が取り出した銃口から水がぴゅうと吹ふき出た。

　男たちは西口へ抜ける大ガードを潜ろうと走った。ここを飛び出てまっすぐ行くと警視庁西新宿署。だとすればその前に右折して小滝橋通りへと逃げ込むのがいいと考えたのだ。

　だがどうした事か、大ガードの下には無数のホームレスがたむろしていたのである。

　普ふ段だんから幾人もホームレスが寝ねている場所ではあるが、今日に関してはその数があまりに多すぎる。通り抜けるのが不可能なほどだ。

　苦渋を浮かべた男たちが一瞬視線を右に移すと、そこには地下へと抜ける扉とびらを係員が開けていたのである。

　しめたと思い、時計を確認する。

　時刻は既すでに早朝。深夜には閉鎖される地下街のサブナードが開いたのである。

　彼らは係員を突きとばし地下サブナードへと飛び込み、とにかく走った。

　開いたばかりの地下街には他に行く手を邪魔する人間はいない。

　そのまま走り続け、どこかで上にあがろうと試みるが、まだ開閉時刻を迎むかえたばかりで全すべてが開いている訳ではないようだ。

　どこか出られる場所は、と探しながら男たちは階段を上がる。

　ＪＲ側へ抜ける道はまだシャッターが降りている。丸ノ内線の方も一緒だ。

　仕方なく行ける場所を目指して上へ下へ右へ左へと走り続けるも、だんだんここがどこだかわからなくなり始めた。

　新宿の地下街は慣れればどうという事はないが、知らぬ者ならとにかく迷う。

　しかも表へ抜けられる場所がどこも開いていない。

　その時だった。

「兄貴、こっちの扉があいてます！」

　一人が表へ抜ける階段を発見し、全員がそこへ殺到した。

　そして表へ飛び出す。

　そこで待ち受けていたのは、

「おかえりなさい」

　あのルドルフを救出に来た高校生であった。

　同時に、周りに目を移すとそこにはジュラルミンの盾と拳銃を構えた無数の警察官が殺到していたのである。

　警察手帳を出した中年の男がニヤリと笑う。

「おまえさんらがぐるぐる走り回ってくれてる間に、ばっちり配備がすんだぜ。ごくろうさんだったな」

　ようやく彼らは理解した。自分たちは遠くへ逃げていると思いながら、いつの間にか元の場所へと誘導されていたのだと。

　彼らは諦めたように肩かたを落とすと、降伏の意思を示すように両手を上げた。




　我わが愛あい猫びようの黒い背を撫なでながら、さして繁はん盛じようもしていない動物病院のソファでくつろいでいると来客のチャイムが鳴る。

　さて、何の動物だろうか……と思っていると、何も持たない中年男が入ってきた。

　見覚えがある。あの事件の後、自分の取り調べをして調書を作った札沼という刑事だ。

「よう。ここではルドルフと呼んだ方がいいか？」

「どちらでも。お好きな方で。名前には特に意味はないのでね」

　すると札沼はやれやれといった様子で溜ため息いきをひとつ。

「さて、おまえさんの件はどうにか一段落しそうだ」

「ほう。それで事の顛てん末まつを教えに来てくれたのですか？　中々日本の警察は親切ですね」

「どこもそうだと思うなよ。ボーズの関係者だから、教えてやるだけだ」

　ふむ……ボーズね。

「おまえさんを狙ねらっていた組織は地方ヤクザの一味でな、手術した男は過去に麻ま薬やくの密売に絡からんだ関係で渡と航こうビザが下りない状態になったらしい。結果国内で最高の名医を――という事で、おまえさんに白羽の矢が立った、とそういう訳だ」

「なるほど。僕ぼくは獣じゆう医いなのにねぇ」

「惚とぼけやがって」

　そう言って札沼は苦笑いをした。

「臓器も何もかも、全部違い法ほうに手に入れた物ばかりで、真っ黒の案件だ。ま、実刑は免れねえだろうな、あれに関かかわった奴らは。さて――」

　そう言うと札沼はこちらに向き直り、鋭するどい視線を寄越す。

「そっちの件はいいとしてだ。おまえさんの件がまだ残ってる」

　やっと来たか。ここでジタバタしても始まるまい。

　私は至いたって落ち着いて札沼に問い返した。

「さて日本ではこういう案件の罪状はなんて言うんですか？」

　すると札沼は眉まゆを捻ひねった。

「さあな」

　はて？　この男はどういうつもりでここに来たのか。

「俺おれはよくは知らん。だが、まあ、おおっぴらにはやるんじゃねえぞ。話がデカくなりゃ、てめぇをお縄にしなきゃなんねえんだ」

「……おや、捕まえないんですか？」

「被ひ害がいは出ていねえ。誰もおまえのしたことに恨うらみも持っちゃいねえ。いや、むしろ必要とされている。だが犯罪は犯罪だ。誰がなんと言おうとそれは間違いねえ。だから周りが騒ぎだした時は、俺たちが出張って来ることになる」

「そういうのを日本ではなんて言うんでしたっけ？」

「さぁてな。国語辞典で調べてみたらどうだ？」

　札沼は立ち上がり、背広を手にして出口へと向かう。

「まあ、ボーズには感謝しろ。おまえをどうにかしてくれと掛け合ったのは、あのボーズだ」

　あのボーズ――他でもなくササナギ・ケースケの事だろう。

　そう言うと彼はそのまま病院を出て行ってしまった。

　そんな彼と入れ違いに、例のボーズがやって来る。

「ルドルフさん、あの……その後、大丈夫ですか？」

　何が大丈夫か濁にごすあたり、これも建前というやつだ。

「大丈夫なようだよ、ケースケ」

　そう言うと彼は心底安堵したような顔で胸をなでおろした。

「そうだケースケ、ちょっと気になっている事がある」

「なんですか？」

「私を攫さらった者たちは、どうして逃げられなかったのかね？」

　すると彼は「なんだその事ですか」と言って笑った。

「僕にとっては中々の疑問だ。彼らは綿密に離脱の策を練っていたはずだが」

「あの時、新宿にいた知り合いに、あちこちお願いしたんですよ」

「あの短時間でかね？」

「そうです。きっとあの黒服の人たちは車を持ってるだろうから、近くのコインパーキングに止めてるだろうと思って、末広通りで管理している方に電話して、それから札沼さんと胤正君には信号を使って誘導してもらって、その後はあの辺りで道路工事を請うけ負おってる方たちに道を封鎖してもらい、逃げ道を減らすために本屋とアニメショップの方に協力してもらってから、さくら通りのキャッチをしている人たちにも出張ってもらって、それからヤクザの方たちにもわざわざ出て来てもらいまして……」

「聞くところによればホームレスも大ガードに大挙したそうだが」

「それは西口の路上で寝起きしている人たちの近くに公衆電話があるので、こちらからかけてきてもらったんです」

「では地下街は？」

「サブナードの管理者の方と、それからＪＲや地下鉄関係の方たちに協力してもらって……とにかくいろんな人に助けてもらったんです。なのでボクは連絡役以外なにも……」

　彼は頭をかきながら申し訳なさげにそう言った。

　僕はそれを聞きながら、ただただ溜息が漏もれた。

「君はなんでそんなに協力してくれる知り合いがいるのだね？」

「えっと……まあ、その、いろいろあって知り合った人たちです」

　ふむ、いろいろか……。

　なるほど、では今はとりあえず深く聞くのはやめておこう。

　だから僕はいったんこの話はやめ、別の事を口にした。

「さてケースケ、君は一つ忘れている事がある」

「え？　なんですか？」

「この子を捜してくれたお礼だ」

　すると彼は大げさに頭を振ふった。

「いえ、とんでもない！　ボクはお礼を貰うつもりで猫を見つけてきたわけじゃありません」

「しかし、私は命まで救われている。これに報いるのは当然の事だ。欲ほしい物があるなら、金でも物でもなんでも言うといい」

「ボクが助けたわけじゃありませんよ。みんなに助けてもらって、どうにかルドルフさんの居場所を見つけられたわけですし」

「だが事実、君が……」

　と、僕が何を言おうとも彼はやはり首を縦たてに振ろうとはしなかった。

　その代り――。

「じゃあ、ルドルフさん」

「なにかな？」

「もしボクが困ったことがあったら、その時に助けてください」

　彼のその答えに、僕は深く得心した。

　なるほど。君を助けてくれた多くの人々は、かつて君に助けられた人々なのだな、と。

　君が持つ最も大きな武器とは、その人との繋がりコネクテイブなのだ。

　そう理解した。

　まあ、君の呼び出しであるなら、僕もまた喜んで駆かけつけよう――そういう気持ちにさせてくれる。

　だから僕の答えはもう決まっている訳である。

「よかろう」

　その回答にケースケは満面の笑えみを湛たたえ頭を下げたのだった。


《おわり》
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あとがき







　新宿という街で仕事を始めたのは十五年ほど前になります。物書きとなって以降、現在もかなりの時間をこの街と共に過ごしております。そういう浅からぬ付き合いの街を舞台にいつか物語を作りたい。そう思い、いざ制作する段に至り、あらゆる面で尽力下さる多くの皆様のおかげでこうして形にすることができました。そうして出来上がった新宿コネクティブが皆様のひと時の娯ご楽らくになりえたのならこれ以上の幸いはございません。

　さて、ここからは謝しや辞じをば。担当編集の中川様、イラストのギンカ様、またヴォイスドラマ制作に尽力くださいました、ひらさわひさよし様、並びにクリエイターズインパックの皆様。舞台化に向けて動いて下さいました演劇企画ハッピー圏外制作部様。そしてＨＪ文庫編集部、営業部の皆様、出版流通に関わる全ての皆様に心より御礼を申し上げます。

　そしてこの本を手に取って下さったみなさまに、最大の感謝を。

　また物語の続きでお会いできることを心より願いながら――。


二〇一七年三月吉日　　　内うち堀ぼり　優ゆう一いち
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